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はじめに 
 

対象読者と目的 

『CLUSTERPRO® X SingleServerSafe インストールガイド』は、CLUSTERPRO X SingleServerSafe を

使用したシステムの導入を行うシステムエンジニアと、システム導入後の保守・運用を行うシステム管理者を

対象読者とし、CLUSTERPRO X SingleServerSafeのインストール作業の手順について説明します。 

 

本書の構成 

第 1 章 「CLUSTERPRO X SingleServerSafe

について」 

CLUSTERPRO X SingleServerSafe の機能や

要件について説明します。 
 

第 2 章 「CLUSTERPRO X SingleServerSafe

をインストールする」 

CLUSTERPRO X SingleServerSafeをインストー

ルする手順について説明します。 
 

第 3 章 「CLUSTERPRO X SingleServerSafe

をバージョンアップ/アンインストール/

再インストール/アップグレードする」 

CLUSTERPRO X SingleServerSafeのバージョ

ンアップ、アンインストール、再インストール、

CLUSTERPRO Xへのアップグレードの各手順に

ついて説明します。 
 

第 4 章 「最新バージョン情報」 CLUSTERPRO X SingleServerSafe の最新情

報について説明します。 
 

第 5 章 「補足事項」 CLUSTERPRO X SingleServerSafeのインス

トール作業において、参考となる情報について説

明します。 
 

第 6 章 「注意制限事項」 本番運用を開始する際に注意事項について説明

します。 
 

付録 

付録 A 「トラブルシューティング」 インストールや設定関連のトラブルとその解決策

について説明します。 
 

付録 B 「索引」  
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本書で記述される用語 

 

本書で説明する  CLUSTERPRO X SingleServerSafe は、クラスタリングソフトウェアである

CLUSTERPRO X との操作性などにおける親和性を高めるために、共通の画面・コマンドを使用しています。

そのため、一部、クラスタとしての用語が使用されています。 

以下ように用語の意味を解釈して本書を読み進めてください。 

 

用語 説明 

クラスタ、クラスタシステム CLUSTERPRO X SingleServerSafe を導入した単サーバのシステム 

クラスタシャットダウン/リブート CLUSTERPRO X SingleServerSafe を導入したシステムのシャットダウン、リ

ブート 

クラスタリソース CLUSTERPRO X SingleServerSafe で使用されるリソース 

クラスタオブジェクト CLUSTERPRO X SingleServerSafe で使用される各種リソースのオブジェクト 

フェイルオーバグループ CLUSTERPRO X SingleServerSafe で使用されるグループリソース（アプリ

ケーション、サービスなど）をまとめたグループ 
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CLUSTERPRO X SingleServerSafe マニュアル体系 

CLUSTERPRO X SingleServerSafeのマニュアルは、以下の 5 つに分類されます。各ガイドのタイトルと

役割を以下に示します。 

 

『CLUSTERPRO X SingleServerSafe インストールガイド』(Install Guide) 

CLUSTERPRO X SingleServerSafe を使用したシステムの導入を行うシステムエンジニアを対象読者とし、

CLUSTERPRO X SingleServerSafeのインストール作業の手順について説明します。 

 

『CLUSTERPRO X SingleServerSafe 設定ガイド』(Configuration Guide) 

CLUSTERPRO X SingleServerSafe を使用したシステムの導入を行うシステムエンジニアと、システム導

入後の保守・運用を行うシステム管理者を対象読者とし、CLUSTERPRO X SingleServerSafeの構築作業

の手順について説明します。 

 

『CLUSTERPRO X SingleServerSafe 操作ガイド』(Operation Guide) 

CLUSTERPRO X SingleServerSafe を使用したシステム導入後の保守・運用を行うシステム管理者を対

象読者とし、CLUSTERPRO X SingleServerSafe の操作方法について説明します。 
 

『CLUSTERPRO X 統合WebManager 管理者ガイド』(Integrated WebManager Administrator’s Guide) 

CLUSTERPRO を使用したクラスタシステムを CLUSTERPRO 統合WebManager で管理するシステム

管理者、および統合WebManager の導入を行うシステム エンジニアを対象読者とし、統合WebManager 

を使用したクラスタ システム導入時に必須の事項について、実際の手順に則して詳細を説明します。 
 

『CLUSTERPRO X WebManager Mobile 管理者ガイド』(WebManager Mobile Administrator’s Guide) 

CLUSTERPRO を使用したクラスタシステムを CLUSTERPRO WebManager Mobile で管理するシステ

ム管理者、およびWebManager Mobile の導入を行うシステム エンジニアを対象読者とし、WebManager 

Mobile を使用したクラスタ システム導入時に必須の事項について、実際の手順に則して詳細を説明しま

す。 
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本書の表記規則 

本書では、注意すべき事項、重要な事項および関連情報を以下のように表記します。 

注： は、重要ではあるがデータ損失やシステムおよび機器の損傷には関連しない情報を表します。 

 

重要： は、データ損失やシステムおよび機器の損傷を回避するために必要な情報を表します。 

 

関連情報： は、参照先の情報の場所を表します。 

 

また、本書では以下の表記法を使用します。 

表記 使用方法 例 

[ ] 角かっこ 

コマンド名の前後 

画面に表示される語 (ダイアログボッ

クス、メニューなど) の前後 

[スタート] をクリックします。 

[プロパティ] ダイアログ ボックス 

コマンドライ

ン中の  [ ] 

角かっこ 

かっこ内の値の指定が省略可能であ

ることを示します。 
clpstat –s [-h host_name] 

# 
Linux ユーザが、root でログインして

いることを示すプロンプト 
# clpcl -s -a 

モノスペース

フ ォ ン ト
(courier) 

パス名、コマンドライン、システムから

の出力 (メッセージ、プロンプトなど)、

ディレクトリ、ファイル名、関数、パラ

メータ 

/Linux/3.0/jp/server/ 

モノスペース

フォント太字
(courier) 

ユーザが実際にコマンドラインから入

力する値を示します。 

以下を入力します。 
# clpcl -s -a 

モノスペース
フォント斜体
(courier) 

ユーザが有効な値に置き換えて入力

する項目 

rpm -i clusterprosss-<バージョン番号>-<リ
リース番号>.i686.rpm 
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最新情報の入手先 

最新の製品情報については、以下のWebサイトを参照してください。 

http://jpn.nec.com/clusterpro/ 

 

http://jpn.nec.com/clusterpro/
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第 1 章 CLUSTERPRO X SingleServerSafe

について 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

本章では、CLUSTERPRO X SingleServerSafe の機能や要件について説明します。 

本章で説明する項目は以下の通りです。 

 

• CLUSTERPRO X SingleServerSafe とは?··································································· 14 

• CLUSTERPRO X SingleServerSafeの動作環境を確認する ············································· 16 

• インストール前のサーバ環境の確認・準備 ····································································· 47 
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CLUSTERPRO X SingleServerSafe とは? 

CLUSTERPRO X SingleServerSafeは、サーバにセットアップすることで、サーバ上のアプリ

ケーションやハードウェアの障害を検出し、障害発生時には、アプリケーションの再起動や

サーバの再起動を自動的に実行することで、サーバの可用性を向上させる製品です。 

 

 

関連情報： CLUSTERPRO X SingleServerSafe の詳細については、『CLUSTERPRO X 

SingleServerSafe設定ガイド』のセクション I 「CLUSTERPRO X SingleServerSafe の概

要」を参照してください。 

 

業務 ハハーードドウウェェアア  

障障害害発発生生!!  

  

  

業務 

業務 

アアププリリケケーーシショョンン  

再再起起動動  

  

  

業務 

ササーーババ再再起起動動  

アアププリリケケーーシショョンン  

障障害害発発生生!!  
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CLUSTERPRO X SingleServerSafeのソフトウェア構成 

CLUSTERPRO X SingleServerSafeは、以下の 3 つのソフトウェアで構成されています。 

 CLUSTERPRO Server 

CLUSTERPRO X SingleServerSafe のメインモジュールです。サーバにインストールし

ます。 

 WebManager 

CLUSTERPRO X SingleServerSafeの運用管理を行うための管理ツールです。 

ユーザインターフェースとして Web ブラウザを利用します。実体は CLUSTERPRO 

Serverに組み込まれているため、インストール作業は不要です。 

 Builder 

CLUSTERPRO X SingleServerSafeの構成情報を作成するためのツールです。 

WebManager の設定モードとして動作するオンライン版と、管理端末に個別にインストー

ルするオフライン版があり、オンライン版は WebManager に組み込まれています。

WebManager と同じく、ユーザインターフェースとしてWebブラウザを利用します。 

 

WebManager と  Builder は  Java VM 上で動作する  Java アプレットです。JRE(Java 

Runtime Environment) がインストールされているマシン上で動作させることが可能です。

Windows 上でも Linux 上でも動作させることが可能です。 

よって、CLUSTERPRO X SingleServerSafe のインストールサーバに JREをインストールす

れば、そのサーバ上で WebManager および Builder を使用することができます。 

 

ササーーババ  管管理理PPCC  

 LLiinnuuxx  

CCLLUUSSTTEERRPPRROO  

SSeerrvveerr  

WWeebbMMaannaaggeerr  

((ササーーババ))  

JJRREE  

WWeebbMMaannaaggeerr  
((ブブララウウザザ))  

BBuuiillddeerr  

 

JJRREE  

WWeebbMMaannaaggeerr  
((ブブララウウザザ))  

BBuuiillddeerr  

WWiinnddoowwss  

oorr  

LLiinnuuxx  
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CLUSTERPRO X SingleServerSafeの動作環境を

確認する 
 

ハードウェア 

CLUSTERPRO X SingleServerSafe は以下のアーキテクチャのサーバで動作します。 

 IA32 

 x86_64 

 

スペック 

CLUSTERPRO Serverで必要なスペックは下記の通りです。 

 Ethernetポート 

 CD-ROM ドライブ 

オフライン版 Builder を使用して構築、構成変更する場合は、下記のいずれかが必要です。 

オンライン版 Builder を使用して構成情報を反映する場合は、必要ありません。 

 FD ドライブ、USB メモリなどのリムーバブルメディア 

 オフライン版 Builder を動作させるマシンとファイルを共有する手段 

 

BMC 関連機能に対応したサーバ 

物理マシンの強制停止機能が利用可能な確認済みサーバは下記の通りです。下記は一例で

あり、これ以外の製品も利用可能です。 

サーバ 備考 

Express5800/120Rg-1  

Express5800/120Rf-1  

Express5800/120Rg-2  
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ソフトウェア 

CLUSTERPRO X SingleServerSafe の基本モジュールは、CLUSTERPRO Server、

CLUSTERPRO WebManager、CLUSTERPRO Builder の 3つで構成されています。各モ

ジュールをインストールするマシンごとに、動作環境を確認してください。以下に、基本的な動

作環境 (CLUSTERPRO X SingleServerSafe 3.3 for Linux の場合) を示します。 

 CLUSTERPRO Server をサポートするオペレーティングシステムの詳細
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以下にモジュール別の動作環境一覧を示します。 

CLUSTERPRO Server 

対象機種 下記のOSが動作可能なPC 

対応OS IA32版 

x86_64版 

後述の「動作可能なディストリビューションとkernel」を参照してください 

メモリサイズ IA32版 

ユーザモード  96MB(*1) 

カーネルモード  8MB 

x86_64版 

ユーザモード  96MB(*1) 

カーネルモード  8MB 

ディスクサイズ IA32版 

インストール時  140MB 

運用時最大   2.0GB 

x86_64版 

インストール時  140MB 

運用時最大   2.0GB 

(*1) オプション類を除く 

 
 

WebManager, オンライン版Builder 

対象機種 下記のOSが動作可能なPC 

動作確認済みOS Linux (IA32) 
Microsoft Windows® XP SP3 
Microsoft Windows Vista® SP2 

Microsoft Windows® 7 (IA32、x86_64) 

Microsoft Windows® 7 SP1 (IA32、x86_64) 

Microsoft Windows® 8 (IA32、x86_64) 

Microsoft Windows® 8.1 (IA32、x86_64) 

Microsoft Windows® 10 (IA32、x86_64) 
Microsoft Windows® 10 Enterprise (x86_64) 

Microsoft Windows Server® 2003 SP1 以降 
Microsoft Windows Server® 2008 
Microsoft Windows Server® 2008 R2 
Microsoft Windows Server® 2012 
Microsoft Windows Server® 2012 R2 

動作確認済みブラウザ 【Java 2 対応ブラウザ】 

Firefox 1.0.6以降 

Konqueror 3.3.1以降 
Microsoft Internet Explorer® 7.0 
Microsoft Internet Explorer® 8.0 
Microsoft Internet Explorer® 9.0 
Microsoft Internet Explorer® 10.0 
Microsoft Internet Explorer® 11.0 

Java実行環境 Java(TM) Runtime Environment 

Version 6.0 Update 21 (1.6.0_21) 以降 

Java(TM) Runtime Environment 
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Version 7.0 Update 2 (1.7.0_2) 以降 

Java(TM) Runtime Environment 

Version 8.0 Update 5 (1.8.0_5) 以降 

* WebManager を使用するには、Java実行環境が必要です。 

メモリサイズ ユーザモード  40MB 

 
 

オフライン版Builder 

対象機種 下記のOSが動作可能なPC 

動作確認済みOS Microsoft Windows® XP SP3 
Microsoft Windows Vista® SP2 

Microsoft Windows® 7 (IA32、x86_64) 

Microsoft Windows® 7 SP1 (IA32、x86_64) 

Microsoft Windows® 8 (IA32、x86_64) 

Microsoft Windows® 8.1 (IA32、x86_64) 

Microsoft Windows® 10 (IA32、x86_64) 
Microsoft Windows® 10 Enterprise (x86_64) 

Microsoft Windows Server® 2003 SP1 以降 
Microsoft Windows Server® 2008 
Microsoft Windows Server® 2008 R2 
Microsoft Windows Server® 2012 
Microsoft Windows Server® 2012 R2 

動作確認済みブラウザ 【Java 2 対応ブラウザ】 

Firefox 1.0.6以降 
Microsoft Internet Explorer® 7.0 
Microsoft Internet Explorer® 8.0 
Microsoft Internet Explorer® 9.0 
Microsoft Internet Explorer® 10.0 
Microsoft Internet Explorer® 11.0 

Java実行環境 Java(TM) Runtime Environment 

Version 6.0 Update 21 (1.6.0_21)以降 

Java(TM) Runtime Environment 

Version 7.0 Update 2 (1.7.0_2) 以降 

Java(TM) Runtime Environment 

Version 8.0 Update 5 (1.8.0_5) 以降 

* Builder を使用するには、Java実行環境が必要です。 

メモリサイズ ユーザモード  32MB 

ディスクサイズ 

(Java実行環境を除く) 

7MB 

対応バージョン Builderバージョン CLUSTERPRO Server 内部バージョン 

3.0.0-1 3.0.0-1 

3.0.2-1 3.0.2-1 

3.0.3-1 3.0.3-1 

3.0.4-1 3.0.4-1 

3.1.0-1 3.1.0-1 

3.1.1-1 3.1.1-1 

3.1.3-1 3.1.3-1 

3.1.4-1 3.1.4-1 
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3.1.5-1 3.1.5-1 

3.1.7-1 3.1.7-1 

3.1.8-1 3.1.8-1 

3.1.10-1 3.1.10-1 

3.2.0-1 3.2.0-1 

3.2.1-1 
3.2.1-1 

3.2.3-1 

3.3.0-1 3.3.0-1 

3.3.1-1 3.3.1-1 

3.3.2-1 3.3.2-1 

3.3.3-1 3.3.3-1 

3.3.4-1 3.3.4-1 

 

注 1： x86_64 のマシン上で Builder を動作させるには 32bit 用の Java Runtimeを使用す

る必要があります。 

注 2：WebManager 及び Builder は x86_64 のブラウザ上では動作しません。Builder を

動作させるには IA32 用のブラウザを使用する必要があります。 

注 3： バージョン 3.1.8-1 以前のオフライン版 Builderは Java Runtime Environment 

Version 7 Update 25 で動作しません。 

注 4： オフライン版 Builderは Java Runtime Environment Version 7 Update 45 で動作し

ません。 

注 5： Internet Explorer 9 をご利用の場合、http://<IP アドレス>:29003 で WebManager 

に接続する場合、事前に該当の IPアドレスを [ローカル イントラネット] の [サイト] に登録す

る必要があります。 

 

動作可能なディストリビューションと kernel 

CLUSTERPRO X SingleServerSafe 独 自 の  kernel モ ジ ュ ー ル が あ る た め 、

CLUSTERPRO Serverの動作環境は kernel モジュールのバージョンに依存します。動作確

認済みの kernel バージョンの情報を下記に示します。 

 

注： CLUSTERPRO が対応する CentOS の kernelバージョンは、Red Hat Enterprise 

Linux の対応 kernelバージョンを確認してください。 

 

IA32 

ディストリビューション kernelバージョン 
clpka 

サポート 
CLUSTERPRO 

Version 

Turbolinux 11 Server 
(SP1) 

2.6.23-10 
2.6.23-10smp64G ○ 3.0.0-1~ 

2.6.23-12 
2.6.23-12smp64G ○ 3.0.0-1~ 

2.6.23-15 
2.6.23-15smp64G ○ 3.2.0-1~ 
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ディストリビューション kernelバージョン 
clpka 

サポート 
CLUSTERPRO 

Version 

Turbolinux Appliance Server 
3.0 
(SP1) 

2.6.23-10 
2.6.23-10smp64G ○ 3.0.0-1~ 

2.6.23-12 
2.6.23-12smp64G ○ 3.0.0-1~ 

2.6.23-15 
2.6.23-15smp64G ○ 3.2.0-1~ 

Red Hat 
Enterprise Linux 5 
(update4) 

2.6.18-164.el5 
2.6.18-164.el5PAE 
2.6.18-164.el5xen 

○ 3.0.0-1~ 

2.6.18-164.6.1.el5 
2.6.18-164.6.1.el5PAE 
2.6.18-164.6.1.el5xen 

○ 3.0.0-1~ 

2.6.18-164.9.1.el5 
2.6.18-164.9.1.el5PAE 
2.6.18-164.9.1.el5xen 

○ 3.0.0-1~ 

2.6.18-164.11.1.el5 
2.6.18-164.11.1.el5PAE 
2.6.18-164.11.1.el5xen 

○ 3.0.0-1~ 

2.6.18-164.15.1.el5 
2.6.18-164.15.1.el5PAE 
2.6.18-164.15.1.el5xen 

○ 3.0.0-1~ 

2.6.18-164.38.1.el5 
2.6.18-164.38.1.el5PAE 
2.6.18-164.38.1.el5xen 

○ 3.1.4-1~ 

Red Hat 
Enterprise Linux 5 
(update5) 

2.6.18-194.el5 
2.6.18-194.el5PAE 
2.6.18-194.el5xen 

○ 3.0.0-1~ 

2.6.18-194.8.1.el5 
2.6.18-194.8.1.el5PAE 
2.6.18-194.8.1.el5xen 

○ 3.0.0-1~ 

2.6.18-194.11.4.el5 
2.6.18-194.11.4.el5PAE 
2.6.18-194.11.4.el5xen 

○ 3.0.1-1~ 

2.6.18-194.17.1.el5 
2.6.18-194.17.1.el5PAE 
2.6.18-194.17.1.el5xen 

○ 3.0.1-1~ 

2.6.18-194.32.1.el5 
2.6.18-194.32.1.el5PAE 
2.6.18-194.32.1.el5xen 

○ 3.0.3-1~ 

Red Hat 
Enterprise Linux 5 
(update6) 

2.6.18-238.el5 
2.6.18-238.el5PAE 
2.6.18-238.el5xen 

○ 3.0.3-1~ 

2.6.18-238.1.1.el5 
2.6.18-238.1.1.el5PAE 
2.6.18-238.1.1.el5xen 

○ 3.0.3-1~ 

2.6.18-238.9.1.el5 
2.6.18-238.9.1.el5PAE 
2.6.18-238.9.1.el5xen 

○ 3.1.0-1~ 

2.6.18-238.37.1.el5 
2.6.18-238.37.1.el5PAE 
2.6.18-238.37.1.el5xen 

○ 3.1.4-1~ 
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ディストリビューション kernelバージョン 
clpka 

サポート 
CLUSTERPRO 

Version 

2.6.18-238.52.1.el5 
2.6.18-238.52.1.el5PAE 
2.6.18-238.52.1.el5xen 

○ 3.3.0-1~ 

Red Hat 
Enterprise Linux 5 
(update7) 

2.6.18-274.el5 
2.6.18-274.el5PAE 
2.6.18-274.el5xen 

○ 3.1.0-1~ 

2.6.18-274.18.1.el5 
2.6.18-274.18.1.el5PAE 
2.6.18-274.18.1.el5xen 

○ 3.1.3-1~ 

Red Hat 
Enterprise Linux 5 
(update8) 

2.6.18-308.el5 
2.6.18-308.el5PAE 
2.6.18-308.el5xen 

○ 3.1.4-1~ 

2.6.18-308.4.1.el5 
2.6.18-308.4.1.el5PAE 
2.6.18-308.4.1.el5xen 

○ 3.1.4-1~ 

2.6.18-308.11.1.el5 
2.6.18-308.11.1.el5PAE 
2.6.18-308.11.1.el5xen 

○ 3.1.5-1~ 

2.6.18-308.24.1.el5 
2.6.18-308.24.1.el5PAE 
2.6.18-308.24.1.el5xen 

○ 3.1.8-2~ 

Red Hat 
Enterprise Linux 5 
(update9) 

2.6.18-348.el5 
2.6.18-348.el5PAE 
2.6.18-348.el5xen 

○ 3.1.8-1~ 

2.6.18-348.4.1.el5 
2.6.18-348.4.1.el5PAE 
2.6.18-348.4.1.el5xen 

○ 3.1.10-1~ 

2.6.18-348.6.1.el5 
2.6.18-348.6.1.el5PAE 
2.6.18-348.6.1.el5xen 

○ 3.1.10-1~ 

2.6.18-348.12.1.el5 
2.6.18-348.12.1.el5PAE 
2.6.18-348.12.1.el5xen 

○ 3.1.10-1~ 

2.6.18-348.18.1.el5 
2.6.18-348.18.1.el5PAE 
2.6.18-348.18.1.el5xen 

○ 3.1.10-1~ 

2.6.18-348.28.1.el5 
2.6.18-348.28.1.el5PAE 
2.6.18-348.28.1.el5xen 

○ 3.3.0-1~ 

Red Hat 
Enterprise Linux 5 
(update10) 

2.6.18-371.el5 
2.6.18-371.el5PAE 
2.6.18-371.el5xen 

○ 3.2.0-1~ 

2.6.18-371.3.1.el5 
2.6.18-371.3.1.el5PAE 
2.6.18-371.3.1.el5xen 

○ 3.2.0-1~ 

2.6.18-371.12.1.el5 
2.6.18-371.12.1.el5PAE 
2.6.18-371.12.1.el5xen 

○ 3.3.0-1~ 

Red Hat 
Enterprise Linux 5 
(update11) 

2.6.18-398.el5 
2.6.18-398.el5PAE 
2.6.18-398.el5xen 

○ 3.3.0-1~ 
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ディストリビューション kernelバージョン 
clpka 

サポート 
CLUSTERPRO 

Version 

2.6.18-400.1.1.el5 
2.6.18-400.1.1.el5PAE 
2.6.18-400.1.1.el5xen 

○ 3.3.0-1~ 

2.6.18-406.el5 
2.6.18-406.el5PAE 
2.6.18-406.el5xen 

○ 3.3.2-1~ 

2.6.18-410.el5 
2.6.18-410.el5PAE 
2.6.18-410.el5xen 

○ 3.3.3-1~ 

2.6.18-412.el5 
2.6.18-412.el5PAE 
2.6.18-412.el5xen 

○ 3.3.4-1~ 

Red Hat 
Enterprise Linux 6 

2.6.32-71.el6.i686 ○ 3.0.2-1~ 

2.6.32-71.7.1.el6.i686 ○ 3.0.3-1~ 

2.6.32-71.14.1.el6.i686 ○ 3.0.3-1~ 

2.6.32-71.18.1.el6.i686 ○ 3.0.3-1~ 

2.6.32-71.40.1.el6.i686 ○ 3.1.10-1~ 

Red Hat 
Enterprise Linux 6 
(update1) 

2.6.32-131.0.15.el6.i686 ○ 3.0.4-1~ 

2.6.32-131.21.1.el6.i686 ○ 3.1.3-1~ 

2.6.32-131.39.1.el6.i686 ○ 3.1.10-1~ 

Red Hat 
Enterprise Linux 6 
(update2) 

2.6.32-220.el6.i686 ○ 3.1.3-1~ 

2.6.32-220.4.2.el6.i686 ○ 3.1.3-1~ 

2.6.32-220.17.1.el6.i686 ○ 3.1.4-1~ 

2.6.32-220.23.1.el6.i686 ○ 3.1.5-1~ 

2.6.32-220.39.1.el6.i686 ○ 3.1.10-1~ 

2.6.32-220.45.1.el6.i686 ○ 3.1.10-1~ 

2.6.32-220.55.1.el6.i686 ○ 3.3.0-1~ 

Red Hat 
Enterprise Linux 6 
(update3) 

2.6.32-279.el6.i686 ○ 3.1.4-1~ 

2.6.32-279.2.1.el6.i686 ○ 3.1.5-1~ 

2.6.32-279.11.1.el6.i686 ○ 3.1.7-1~ 

2.6.32-279.14.1.el6.i686 ○ 3.1.7-1~ 

2.6.32-279.19.1.el6.i686 ○ 3.1.10-1~ 

2.6.32-279.22.1.el6.i686 ○ 3.3.0-1~ 

2.6.32-279.31.1.el6.i686 ○ 3.1.10-1~ 

2.6.32-279.33.1.el6.i686 ○ 3.1.10-1~ 

2.6.32-279.37.2.el6.i686 ○ 3.1.10-1~ 

2.6.32-279.41.1.el6.i686 ○ 3.2.0-1~ 

2.6.32-279.43.2.el6.i686 ○ 3.3.0-1~ 

2.6.32-279.46.1.el6.i686 ○ 3.3.0-1~ 
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ディストリビューション kernelバージョン 
clpka 

サポート 
CLUSTERPRO 

Version 

Red Hat 
Enterprise Linux 6 
(update4) 

2.6.32-358.el6.i686 ○ 3.1.8-1~ 

2.6.32-358.0.1.el6.i686 ○ 3.1.8-1~ 

2.6.32-358.2.1.el6.i686 ○ 3.1.8-1~ 

2.6.32-358.6.1.el6.i686 ○ 3.1.10-2~ 

2.6.32-358.6.2.el6.i686 ○ 3.1.8-2~ 

2.6.32-358.11.1.el6.i686 ○ 3.1.8-2~ 

2.6.32-358.14.1.el6.i686 ○ 3.1.8-1~ 

2.6.32-358.18.1.el6.i686 ○ 3.2.0-1~ 

2.6.32-358.23.2.el6.i686 ○ 3.1.10-1~ 

2.6.32-358.49.1.el6.i686 ○ 3.3.0-1~ 

Red Hat 
Enterprise Linux 6 
(update5) 

2.6.32-431.el6.i686 ○ 3.2.0-1~ 

2.6.32-431.1.2.el6.i686 ○ 3.2.0-1~ 

2.6.32-431.3.1.el6.i686 ○ 3.2.0-1~ 

2.6.32-431.5.1.el6.i686 ○ 3.2.0-1~ 

2.6.32-431.11.2.el6.i686 ○ 3.2.0-1~ 

2.6.32-431.17.1.el6.i686 ○ 3.2.1-1~ 

2.6.32-431.20.3.el6.i686 ○ 3.2.1-1~ 

2.6.32-431.20.5.el6.i686 ○ 3.3.0-1~ 

2.6.32-431.23.3.el6.i686 ○ 3.2.1-1~ 

2.6.32-431.29.2.el6.i686 ○ 3.3.0-1~ 

Red Hat 
Enterprise Linux 6 
(update6) 

2.6.32-504.el6.i686 ○ 3.3.0-1~ 

2.6.32-504.3.3.el6.i686 ○ 3.3.1-1~ 

2.6.32-504.12.2.el6.i686 ○ 3.3.2-1~ 

2.6.32-504.23.4.el6.i686 ○ 3.3.2-1~ 

2.6.32-504.30.3.el6.i686 ○ 3.3.2-1~ 

Red Hat 
Enterprise Linux 6 
(update7) 

2.6.32-573.el6.i686 ○ 3.3.2-1~ 

2.6.32-573.3.1.el6.i686 ○ 3.3.2-1~ 

2.6.32-573.26.1.el6.i686 ○ 3.3.3-1~ 

Red Hat 
Enterprise Linux 6 
(update8) 

2.6.32-642.el6.i686 ○ 3.3.3-1~ 

2.6.32-642.6.1.el6.i686 ○ 3.3.4-1~ 

Asianux Server 3 
(SP2) 

2.6.18-128.7AXS3 
2.6.18-128.7AXS3PAE 
2.6.18-128.7AXS3xen 

○ 3.0.0-1~ 

Asianux Server 3 
(SP3) 

2.6.18-194.1.AXS3 
2.6.18-194.1.AXS3PAE 
2.6.18-194.1.AXS3xen 

○ 3.0.0-1~ 
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ディストリビューション kernelバージョン 
clpka 

サポート 
CLUSTERPRO 

Version 

2.6.18-194.2.AXS3 
2.6.18-194.2.AXS3PAE 
2.6.18-194.2.AXS3xen 

○ 3.0.0-1~ 

2.6.18-194.6.AXS3 
2.6.18-194.6.AXS3PAE 
2.6.18-194.6.AXS3xen 

○ 3.0.1-1~ 

2.6.18-194.9.AXS3 
2.6.18-194.9.AXS3PAE 
2.6.18-194.9.AXS3xen 

○ 3.0.3-1~ 

Asianux Server 3 
(SP4) 

2.6.18-238.2.AXS3 
2.6.18-238.2.AXS3PAE 
2.6.18-238.2.AXS3xen 

○ 3.1.0-1~ 

2.6.18-308.1.AXS3 
2.6.18-308.1.AXS3PAE 
2.6.18-308.1.AXS3xen 

○ 3.1.5-1~ 

2.6.18-308.7.AXS3 
2.6.18-308.7.AXS3PAE 
2.6.18-308.7.AXS3xen 

○ 3.1.7-2~ 

2.6.18-348.1.AXS3 
2.6.18-348.1.AXS3PAE 
2.6.18-348.1.AXS3xen 

○ 3.1.8-1~ 

2.6.18-348.4.AXS3 
2.6.18-348.4.AXS3PAE 
2.6.18-348.4.AXS3xen 

○ 3.1.8-2~ 

2.6.18-371.5.AXS3 
2.6.18-371.5.AXS3PAE 
2.6.18-371.5.AXS3xen 

○ 3.3.0-1~ 

2.6.18-398.1.AXS3 
2.6.18.398.1.AXS3PAE 
2.6.18.398.1.AXS3xen 

○ 3.3.0-1~ 

Asianux Server 4 2.6.32-71.7.1.el6.i686 ○ 3.0.4-1~ 

Asianux Server 4 
(SP1) 

2.6.32-131.12.1.el6.i686 ○ 3.1.3-1~ 

2.6.32-220.13.1.el6.i686 ○ 3.1.4-1~ 

Asianux Server 4 
(SP2) 

2.6.32-279.2.1.el6.i686 ○ 3.1.7-1~ 

2.6.32-279.14.1.el6.i686 ○ 3.1.10-1~ 

2.6.32-279.19.1.el6.i686 ○ 3.1.10-1~ 

2.6.32-358.2.1.el6.i686 ○ 3.1.8-2~ 

2.6.32-358.6.1.el6.i686 ○ 3.1.8-2~ 

2.6.32-358.6.2.el6.i686 ○ 3.1.10-1~ 

2.6.32-358.11.1.el6.i686 ○ 3.1.10-1~ 

Asianux Server 4 
(SP3) 

2.6.32-358.14.1.el6.i686 ○ 3.2.0-1~ 

2.6.32-431.11.2.el6.i686 ○ 3.2.3-1~ 

2.6.32-431.17.1.el6.i686 ○ 3.2.3-1~ 

Asianux Server 4 2.6.32-431.20.3.el6.i686 ○ 3.3.1-1~ 
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ディストリビューション kernelバージョン 
clpka 

サポート 
CLUSTERPRO 

Version 

(SP4) 2.6.32-431.29.2.el6.i686 ○ 3.3.0-1~ 

2.6.32-504.3.3.el6.i686 ○ 3.3.1-1~ 

2.6.32-504.23.4.el6.i686 ○ 3.3.2-1~ 

Asianux Server 4 
(SP5) 2.6.32-573.1.1.el6.i686 ○ 3.3.2-1~ 

2.6.32-573.22.1.el6.x86_6
4 ○ 3.3.3-1~ 

Asianux Server 4 
(SP6) 

2.6.32-642.el6.i686 ○ 3.3.4-1~ 

2.6.32-642.4.2.el6.i686 ○ 3.3.4-1~ 

Novell SUSE LINUX 
Enterprise Server 10 
(SP2) 

2.6.16.60-0.21-default 
2.6.16.60-0.21-smp 
2.6.16.60-0.21-bigsmp 
2.6.16.60-0.21-xen 

○ 3.0.0-1~ 

2.6.16.60-0.42.10-default 
2.6.16.60-0.42.10-smp 
2.6.16.60-0.42.10-bigsmp 
2.6.16.60-0.42.10-xen 

○ 3.3.0-1~ 

Novell SUSE LINUX 
Enterprise Server 10 
(SP3) 

2.6.16.60-0.54.5-default 
2.6.16.60-0.54.5-smp 
2.6.16.60-0.54.5-bigsmp 
2.6.16.60-0.54.5-xen 

○ 3.0.0-1~ 

2.6.16.60-0.69.1-default 
2.6.16.60-0.69.1-smp 
2.6.16.60-0.69.1-bigsmp 
2.6.16.60-0.69.1-xen 

○ 

3.0.1-1~ 
3.0.3-1, 
3.1.0-1~ 

2.6.16.60-0.83.2-default 
2.6.16.60-0.83.2-smp 
2.6.16.60-0.83.2-bigsmp 
2.6.16.60-0.83.2-xen 

○ 3.1.4-1~ 

Novell SUSE LINUX 
Enterprise Server 10 
(SP4) 

2.6.16.60-0.85.1-default 
2.6.16.60-0.85.1-smp 
2.6.16.60-0.85.1-bigsmp 
2.6.16.60-0.85.1-xen 

○ 3.0.4-1~ 

2.6.16.60-0.91.1-default 
2.6.16.60-0.91.1-smp 
2.6.16.60-0.91.1-bigsmp 
2.6.16.60-0.91.1-xen 

○ 3.1.3-1~ 

2.6.16.60-0.93.1-default 
2.6.16.60-0.93.1-smp 
2.6.16.60-0.93.1-bigsmp 
2.6.16.60-0.93.1-xen 

○ 3.1.4-1~ 

2.6.16.60-0.97.1-default 
2.6.16.60-0.97.1-smp 
2.6.16.60-0.97.1-bigsmp 
2.6.16.60-0.97.1-xen 

○ 3.1.5-1~ 

2.6.16.60-0.103.1-default 
2.6.16.60-0.103.1-smp 
2.6.16.60-0.103.1-bigsmp 
2.6.16.60-0.103.1-xen 

○ 3.3.0-1~ 
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ディストリビューション kernelバージョン 
clpka 

サポート 
CLUSTERPRO 

Version 

2.6.16.60-0.132.1-default 
2.6.16.60-0.132.1-smp 
2.6.16.60-0.132.1-bigsmp 
2.6.16.60-0.132.1-xen 

○ 3.3.2-1~ 

Novell SUSE LINUX 
Enterprise Server 11 

2.6.27.19-5-default 
2.6.27.19-5-pae 
2.6.27.19-5-xen 

○ 3.0.0-1~ 

2.6.27.48-0.12-default 
2.6.27.48-0.12-pae 
2.6.27.48-0.12-xen 

○ 3.0.1-1~ 

2.6.27.54-0.2.1-default 
2.6.27.54-0.2.1-pae 
2.6.27.54-0.2.1-xen 

○ 3.3.0-1~ 

Novell SUSE LINUX 
Enterprise Server 11 
(SP1) 

2.6.27.12-0.7-default 
2.6.27.12-0.7-pae 
2.6.27.12-0.7-xen 

○ 3.0.0-1~ 

2.6.32.19-0.3-default 
2.6.32.19-0.3-pae 
2.6.32.19-0.3-xen 

○ 3.0.1-1~ 

2.6.32.23-0.3-default 
2.6.32.23-0.3-pae 
2.6.32.23-0.3-xen 

○ 3.0.1-1~ 

2.6.32.49-0.3-default 
2.6.32.49-0.3-pae 
2.6.32.49-0.3-xen 

○ 3.1.3-1~ 

2.6.32.59-0.7-default 
2.6.32.59-0.7-pae 
2.6.32.59-0.7-xen 

○ 3.3.0-1~ 

Novell SUSE LINUX 
Enterprise Server 11 
(SP2) 

3.0.13-0.27-default 
3.0.13-0.27-pae ○ 3.1.4-1~ 

3.0.34-0.7-default 
3.0.34-0.7-pae ○ 3.1.5-1~ 

3.0.80-0.7-default 
3.0.80-0.7-pae ○ 3.1.10-1~ 

3.0.101-0.7.17-default 
3.0.101-0.7.17-pae ○ 3.3.0-1~ 

3.0.101-0.7.29.1-default 
3.0.101-0.7.29.1-pae ○ 3.3.2-1~ 

Novell SUSE LINUX 
Enterprise Server 11 
(SP3) 

3.0.76-0.11-default 
3.0.76-0.11-pae ○ 3.2.0-1~ 

3.0.82-0.7-default 
3.0.82-0.7-pae ○ 3.2.0-1~ 

3.0.101-0.40-default 
3.0.101-0.40-pae ○ 3.3.0-1~ 

3.0.101-0.47.55.1-default 
3.0.101-0.47.55.1-pae ○ 3.3.2-1~ 

3.0.101-0.47.71.1-default 
3.0.101-0.47.71.1-pae ○ 3.3.3-1~ 

Novell SUSE LINUX 
Enterprise Server 11 

3.0.101-63.1-default 
3.0.101-63.1-pae ○ 3.3.3-1~ 
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ディストリビューション kernelバージョン 
clpka 

サポート 
CLUSTERPRO 

Version 

(SP4) 3.0.101-80.1-default 
3.0.101-80.1-pae ○ 3.3.4-1~ 

XenServer 5.5 
(update2) 

2.6.18-128.1.6.el5.xs5.5.0.
505.1024xen ○ 3.0.0-1~ 

XenServer 5.6 2.6.27.42-0.1.1.xs5.6.0.44.
111158xen ○ 3.1.0-1~ 

XenServer 5.6 
(SP2) 

2.6.32.12-0.7.1.xs5.6.100.
323.170596xen ○ 3.1.0-1~ 

XenServer 6.0 2.6.32.12-0.7.1.xs6.0.0.52
9.170661xen ○ 3.1.1-1~ 
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x86_64 

ディストリビューション kernelバージョン 
clpka 

サポート 

CLUSTERPRO 
 Version 

Turbolinux 11 Server 
(SP1) 

2.6.23-10 ○ 3.0.0-1~ 

2.6.23-12 ○ 3.0.0-1~ 

Turbolinux Appliance Server 
3.0 
(SP1) 

2.6.23-10 ○ 3.0.0-1~ 

2.6.23-12 ○ 3.0.0-1~ 

Red Hat  
Enterprise Linux 5 
(update4) 

2.6.18-164.el5 
2.6.18-164.el5xen ○ 3.0.0-1~ 

2.6.18-164.6.1.el5 
2.6.18-164.6.1.el5xen ○ 3.0.0-1~ 

2.6.18-164.9.1.el5 
2.6.18-164.9.1.el5xen ○ 3.0.0-1~ 

2.6.18-164.11.1.el5 
2.6.18-164.11.1.el5xen ○ 3.0.0-1~ 

2.6.18-164.15.1.el5 
2.6.18-164.15.1.el5xen ○ 3.0.0-1~ 

2.6.18-164.38.1.el5 
2.6.18-164.38.1.el5xen ○ 3.1.4-1~ 

Red Hat  
Enterprise Linux 5 
(update5) 

2.6.18-194.el5 
2.6.18-194.el5xen ○ 3.0.0-1~ 

2.6.18-194.8.1.el5 
2.6.18-194.8.1.el5xen ○ 3.0.0-1~ 

2.6.18-194.11.4.el5 
2.6.18-194.11.4.el5xen ○ 3.0.1-1~ 

2.6.18-194.17.1.el5 
2.6.18-194.17.1.el5xen ○ 3.0.1-1~ 

2.6.18-194.32.1.el5 
2.6.18-194.32.1.el5xen ○ 3.0.3-1~ 

Red Hat  
Enterprise Linux 5 
(update6) 

2.6.18-238.el5 
2.6.18-238.el5xen ○ 3.0.3-1~ 

2.6.18-238.1.1.el5 
2.6.18-238.1.1.el5xen ○ 3.0.3-1~ 

2.6.18-238.9.1.el5 
2.6.18-238.9.1.el5xen ○ 3.1.0-1~ 

2.6.18-238.37.1.el5 
2.6.18-238.37.1.el5xen ○ 3.1.4-1~ 

2.6.18-238.52.1.el5 
2.6.18-238.52.1.el5xen ○ 3.3.0-1~ 

Red Hat  
Enterprise Linux 5 
(update7) 

2.6.18-274.el5 
2.6.18-274.el5xen ○ 3.1.0-1~ 

2.6.18-274.18.1.el5 
2.6.18-274.18.1.el5xen ○ 3.1.3-1~ 

Red Hat  
Enterprise Linux 5 
(update8) 

2.6.18-308.el5 
2.6.18-308.el5xen ○ 3.1.4-1~ 

2.6.18-308.4.1.el5 
2.6.18-308.4.1.el5xen ○ 3.1.4-1~ 
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ディストリビューション kernelバージョン 
clpka 

サポート 
CLUSTERPRO 

 Version 

2.6.18-308.11.1.el5 
2.6.18-308.11.1.el5xen ○ 3.1.5-1~ 

2.6.18-308.24.1.el5 
2.6.18-308.24.1.el5xen ○ 3.1.8-2~ 

Red Hat  
Enterprise Linux 5 
(update9) 

2.6.18-348.el5 
2.6.18-348.el5xen ○ 3.1.8-1~ 

2.6.18-348.4.1.el5 
2.6.18-348.4.1.el5xen ○ 3.1.10-1~ 

2.6.18-348.6.1.el5 
2.6.18-348.6.1.el5xen ○ 3.1.10-1~ 

2.6.18-348.12.1.el5 
2.6.18-348.12.1.el5xen ○ 3.1.10-1~ 

2.6.18-348.18.1.el5 
2.6.18-348.18.1.el5xen ○ 3.1.10-1~ 

2.6.18-348.28.1.el5 
2.6.18-348.28.1.el5xen ○ 3.3.0-1~ 

Red Hat  
Enterprise Linux 5 
(update10) 

2.6.18-371.el5 
2.6.18-371.el5xen ○ 3.2.0-1~ 

2.6.18-371.3.1.el5 
2.6.18-371.3.1.el5xen ○ 3.2.0-1~ 

2.6.18-371.12.1.el5 
2.6.18-371.12.1.el5xen ○ 3.3.0-1~ 

Red Hat  
Enterprise Linux 5 
(update11) 

2.6.18-398.el5 
2.6.18-398.el5xen ○ 3.3.0-1~ 

2.6.18-400.1.1.el5 
2.6.18-400.1.1.el5xen ○ 3.3.0-1~ 

2.6.18-406.el5 
2.6.18-406.el5xen ○ 3.3.2-1~ 

2.6.18-410.el5 
2.6.18-410.el5xen ○ 3.3.3-1~ 

2.6.18-412.el5 
2.6.18-412.el5xen ○ 3.3.4-1~ 

Red Hat  
Enterprise Linux 6 

2.6.32-71.el6.x86_64 ○ 3.0.2-1~ 

2.6.32-71.7.1.el6.x86_64 ○ 3.0.3-1~ 

2.6.32-71.14.1.el6.x86_64 ○ 3.0.3-1~ 

2.6.32-71.18.1.el6.x86_64 ○ 3.0.3-1~ 

2.6.32-71.40.1.el6.x86_64 ○ 3.0.10-1~ 

Red Hat  
Enterprise Linux 6 
(update1) 

2.6.32-131.0.15.el6.x86_64 ○ 3.0.4-1~ 

2.6.32-131.21.1.el6.x86_64 ○ 3.1.3-1~ 

2.6.32-131.39.1.el6.x86_64 ○ 3.0.10-1~ 

Red Hat 
Enterprise Linux 6 
(update2) 

2.6.32-220.el6.x86_64 ○ 3.1.3-1~ 

2.6.32-220.4.2.el6.x86_64 ○ 3.1.3-1~ 

2.6.32-220.17.1.el6.x86_64 ○ 3.1.4-1~ 
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ディストリビューション kernelバージョン 
clpka 

サポート 
CLUSTERPRO 

 Version 

2.6.32-220.23.1.el6.x86_64 ○ 3.1.5-1~ 

2.6.32-220.39.1.el6.x86_64 ○ 3.0.10-1~ 

2.6.32-220.45.1.el6.x86_64 ○ 3.1.10-1~ 

2.6.32-220.55.1.el6.x86_64 ○ 3.3.0-1~ 

Red Hat 
Enterprise Linux 6 
(update3) 

2.6.32-279.el6.x86_64 ○ 3.1.4-1~ 

2.6.32-279.2.1.el6.x86_64 ○ 3.1.5-1~ 

2.6.32-279.11.1.el6.x86_64 ○ 3.1.7-1~ 

2.6.32-279.14.1.el6.x86_64 ○ 3.1.7-1~ 

2.6.32-279.19.1.el6.x86_64 ○ 3.0.10-1~ 

2.6.32-279.22.1.el6.x86_64 ○ 3.0.10-1~ 

2.6.32-279.31.1.el6.x86_64 ○ 3.0.10-1~ 

2.6.32-279.33.1.el6.x86_64 ○ 3.0.10-1~ 

2.6.32-279.37.2.el6.x86_64 ○ 3.1.10-1~ 

2.6.32-279.41.1.el6.x86_64 ○ 3.2.0-1~ 

2.6.32-279.43.2.el6.x86_64 ○ 3.2.3-1~ 

2.6.32-279.46.1.el6.x86_64 ○ 3.3.0-1~ 

Red Hat 
Enterprise Linux 6 
(update4) 

2.6.32-358.el6.x86_64 ○ 3.1.8-1~ 

2.6.32-358.0.1.el6.x86_64 ○ 3.1.8-1~ 

2.6.32-358.2.1.el6.x86_64 ○ 3.1.8-1~ 

2.6.32-358.6.1.el6.x86_64 ○ 3.1.10-1~ 

2.6.32-358.6.2.el6.x86_64 ○ 3.1.8-2~ 

2.6.32-358.11.1.el6.x86_64 ○ 3.1.8-2~ 

2.6.32-358.14.1.el6.x86_64 ○ 3.1.8-1~ 

2.6.32-358.18.1.el6.x86_64 ○ 3.2.0-1~ 

2.6.32-358.23.2.el6.x86_64 ○ 3.1.10-1~ 

2.6.32-358-49.1.el6.x86_64 ○ 3.3.0-1~ 

Red Hat 
Enterprise Linux 6 
(update5) 

2.6.32-431.el6.x86_64 ○ 3.2.0-1~ 

2.6.32-431.1.2.el6.x86_64 ○ 3.2.0-1~ 

2.6.32-431.3.1.el6.x86_64 ○ 3.2.0-1~ 

2.6.32-431.5.1.el6.x86_64 ○ 3.2.0-1~ 

2.6.32-431.11.2.el6.x86_64 ○ 3.2.0-1~ 

2.6.32-431.17.1.el6.x86_64 ○ 3.2.1-1~ 

2.6.32-431.20.3.el6.x86_64 ○ 3.2.1-1~ 

2.6.32-431.20.5.el6.x86_64 ○ 3.3.0-1~ 

2.6.32-431.23.3.el6.x86_64 ○ 3.2.1-1~ 
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ディストリビューション kernelバージョン 
clpka 

サポート 
CLUSTERPRO 

 Version 

2.6.32-431.29.2.el6.x86_64 ○ 3.2.1-1~ 

Red Hat 
Enterprise Linux 6 
(update6) 

2.6.32-504.el6.x86_64 ○ 3.3.0-1~ 

2.6.32-504.3.3.el6.x86_64 ○ 3.3.1-1~ 

2.6.32-504.12.2.el6.x86_64 ○ 3.3.2-1~ 

2.6.32-504.23.4.el6.x86_64 ○ 3.3.2-1~ 

2.6.32-504.30.3.el6.x86_64 ○ 3.3.2-1~ 

Red Hat 
Enterprise Linux 6 
(update7) 

2.6.32-573.el6.x86_64 ○ 3.3.2-1~ 

2.6.32-573.3.1.el6.x86_64 ○ 3.3.2-1~ 

2.6.32-573.26.1.el6.x86_64 ○ 3.3.3-1~ 

Red Hat 
Enterprise Linux 6 
(update8) 

2.6.32-642.el6.x86_64 ○ 3.3.3-1~ 

2.6.32-642.6.1.el6.x86_64 ○ 3.3.4-1~ 

Red Hat 
Enterprise Linux 7 

3.10.0-123.el7.x86_64 ○ 3.3.0-1~ 

3.10.0-123.8.1.el7.x86_64 ○ 3.3.0-1~ 

3.10.0-123.20.1.el7.x86_64 ○ 3.3.2-1~ 

RedHat 
Enterprise Linux 7 
(update1) 

3.10.0-229.el7.x86_64 ○ 3.3.1-1~ 

3.10.0-229.11.1.el7.x86_64 ○ 3.3.2-1~ 

3.10.0-229.14.1.el7.x86_64 ○ 3.3.2-1~ 

3.10.0-229.20.1.el7.x86_64 ○ 3.3.3-1~ 

RedHat 
Enterprise Linux 7 
(update2) 

3.10.0-327.el7.x86_64 ○ 3.3.3-1~ 

3.10.0-327.3.1.el7.x86_64 ○ 3.3.3-1~ 

3.10.0-327.4.5.el7.x86_64 ○ 3.3.3-1~ 

3.10.0-327.10.1.el7.x86_64 ○ 3.3.3-1~ 

3.10.0-327.18.2.el7.x86_64 ○ 3.3.3-1~ 

3.10.0-327.22.2.el7.x86_64 ○ 3.3.3-1~ 

3.10.0-327.36.2.el7.x86_64 ○ 3.3.4-1~ 

RedHat 
Enterprise Linux 7 
(update3) 

3.10.0-514.el7.x86_64 ○ 3.3.4-1~ 

Asianux Server 3 
(SP2) 

2.6.18-128.7AXS3 
2.6.18-128.7AXS3xen ○ 3.0.0-1~ 

Asianux Server 3 
(SP3) 

2.6.18-194.1.AXS3 
2.6.18-194.1.AXS3xen ○ 3.0.0-1~ 

2.6.18-194.2.AXS3 
2.6.18-194.2.AXS3xen ○ 3.0.0-1~ 

2.6.18-194.6.AXS3 
2.6.18-194.6.AXS3xen ○ 3.0.1-1~ 

2.6.18-194.9.AXS3 
2.6.18-194.9.AXS3xen ○ 3.0.3-1~ 
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ディストリビューション kernelバージョン 
clpka 

サポート 
CLUSTERPRO 

 Version 

Asianux Server 3 
(SP4) 

2.6.18-238.2.AXS3 
2.6.18-238.2.AXS3xen ○ 3.1.0-1~ 

2.6.18-308.1.AXS3 
2.6.18-308.1.AXS3xen ○ 3.1.5-1~ 

2.6.18-308.7.AXS3 
2.6.18-308.7.AXS3xen ○ 3.1.7-2~ 

2.6.18-348.1.AXS3 
2.6.18-348.1.AXS3xen ○ 3.1.8-1~ 

2.6.18-348.4.AXS3 
2.6.18-348.4.AXS3xen ○ 3.1.8-2~ 

2.6.18-371.5.AXS3 
2.6.18-371.5.AXS3xen ○ 3.3.0-1~ 

2.6.18-398.1.AXS3 
2.6.18-398.1.AXS3xen ○ 3.3.0-1~ 

Asianux Server 4 2.6.32-71.7.1.el6.x86_64 ○ 3.0.4-1~ 

Asianux Server 4 
(SP1) 

2.6.32-131.12.1.el6.x86_64 ○ 3.1.3-1~ 

2.6.32-220.13.1.el6.x86_64 ○ 3.1.4-1~ 

Asianux Server 4 
(SP2) 

2.6.32-279.2.1.el6.x86_64 ○ 3.1.7-1~ 

2.6.32-279.14.1.el6.x86_64 ○ 3.0.10-1~ 

2.6.32-279.19.1.el6.x86_64 ○ 3.0.10-1~ 

2.6.32-358.2.1.el6.x86_64 ○ 3.1.8-2~ 

2.6.32-358.6.1.el6.x86_64 ○ 3.1.8-2~ 

2.6.32-358.6.2.el6.x86_64 ○ 3.0.10-1~ 

2.6.32-358.11.1.el6.x86_64 ○ 3.0.10-1~ 

Asianux Server 4 
(SP3) 

2.6.32-358.14.1.el6.x86_64 ○ 3.2.0-1~ 

2.6.32-431.11.2.el6.x86_64 ○ 3.2.3-1~ 

2.6.32-431.17.1.el6.x86_64 ○ 3.2.3-1~ 

Asianux Server 4 
(SP4) 

2.6.32-431.20.3.el6.x86_64 ○ 3.3.1-1~ 

2.6.32-431.29.2.el6.x86_64 ○ 3.3.0-1~ 

2.6.32-504.3.3.el6.x86_64 ○ 3.3.1-1~ 

2.6.32-504.23.4.el6.x86_64 ○ 3.3.2-1~ 

Asianux Server 4 
(SP5) 

2.6.32-573.1.1.el6.x86_64 ○ 3.3.2-1~ 

2.6.32-573.22.1.el6.x86_64 ○ 3.3.3-1~ 

Asianux Server 4 
(SP6) 

2.6.32-642.el6.x86_64 ○ 3.3.4-1~ 

2.6.32-642.4.2.el6.x86_64 ○ 3.3.4-1~ 

Asianux Server 7 3.10.0-229.4.2.el7.x86_64 ○ 3.3.2-1~ 

3.10.0-229.20.1.el7.x86_64 ○ 3.3.3-1~ 

Asianux Server 7 
(SP1) 

3.10.0-327.3.1.el7.x86_64 ○ 3.3.3-1~ 

3.10.0-327.13.1.el7.x86_64 ○ 3.3.3-1~ 
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ディストリビューション kernelバージョン 
clpka 

サポート 
CLUSTERPRO 

 Version 

3.10.0-327.28.3.el7.x86_64 ○ 3.3.4-1~ 

Novell SUSE LINUX 
Enterprise Server 10 
(SP2) 

2.6.16.60-0.21-default 
2.6.16.60-0.21-smp 
2.6.16.60-0.21-xen 

○ 3.0.0-1~ 

Novell SUSE LINUX 
Enterprise Server 10 
(SP3) 

2.6.16.60-0.54.5-default 
2.6.16.60-0.54.5-smp 
2.6.16.60-0.54.5-xen 

○ 3.0.0-1~ 

2.6.16.60-0.69.1-default 
2.6.16.60-0.69.1-smp 
2.6.16.60-0.69.1-xen 

○ 

3.0.1-1~ 
3.0.3-1, 
3.1.0-1~ 

2.6.16.60-0.83.2-default 
2.6.16.60-0.83.2-smp 
2.6.16.60-0.83.2-xen 

○ 3.1.4-1~ 

Novell SUSE LINUX 
Enterprise Server 10 
(SP4) 

2.6.16.60-0.85.1-default 
2.6.16.60-0.85.1-smp 
2.6.16.60-0.85.1-xen 

○ 3.0.4-1~ 

2.6.16.60-0.91.1-default 
2.6.16.60-0.91.1-smp 
2.6.16.60-0.91.1-xen 

○ 3.1.3-1~ 

2.6.16.60-0.93.1-default 
2.6.16.60-0.93.1-smp 
2.6.16.60-0.93.1-xen 

○ 3.1.4-1~ 

2.6.16.60-0.97.1-default 
2.6.16.60-0.97.1-smp 
2.6.16.60-0.97.1-xen 

○ 3.1.5-1~ 

2.6.16.60-0.103.1-default 
2.6.16.60-0.103.1-smp 
2.6.16.60-0.103.1-xen 

○ 3.3.0-1~ 

2.6.16.60-0.132.1-default 
2.6.16.60-0.132.1-smp 
2.6.16.60-0.132.1-xen 

○ 3.3.2-1~ 

Novell SUSE LINUX 
Enterprise Server 11 

2.6.27.19-5-default 
2.6.27.19-5-xen ○ 3.0.0-1~ 

2.6.27.48-0.12-default 
2.6.27.48-0.12-xen ○ 3.0.1-1~ 

2.6.27.54-0.2.1-default 
2.6.27.54-0.2.1-xen ○ 3.3.0-1~ 

Novell SUSE LINUX 
Enterprise Server 11 
(SP1) 

2.6.32.12-0.7-default 
2.6.32.12-0.7-xen ○ 3.0.0-1~ 

2.6.32.19-0.3-default 
2.6.32.19-0.3-xen ○ 3.0.1-1~ 

2.6.32.23-0.3-default 
2.6.32.23-0.3-xen ○ 3.0.1-1~ 

2.6.32.49-0.3-default 
2.6.32.49-0.3-xen ○ 3.1.3-1~ 

2.6.32.59-0.7-default 
2.6.32.59-0.7-xen ○ 3.3.0-1~ 

Novell SUSE LINUX 
Enterprise Server 11 

3.0.13-0.27-default 
3.0.13-0.27-xen ○ 3.1.4-1~ 
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ディストリビューション kernelバージョン 
clpka 

サポート 
CLUSTERPRO 

 Version 

(SP2) 3.0.34-0.7-default 
3.0.34-0.7-xen ○ 3.1.5-1~ 

3.0.80-0.7-default 
3.0.80-0.7-xen ○ 3.0.10-1~ 

3.0.101-0.7.17-default 
3.0.101-0.7.17-xen ○ 3.3.0-1~ 

3.0.101-0.7.29.1-default 
3.0.101-0.7.29.1-xen ○ 3.3.2-1~ 

Novell SUSE LINUX 
Enterprise Server 11 
(SP3) 

3.0.76-0.11-default 
3.0.76-0.11-xen ○ 3.2.0-1~ 

3.0.82-0.7-default 
3.0.82-0.7-xen ○ 3.2.0-1~ 

3.0.101-0.40-default 
3.0.101-0.40-xen ○ 3.3.0-1~ 

3.0.101-0.47.55.1-default 
3.0.101-0.47.55.1-xen ○ 3.3.2-1~ 

3.0.101-0.47.71.1-default 
3.0.101-0.47.71.1-xen ○ 3.3.3-1~ 

Novell SUSE LINUX 
Enterprise Server 11 
(SP4) 

3.0.101-63.1-default 
3.0.101-63.1-xen ○ 3.3.3-1~ 

3.0.101-80.1-default 
3.0.101-80.1-xen ○ 3.3.4-1~ 

Novell SUSE LINUX 
Enterprise Server 12 
(SP1) 

3.12.49-11.1-default 
3.12.49-11.1-xen ○ 3.3.4-1~ 

Oracle 
Enterprise Linux 5 (5.5) 

2.6.18-194.el5 
2.6.18-194.el5xen ○ 3.0.0-1~ 

Oracle Linux 6.2 2.6.39-200.29.1.el6uek.x86_
64 ○ 3.1.5-1~ 

Oracle Linux 6.4 2.6.39-400.17.1.el6uek.x86_
64 ○ 3.1.10-1~ 

2.6.39-400.109.5.el6uek.x86
_64 ○ 3.1.10-1~ 

2.6.39-400.211.1.el6uek.x86
_64 ○ 3.2.0-1~ 

Oracle Linux 6.6 2.6.39-400.211.1.el6uek.x86
_64 ○ 3.3.3-1~ 

Ubuntu 14.04 LTS 
3.13.0-24-generic ○ 3.3.0-1~ 

VMware ESX 4.0  
2.6.18-128.ESX ○ 3.0.0-1~ 

VMware ESX 4.0 (update1) 

VMware ESX 4.1  2.6.18-164.ESX ○ 3.0.0-1~ 

VMware ESX 4.1 
(update1) 

2.6.18-194.ESX ○ 3.0.3-1~ 
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監視オプションの動作確認済アプリケーション情報 

モニタリソースの監視対象のアプリケーションのバージョンの情報 

IA32 

モニタリソース 
監視対象の 

アプリケーション 

CLUSTERPRO 
 Version 

備考 

Oracleモニタ 

Oracle Database 10g Release 2 (10.2) 3.0.0-1~  

Oracle Database 11g Release 1 (11.1) 3.0.0-1~  

Oracle Database 11g Release 2 (11.2) 3.0.0-1~  

DB2モニタ 

DB2 V9.5 3.0.0-1~  

DB2 V9.7 3.0.0-1~  

DB2 V10.1 3.1.3-1~  

DB2 V10.5 3.1.8-1~  

PostgreSQLモニタ 

PostgreSQL 8.1 3.0.0-1~  

PostgreSQL 8.2 3.0.0-1~  

PostgreSQL 8.3 3.0.0-1~  

PostgreSQL 8.4 3.0.0-1~  

PostgreSQL 9.0 3.0.3-1~  

PostgreSQL 9.1 3.1.0-1~  

PostgreSQL 9.2 3.1.7-1~  

PostgreSQL 9.3 3.1.8-1~  

PostgreSQL 9.4 3.3.1-1~  

PostgreSQL 9.5 3.3.3-1~  

PostgreSQL 9.6 3.3.4-1~  

PowerGres on Linux 6.0 3.0.0-1~  

PowerGres on Linux 7.0 3.0.0-1~  

PowerGres on Linux 7.1 3.0.0-1~  

PowerGres on Linux 9.0 3.0.3-1~  

PowerGres on Linux 9.4 3.3.1-1~  

MySQLモニタ 

MySQL 5.0 3.0.0-1~  

MySQL 5.1 3.0.0-1~  

MySQL 5.5 3.0.3-1~  

MySQL 5.6 3.1.8-1~  

MySQL 5.7 3.3.2-1~  

MariaDB 5.5 3.3.3-1~  

MariaDB 10.0 3.3.3-1~  

MariaDB 10.1 3.3.3-1~  

Sybaseモニタ 
Sybase ASE 15.0 3.0.0-1~  

Sybase ASE 15.5 3.1.0-1~  
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sambaモニタ 

Samba 3.0 3.0.0-1~  

Samba 3.2 3.0.0-1~  

Samba 3.3 3.0.0-1~  

Samba 3.4 3.0.0-1~  

Samba 3.5 3.1.5-1~  

Samba 3.6 3.3.2-1~  

Samba 4.0 3.1.8-1~  

Samba 4.1 3.2.1-1~  

Samba 4.2 3.3.2-1~  

nfsモニタ 

nfsd 2 (udp) 3.0.0-1~  

nfsd 3 (udp) 3.1.5-1~  

nfsd 4 (tcp) 3.1.5-1~  

mountd 1(tcp) 3.0.0-1~  

mountd 2(tcp) 3.1.5-1~  

mountd 3(tcp) 3.1.5-1~  

httpモニタ バージョン指定無し 3.0.0-1~  

smtpモニタ バージョン指定無し 3.0.0-1~  

pop3モニタ バージョン指定無し 3.0.0-1~  

imap4モニタ バージョン指定無し 3.0.0-1~  

ftpモニタ バージョン指定無し 3.0.0-1~  

Tuxedoモニタ 

Tuxedo 10g Release 3 3.0.0-1~  

Tuxedo 11g Release 1 3.0.0-1~  

Tuxedo 12c Release 2 (12.1.3) 3.3.1-1~  

OracleASモニタ 
Oracle Application Server 10g Release 
3 (10.1.3.4) 

3.0.0-1~  

Weblogicモニタ 

WebLogic Server 10g R3 3.0.0-1~  

WebLogic Server 11g R1 3.0.0-1~  

WebLogic Server 12c Release 1 
(12.1.1) 

3.1.3-1~  

WebLogic Server 12c Release 2 
(12.1.2) 

3.1.3-1~  

WebLogic Server 12c Release 3 
(12.1.3) 

3.1.3-1~  

WebLogic Server 12c R2 (12.2.1) 3.3.3-1~  

Websphereモニタ 

WebSphere Application Server 6.1 3.0.0-1~  

WebSphere Application Server 7.0 3.0.0-1~  

WebSphere Application Server 8.0 3.1.5-1~  

WebSphere Application Server 8.5 3.1.8-1~  

WebSphere Application Server 8.5.5 3.3.4-1~  

WebSphere Application Server 9.0 3.3.4-1~  
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WebOTXモニタ 

WebOTX V7.1 3.0.0-1~  

WebOTX V8.0 3.0.0-1~  

WebOTX V8.1 3.0.0-1~  

WebOTX V8.2 3.0.0-1~  

WebOTX V8.3 3.1.0-1~  

WebOTX V8.4 3.1.0-1~  

WebOTX V9.1 3.1.10-1~  

WebOTX V9.2 3.2.1-1~  

WebOTX V9.3 3.3.2-1~  

WebOTX V9.4 3.3.4-1~  

JVMモニタ 

WebLogic Server 11g R1 3.1.0-1~  

WebLogic Server 12c Release 1 
(12.1.1) 

3.1.3-1~  

WebLogic Server 12c Release 2 
(12.1.2) 

3.1.3-1~  

WebLogic Server 12c Release 3 
(12.1.3) 

3.1.3-1~  

WebLogic Server 12c R2 (12.2.1) 3.3.3-1~  

WebOTX V8.2 3.1.0-1~  

WebOTX V8.3 3.1.0-1~  

WebOTX V8.4 3.1.0-1~  

WebOTX V9.1 3.1.10-1~  

WebOTX V9.2 3.2.1-1~ 

プロセスグ

ループ監視に

はWebOTX 

updateが必

要 

WebOTX V9.3 3.3.2-1~  

WebOTX V9.4 3.3.4-1~  

WebOTX Enterprise Service Bus V8.4 3.1.3-1~  

WebOTX Enterprise Service Bus V8.5 3.1.5-1~  

JBoss Application Server 
4.2.3.GA/5.1.0.GA 

3.1.0-1~  

JBoss Enterprise Application Platform 
4.3.0.GA_CP06 

3.1.0-1~  

JBoss Enterprise Application Platform 5 3.2.1-1~  

JBoss Enterprise Application Platform 6 3.2.1-1~  

JBoss Enterprise Application Platform 
6.1.1 

3.2.1-1~  

JBoss Enterprise Application Platform 
6.2 

3.2.1-1~  

JBoss Enterprise Application Platform 
6.3 

3.3.1-1~  
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JBoss Enterprise Application Platform 
6.4 

3.3.2-1~  

JBoss Enterprise Application Platform 
7.0 

3.3.4-1~  

Apache Tomcat 6.0 3.1.0-1~  

Apache Tomcat 7.0 3.1.3-1~  

Apache Tomcat 8.0 3.3.1-1~  

Apache Tomcat 8.5 3.3.4-1~  

WebSAM SVF for PDF 9.0 3.1.3-1~  

WebSAM SVF for PDF 9.1 3.1.4-1~  

WebSAM SVF for PDF 9.2 3.3.1-1~  

WebSAM Report Director Enterprise 
9.0 

3.1.3-1~  

WebSAM Report Director Enterprise 
9.1 

3.1.5-1~  

WebSAM Report Director Enterprise 
9.2 

3.3.1-1~  

WebSAM Universal Connect/X 9.0 3.1.3-1~  

WebSAM Universal Connect/X 9.1 3.1.5-1~  

WebSAM Universal Connect/X 9.2 3.3.1-1~  

Oracle iPlanet Web Server 7.0 3.1.3-1~  

システムモニタ バージョン指定無し 3.1.0-1~  
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x86_64 

モニタリソース 
監視対象の 

アプリケーション 

CLUSTERPRO 
 Version 

備考 

Oracleモニタ 

Oracle Database 10g Release 2 (10.2) 3.0.0-1~  

Oracle Database 11g Release 1 (11.1) 3.0.0-1~  

Oracle Database 11g Release 2 (11.2) 3.0.0-1~  

Oracle Database 12c Release 1 (12.1) 3.1.8-1~  

DB2モニタ 

DB2 V9.5 3.0.0-1~  

DB2 V9.7 3.0.0-1~  

DB2 V10.1 3.1.3-1~  

DB2 V10.5 3.1.8-1~  

DB2 V11.1 3.3.4-1~  

PostgreSQLモニタ 

PostgreSQL 8.1 3.0.0-1~  

PostgreSQL 8.2 3.0.0-1~  

PostgreSQL 8.3 3.0.0-1~  

PostgreSQL 8.4 3.0.0-1~  

PostgreSQL 9.0 3.0.3-1~  

PostgreSQL 9.1 3.1.0-1~  

PostgreSQL 9.2 3.1.7-1~  

PostgreSQL 9.3 3.1.8-1~  

PostgreSQL 9.4 3.3.1-1~  

PostgreSQL 9.5 3.3.3-1~  

PostgreSQL 9.6 3.3.4-1~  

PowerGres on Linux 6.0 3.0.0-1~  

PowerGres on Linux 7.0 3.0.0-1~  

PowerGres on Linux 7.1 3.0.0-1~  

PowerGres on Linux 9.0 3.0.3-1~  

PowerGres on Linux 9.1 3.1.8-1~  

PowerGres on Linux 9.4 3.3.1-1~  

PowerGres Plus V5.0 3.0.0-1~  

MySQLモニタ 

MySQL 5.0 3.0.0-1~  

MySQL 5.1 3.0.0-1~  

MySQL 5.5 3.0.3-1~  

MySQL 5.6 3.1.8-1~  

MySQL 5.7 3.3.2-1~  

MariaDB 5.5 3.3.3-1~  

MariaDB 10.0 3.3.3-1~  

MariaDB 10.1 3.3.3-1~  

Sybaseモニタ Sybase ASE 15.0 3.0.0-1~  
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Sybase ASE 15.5 3.1.0-1~  

Sybase ASE 15.7 3.1.0-1~  

SAP ASE 16.0 3.1.0-1~  

sambaモニタ 

Samba 3.0 3.0.0-1~  

Samba 3.2 3.0.0-1~  

Samba 3.3 3.0.0-1~  

Samba 3.4 3.0.0-1~  

Samba 3.5 3.1.5-1~  

Samba 3.6 3.3.2-1~  

Samba 4.0 3.1.8-1~  

Samba 4.1 3.2.1-1~  

Samba 4.2 3.3.2-1~  

nfsモニタ 

nfsd 2 (udp) 3.0.0-1~  

nfsd 3 (udp) 3.1.5-1~  

nfsd 4 (tcp) 3.1.5-1~  

mountd 1(tcp) 3.0.0-1~  

mountd 2(tcp) 3.1.5-1~  

mountd 3(tcp) 3.1.5-1~  

httpモニタ バージョン指定なし 3.0.0-1~  

smtpモニタ バージョン指定なし 3.0.0-1~  

pop3モニタ バージョン指定なし 3.0.0-1~  

imap4モニタ バージョン指定なし 3.0.0-1~  

ftpモニタ バージョン指定なし 3.0.0-1~  

Tuxedoモニタ 

Tuxedo 10g Release 3 3.0.0-1~  

Tuxedo 11g Release 1 3.0.0-1~  

Tuxedo 12c Release 2 (12.1.3) 3.3.1-1~  

OracleASモニタ 
Oracle Application Server 10g Release 
3 (10.1.3.4) 

3.0.0-1~  

Weblogicモニタ 

WebLogic Server 10g R3 3.0.0-1~  

WebLogic Server 11g R1 3.0.0-1~  

WebLogic Server 12c Release 1 
(12.1.1) 

3.1.3-1~  

WebLogic Server 12c Release 2 
(12.1.2) 

3.1.3-1~  

WebLogic Server 12c Release 3 
(12.1.3) 

3.1.3-1~  

WebLogic Server 12c R2 (12.2.1) 3.3.3-1~  

Websphereモニタ 

WebSphere Application Server 6.1 3.0.0-1~  

WebSphere Application Server 7.0 3.0.0-1~  

WebSphere Application Server 8.0 3.1.5-1~  

WebSphere Application Server 8.5 3.1.8-1~  
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WebSphere Application Server 8.5.5 3.3.4-1~  

WebSphere Application Server 9.0 3.3.4-1~  

WebOTXモニタ 

WebOTX V7.1 3.0.0-1~  

WebOTX V8.0 3.0.0-1~  

WebOTX V8.1 3.0.0-1~  

WebOTX V8.2 3.0.0-1~  

WebOTX V8.3 3.1.0-1~  

WebOTX V8.4 3.1.0-1~  

WebOTX V8.5 3.1.5-1~  

WebOTX V9.1 3.1.10-1~  

WebOTX V9.2 3.2.1-1~  

WebOTX V9.3 3.3.2-1~  

WebOTX V9.4 3.3.4-1~  

JVMモニタ 

WebLogic Server 11g R1 3.1.0-1~  

WebLogic Server 12c Release 1 
(12.1.1) 

3.1.3-1~  

WebLogic Server 12c Release 2 
(12.1.2) 

3.1.3-1~  

WebLogic Server 12c Release 3 
(12.1.3) 

3.1.3-1~  

WebLogic Server 12c R2 (12.2.1) 3.3.3-1~  

WebOTX V8.2 3.1.0-1~  

WebOTX V8.3 3.1.0-1~  

WebOTX V8.4 3.1.0-1~  

WebOTX V8.5 3.1.5-1~  

WebOTX V9.1 3.1.10-1~  

WebOTX V9.2 3.2.1-1~ 

プロセスグ

ループ監視に

はWebOTX 

updateが必

要 

WebOTX V9.3 3.3.2-1~  

WebOTX V9.4 3.3.4-1~  

WebOTX Enterprise Service Bus V8.4 3.1.3-1~  

WebOTX Enterprise Service Bus V8.5 3.1.5-1~  

JBoss Application Server 
4.2.3.GA/5.1.0.GA 

3.1.0-1~  

JBoss Enterprise Application Platform 
4.3.0.GA_CP06 

3.1.0-1~  

JBoss Enterprise Application Platform 5 3.2.1-1~  

JBoss Enterprise Application Platform 6 3.2.1-1~  

JBoss Enterprise Application Platform 
6.1.1 

3.2.1-1~  
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JBoss Enterprise Application Platform 
6.2 

3.2.1-1~  

JBoss Enterprise Application Platform 
6.3 

3.3.1-1~  

JBoss Enterprise Application Platform 
6.4 

3.3.2-1~  

JBoss Enterprise Application Platform 
7.0 

3.3.4-1~  

Apache Tomcat 6.0 3.1.0-1~  

Apache Tomcat 7.0 3.1.3-1~  

Apache Tomcat 8.0 3.3.1-1~  

Apache Tomcat 8.5 3.3.4-1~  

WebSAM SVF for PDF 9.0 3.1.3-1~  

WebSAM SVF for PDF 9.1 3.1.4-1~  

WebSAM SVF for PDF 9.2 3.3.1-1~  

WebSAM Report Director Enterprise 
9.0 

3.1.3-1~  

WebSAM Report Director Enterprise 
9.1 

3.1.5-1~  

WebSAM Report Director Enterprise 
9.2 

3.3.1-1~  

WebSAM Universal Connect/X 9.0 3.1.3-1~  

WebSAM Universal Connect/X 9.1 3.1.5-1~  

WebSAM Universal Connect/X 9.2 3.3.1-1~  

Oracle iPlanet Web Server 7.0 3.1.3-1~  

システムモニタ バージョン指定無し 3.1.0-1~  

 

注： x86_64環境で監視オプションをご利用される場合、監視対象のアプリケーションも

x86_64版のアプリケーションをご利用ください。 
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SNMP 連携機能の動作環境 

SNMP 連携機能の動作確認を行った SNMP エージェントを下記に提示します。 

IA32 

ディストリビューション SNMP エージェント 
CLUSTERPRO 

 Version 
対応するファイル 備考 

Red Hat 
Enterprise Linux 5.4 

Net-SNMP 5.3.2.2 3.1.0-1~ libclpmgtmib.so  

Red Hat 
Enterprise Linux 5.6 

Net-SNMP 5.3.2.2 3.1.0-1~ libclpmgtmib.so  

Red Hat 
Enterprise Linux 6.1 

Net-SNMP 5.5 3.1.0-1~ libclpmgtmib.so  

Novell SUSE LINUX 
Enterprise Server 11 
(SP1) 

Net-SNMP 5.4.2.1 3.1.0-1~ libclpmgtmib.so  

 

x86_64 

ディストリビューション SNMP エージェント 
CLUSTERPRO 

 Version 
対応するファイル 備考 

Red Hat 
Enterprise Linux 5.4 

Net-SNMP 5.3.2.2 3.1.0-1~ libclpmgtmib.so  

Red Hat 
Enterprise Linux 5.6 

Net-SNMP 5.3.2.2 3.1.0-1~ libclpmgtmib.so  

Red Hat 
Enterprise Linux 6.1 

Net-SNMP 5.5 3.1.0-1~ libclpmgtmib.so  

Red Hat 
Enterprise Linux 7.0 

Net-SNMP 5.7.2 3.3.2-1~ libclpmgtmib2.so  

Novell SUSE LINUX 
Enterprise Server 11 
(SP1) 

Net-SNMP 5.4.2.1 3.1.0-1~ libclpmgtmib.so  

Oracle Enterprise Linux 
5 (5.5) 

Net-SNMP 5.3.2.2 3.1.0-1~ libclpmgtmib.so  

 

注：Novell SUSE LINUX Enterprise Server における SNMP 情報取得は、Novell SUSE 

LINUX Enterprise Server 11 (SP1) 以降でご利用ください。 
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JVMモニタの動作環境 

JVM モニタを使用する場合には、Java 実行環境が必要です。また、JBoss Enterprise 

Application Platform 6以降のドメインモードを監視する場合は、Java® SE Development Kit

が必要です。 

Java(TM) Runtime Environment 

Version 6.0 Update 21 (1.6.0_21) 以降 

 

Java(TM) SE Development Kit 

Version 6.0 Update 21(1.6.0_21) 以降 

 

Java(TM) Runtime Environment 

Version 7.0 Update 6 (1.7.0_6) 以降 

 

Java(TM) SE Development Kit 

Version 7.0 Update 1 (1.7.0_1) 以降 

 

Java(TM) Runtime Environment 

Version8.0 Update 11 (1.8.0_11） 以降 

 

Java(TM) SE Development Kit 

Version 8.0 Update 11 (1.8.0_11) 以降 

 

Open JDK 

Version 6.0 (1.6.0) 以降 

Version 7.0 Update 45 (1.7.0_45) 以降 

Version 8.0 (1.8.0) 以降 

 

JVM モニタ ロードバランサ連携機能の動作確認を行ったロードバランサを下記に提示しま

す。 

IA32 

ロードバランサ 
CLUSTERPRO 

Version 
備考 

Express5800/LB400h以降 3.1.0-1~  

InterSec/LB400i 以降 3.1.0-1~  

InterSecVM/LB V1.0 以降 

※Rel1.0以降適用時のみ 
3.1.0-1~  

BIG-IP v11 3.1.3-1~  

MIRACLE LoadBalancer 3.1.3-1~  

CoyotePoint Equalizer 3.1.3-1~  
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x86_64 

ロードバランサ 
CLUSTERPRO 

Version 
備考 

Express5800/LB400h以降 3.1.0-1~  

InterSec/LB400i 以降 3.1.0-1~  

InterSecVM/LB V1.0 以降 

※Rel1.0以降適用時のみ 
3.1.0-1~  

BIG-IP v11 3.1.3-1~  

MIRACLE LoadBalancer 3.1.3-1~  

CoyotePoint Equalizer 3.1.3-1~  
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インストール前のサーバ環境の確認・準備 

実際にハードウェアの設置を行った後に、以下を確認してください。 

1. ネットワークの確認 (必須) 

2. ルート ファイル システムの確認 (必須) 

3. ファイアウォールの確認 (必須) 

 

1. ネットワーク設定を確認する (必須) 

ifconfig コマンドや ping コマンドを使用して以下のネットワークの状態を確認してください。 

 IPアドレス 

 ホスト名 

 

2. ルートファイルシステムを確認する (必須) 

OS のルートファイルシステムには、ジャーナリング可能なファイルシステムの使用を推奨しま

す。Linux (バージョン 2.6 以降) がサポートしているジャーナリングファイルシステムには、

ext3、JFS、ReiserFS 、XFS などがあります。 

重要: ジャーナリングシステムに対応していないファイルシステムを使用した場合、サーバや

OSの停止(正常なシャットダウンが行えなかった場合)から再起動した場合、インタラクティブな

コマンドの実行(root ファイルシステムの fsck の実行)が必要になります。 

 

3. ファイアウォールの設定を確認する (必須) 

CLUSTERPRO X SingleServerSafe は、デフォルトで以下のポート番号を使用します。この

ポート番号について Builder で変更が可能です。これらのポート番号には、CLUSTERPRO X 

SingleServerSafe 以外のプログラムからアクセスしないようにしてください。また、ファイア

ウォールの設定を行う場合には、CLUSTERPRO X SingleServerSafe が下記のポート番号

にアクセスできるようにしてください。 

 

［自サーバ間内部処理］ 

From  To 備考 

サーバ 自動割り当て → サーバ 29001/TCP 内部通信 

サーバ 自動割り当て → サーバ 29002/TCP データ転送 

サーバ 自動割り当て → サーバ 29003/UDP アラート同期 

サーバ 自動割り当て → サーバ XXXX2/UDP 内部ログ用通信 

 

［サーバ・WebManager間］ 

From  To 備考 

WebManager 自動割り当て → サーバ 29003/TCP http通信 
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［統合WebManagerを接続しているサーバ・管理対象のサーバ間］ 

From  To 備考 

統合WebManagerを

接続したサーバ 

自動割り当て → サーバ 29003/TCP http通信 

統合 WebManager の

管理対象となるサーバ 

29003 → クライア

ント 

29010/UDP UDP通信 

 

［その他］ 

From  To 備考 

サーバ 自動割り当て → サーバ Builderで設定し

た管理ポート番

号 

JVMモニタリソース 

サーバ 自動割り当て → 監視先 Builderで設定し

た接続ポート番

号 

JVMモニタリソース 

サーバ 自動割り当て → サーバ Builderで設定し

たロードバラン

サ連携  管理

ポート番号 

JVMモニタリソース 

サーバ 自動割り当て → BIG-IP 
LTM 

Builderで設定し

た通信ポート番

号 

JVMモニタリソース 

 

注 1: 自動割り当てでは、その時点で使用されていないポート番号が割り当てられます。 

注 2: [クラスタプロパティ] の [ポート番号タブでログの通信方法に [UDP] を選択し、ポート番

号で設定したポート番号を使用します。デフォルトのログの通信方法 [UNIX ドメイン] では通

信ポートは使用しません。 
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第 2 章 CLUSTERPRO X SingleServerSafe

をインストールする 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

本章では、CLUSTERPRO X SingleServerSafeのインストール手順について説明します。CLUSTERPRO 

X SingleServerSafe のインストールには、CLUSUTERPRO SingleServerSafe のメインモジュールである 

CLUSTERPRO Server をインストールします。 オフライン版 Builder を使用して SingleServerSafe を構築

するためのマシンを別途用意している場合は、そのマシンに対してオフライン版 Builder のインストールを

行ってください。 

本章で説明する項目は以下のとおりです。 

 

• CLUSTERPRO X SingleServerSafe のインストールからサーバ生成までの流れ ···················· 50 

• CLUSTERPRO Serverのインストール ········································································ 51 

• ライセンスの登録 ···································································································· 55 

• オフライン版 CLUSTERPRO Builderのインストール ······················································· 67 

• Builder を起動する ································································································· 69 
 



第 2 章 CLUSTERPRO X SingleServerSafe をインストールする 

CLUSTERPRO X SingleServerSafe 3.3 for Linux インストールガイド 

50 

 

CLUSTERPRO X SingleServerSafe のインストー

ルからサーバ生成までの流れ 

本章で説明する CLUSTERPRO X SingleServerSafe のインストールからシステム生成、ラ

イセンス登録、インストール確認までの流れを以下に示します。 

本章の手順に進む前に、必ず本書の「第 1 章 CLUSTERPRO X SingleServerSafeについ

て」を読み、必要な動作環境や構成内容について確認してください。 

1. CLUSTERPRO Serverのインストール 

構成するサーバに、CLUSTERERPRO SingleServerSafe のメインのモジュールである 

CLUSTERPRO Server をインストールします。 

2. ライセンスの登録 

clplcnsc コマンドでライセンスを登録します。 

3. CLUSTERPRO Builderを使用した構成情報の作成 

CLUSTERPRO Builder を利用して、構成情報を作成します。 

『CLUSTERPRO X SingleServerSafe 設定ガイド』の第 2 章「構成情報を作成する」を

参照して下さい。 

4.サーバの生成 

Builder で作成した構成情報を適用することで、サーバを生成します。 

オンライン版Builderを使用して構成情報を作成した場合は、オンライン版 Builderまたは

clpcfctrl コマンドを使用して構成情報を適用します。 

オフライン版 Builder を使用して構成情報を作成した場合は、clpcfctrl コマンドを使用して

構成情報を適用します。 

『CLUSTERPRO X SingleServerSafe 設定ガイド』の第 2 章「構成情報を作成する」を

参照して下さい。 

5. CLUSTERPRO WebManager を使用した設定確認 

CLUSTERPRO WebManager を利用して、サーバの状態を確認します。 

『CLUSTERPRO X SingleServerSafe 設定ガイド』の第 3 章「システムを確認する」を

参照して下さい。 

 

関連情報： 本書の流れに従って操作を行うためには、本書の手順に従いながら、随時

『CLUSTERPRO X SingleServerSafe設定ガイド』を参照する必要があります。また、動作環

境やリリース情報などの最新情報は、本書の「第 1 章 CLUSTERPRO X 

SingleServerSafeについて」や「第 4 章 最新バージョン情報」を確認してください。 
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CLUSTERPRO Serverのインストール 

構築するサーバマシンに、CLUSTERPRO X SingleServerSafe のメインモジュールである 

CLUSTERPRO Server をインストールします。  

インストール時にはライセンス登録が要求されます。必要なライセンスファイルまたはライセン

スシートを用意しておきます。 

 

CLUSTERPRO X SingleServerSafeを新規にインストールするには 

以下の手順に従って、CLUSTERPRO X SingleServerSafeをインストールします。 

 

注：  

• CLUSTERPRO Server の RPM / debパッケージ は root ユーザでインストールしてく

ださい。 

• CLUSTERPRO X SingleServerSafe の CD媒体には、新しい kernelに対応した rpm が

含まれていない場合があります。運用環境での kernelバージョンと 本書「CLUSTERPRO 

X SingleServerSafeの動作環境を確認する」の「動作可能なディストリビューションと

kernel」を確認していただき、「CLUSTERPRO Version」に記載されているバージョンに適

合した Updateの適用をお願いいたします。 

1. インストール CD-ROM を mount します。 

2. rpm コマンドを実行して、パッケージ ファイルをインストールします。 

製品によりインストール用 RPM / debパッケージ が異なります。 

CD-ROM 内の /Linux/3.3/jp/server に移動して、 

 

rpm -i clusterprosss-<バージョン>.<アーキテクチャ>.rpm 

 

を実行します。 

Ubuntuの場合は、 

dpkg -i clusterpro-<バージョン>.<アーキテクチャ>.deb 

を実行します。 

アーキテクチャには i686、x86_64 があります(deb パッケージは x86_64 のみ)。インス

トール先の環境に応じて選択してください。アーキテクチャは、arch コマンドなどで確認で

きます。 

インストールが開始されます。 

注： CLUSTERPRO Serverは以下の場所にインストールされます。このディレクトリを変

更するとアンインストールできなくなりますので注意してください。 

インストール ディレクトリ： /opt/nec/clusterpro 

3. インストールが終了したら、インストール CD-ROM を umount します。 

4. インストール CD-ROM を取り出します。 
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関連情報: SNMP 連携機能を使用する場合、追加の設定が必要になります。SNMP 連携機

能の設定は、「SNMP 連携機能を設定するには」を参照してください。 
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SNMP 連携機能を設定するには 

注： SNMP トラップ送信機能のみを使う場合は、本手順は必要ありません。 

 

SNMP による情報取得要求に対応するためには、別途 Net-SNMP のインストール、および

SNMP 連携機能の登録が必要です。 

以下の手順に従って設定を行ってください。 

 

注 1： root ユーザで設定してください。 

注 2： インストール手順に現れる Net-SNMP 関連の記述はディストリビューション毎に異なる

可能性があります。 

 

1. Net-SNMP をインストールします。 

2. snmpd のバージョンを確認します。 

以下のコマンドを実行してください。 

snmpd -v 

3. snmpd デーモンを停止します。 

注： 通常、以下のコマンドを実行することで停止できます。 

/etc/init.d/snmpd stop 

4. snmpd デーモンの 構成ファイルにCLUSTERPRO のSNMP 連携機能を登録します。 

テキストエディタで構成ファイルを開いてください。 

snmpd のバージョンに応じて、ファイル末尾に以下を追記してください。 

snmpd のバージョンが 5.7 未満の場合： 

dlmod clusterManagementMIB /opt/nec/clusterpro/lib/libclpmgtmib.so 

snmpd のバージョンが 5.7 以上の場合： 

dlmod clusterManagementMIB /opt/nec/clusterpro/lib/libclpmgtmib2.so 
 

注 1： 通常、Net-SNMP snmpd デーモンの構成ファイルは以下に配置されています。 

/etc/snmp/snmpd.conf 

注 2： snmpd デーモンが許可する MIB ビュー(snmpd.conf の view定義) に、

CLUSTERPRO の OID を追加してください。 

CLUSTERPRO の OID は、「.1.3.6.1.4.1.119.2.3.207」です。 
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5. 必要に応じて SNMP 連携機能の動作に必要なライブラリへのシンボリックリンクを作成し

ます。 

    必要なシンボリックリンクは次の３つです。 

        libnetsnmp.so 
        libnetsnmpagent.so 
        libnetsnmphelpers.so 

    以下の手順に従い作成してください。 

    5 - 1. シンボリックリンクの有無を確認します。 

        次のディレクトリに移動してください。 

            IA32 : /usr/lib 
            x86_64 : /usr/lib64 

        上に示した 3つのシンボリックリンクが存在するか確認してください。 

        存在する場合、手順 5 - 2は必要ありません。手順 6 に進んでください。 

        存在しない場合、手順 5 - 2 を実施してください。 

    5 - 2. シンボリックリンクを作成します。 

        以下のコマンドを実行してください。 

            ln -s libnetsnmp.so.X libnetsnmp.so 

            ln -s libnetsnmpagent.so.X libnetsnmpagent.so 

            ln -s libnetsnmphelpers.so.X libnetsnmphelpers.so 

        X の部分は整数値を表します。環境により異なりますので確認して 

        指定してください。 

6. snmpd デーモンを起動します。 

注： 通常、以下のコマンドを実行することで起動できます。 

/etc/init.d/snmpd start 

 

関連情報: CLUSTERPRO Server をアンインストールする際は、必ず SNMP 連携機能の設

定解除も行ってください。SNMP 連携機能の設定解除は、「SNMP 連携機能の設定を解除す

るには」を参照してください。 

 

注： SNMP 通信に必要な設定は Net-SNMP snmpd デーモン側で行います。 
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ライセンスの登録 
 

CPU ライセンスの登録 

構築するシステムを実際に動作させるには、CPU ライセンスを登録する必要があります。 

関連情報: 構築するクラスタシステムに仮想サーバが存在する場合、仮想サーバにはCPUラ

イセンスではなく、VM ノードライセンスを使用することができます。 

CPU ライセンスと VM ノードライセンスとを混在させることはできません。 

VM ノードライセンスの登録については、「VM ノードライセンスの登録」を参照してください。 

 

登録形式には、ライセンスシートに記載された情報を記載する方法と、ライセンスファイルを指

定する方法の 2 つがあります。製品版、試用版それぞれの場合について説明します。 

製品版 

 ライセンス管理コマンドのパラメータにライセンスファイルを指定し、ライセンスを登録。(ラ

イセンスファイル指定によるライセンス登録を行うには(製品版、試用版共通) を参照) 

 ライセンス管理コマンドを実行し、対話形式でライセンス製品に添付されたライセンス情報

を入力しライセンスを登録する。(コマンドラインから対話形式でライセンスを登録するには

(製品版) を参照) 

 

試用版 

 ライセンス管理コマンドのパラメータにライセンスファイルを指定し、ライセンスを登録する。

(ライセンスファイル指定によるライセンス登録を行うには(製品版、試用版共通) を参照) 
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ライセンスファイル指定によるライセンス登録を行うには(製品版、試用

版共通) 

製品版、または試用版のライセンスを入手している場合で、ライセンスファイル指定によるライ

センス登録の手順を示します。 

本手順を実行する前に、以下を確認してください。 

 システムを構築しようとしているサーバに root でログイン可能である。 

 

1. 構築しようとしているサーバに root でログインし、以下のコマンドを実行します。 

# clplcnsc -i filepath -p PRODUCT-ID 

-i オプションで指定する filepath には、ライセンスファイルへのファイルパスを指定しま

す。 

-p オプションで指定する PRODUCT-ID には、製品 ID を指定します。以下に製品 ID 

の一覧を記載します。ご使用の製品の製品 ID を入力してください。 

ライセンス製品名 製品 ID 

CLUSTERPRO X SingleServerSafe 3.3 for Linux XSSS33 

 

コマンド実行後、正常にコマンドが終了した場合は、コンソールに「Command 

succeeded. 」と表示されます。その他の終了メッセージが表示された場合は、

『CLUSTERPRO X SingleServerSafe 操作ガイド』の第  2 章「CLUSTERPRO X 

SingleServerSafe コマンドリファレンス」を参照してください。 

2. 以下のコマンドを実行し、ライセンスの登録状況を確認します。PRODUCT-ID には、本

ステップの 1 で指定した製品 ID を入力します。 

# clplcnsc -l -p PRODUCT-ID 

3. オプション製品を使用する場合には「ノードライセンスの登録」に進んでください。 

4. オプション製品を使用しない場合には、この後、ライセンス登録を有効にしサーバを稼動

させるためサーバを OSのシャットダウンコマンドで再起動してください。 

再起動後、『CLUSTERPRO X SingleServerSafe 設定ガイド』の第 2 章「構成情報を作

成する」に進み、手順に従ってください。 
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コマンドラインから対話形式でライセンスを登録するには(製品版) 

製品版のライセンスを保有している場合に、コマンドラインを使用して対話形式でライセンスを

登録する際の手順を示します。 

本手順を実行する前に、以下を確認してください。 

 販売元から正式に入手したライセンスシートが手元にある。ライセンスシートは製品を購

入すると販売元から送付されます。このライセンスシートに記載されている値を入力しま

す。 

 システムを構築しようとしているサーバに root でログイン可能である。 

 

関連情報: 本手順では、clplcnsc コマンドを使用します。clplcnsc コマンドの使用方法の詳細

については、『CLUSTERPRO X SingleServerSafe 操作ガイド』の「第 2 章  

CLUSTERPRO X SingleServerSafe コマンドリファレンス」を参照してください。 

1. ライセンス シートを手元に用意します。 

本ステップでは、添付されているライセンスシートが以下の場合を例にとり説明を行いま

す。入力時には、お手元のライセンスシートに記載される値に置き換えてください。 

製品名 CLUSTERPRO X SingleServerSafe 3.3 for Linux 

ライセンス情報 

製品区分  製品版 

ライセンスキー  A1234567- B1234567- C1234567- D1234567 

シリアルナンバー  AAA0000000 

CPU 数  2 

2. 構築しようとしているサーバに root でログインし、以下のコマンドを実行します。 

# clplcnsc -i -p PRODUCT-ID 

-p オプションで指定する PRODUCT-ID には、製品 ID を指定します。以下に製品 ID 

の一覧を記載します。ご使用の製品の製品 ID を入力してください。 

ライセンス製品名 製品 ID 

CLUSTERPRO X SingleServerSafe 3.3 for Linux XSSS33 

 

3. 製品区分の入力を促す以下の文字列が表示されます。License Version (製品区分) は 

1 の Product (製品版) ですので、1 と入力します。 

Selection of License Version. 

  1  Product version 

  2  Trial version 

Select License Version [1 or 2]... 1 
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4. ライセンス数の入力を促す以下の文字列が表示されます。ランセンス数は、既定値の 2 

が表示されています。ライセンスシートに記載されているライセンス数が 2 の場合は、値

を入力せずにそのまま Enter を押下します。ライセンスシートに記載されている値が 2 

以外の場合は、その値を入力してから、Enter を押下します。 

Enter the number of license 

 [0(Virtual OS) or 1 to 99 (default:2)]... 2 

5. シリアル No. の入力を促す以下の文字列が表示されます。ライセンスシートに記載され

ているシリアル No. を入力します。大文字と小文字は区別されますので気をつけてくださ

い。 

Enter serial number [Ex. XXX0000000]... AAA0000000 

6. ライセンスキーの入力を促す以下の文字列が表示されます。ライセンスシートに記載され

ているライセンスキーを入力します。大文字と小文字は区別されますので気をつけてくだ

さい。 

Enter license key 

 [XXXXXXXX- XXXXXXXX- XXXXXXXX- XXXXXXXX]... 

 A1234567-B1234567-C1234567-D1234567 

コマンド実行後、正常にコマンドが終了した場合は、コンソールに「Command 

succeeded. 」と表示されます。その他の終了メッセージが表示された場合は、

『CLUSTERPRO X SingleServerSafe 操作ガイド』の「第 2 章 CLUSTERPRO X 

SingleServerSafe コマンドリファレンス」を参照してください。 

7. 登録したライセンスを確認します。以下のコマンドを実行します。PRODUCT-ID には、本

ステップの 2 で指定した製品 ID を入力します。 

# clplcnsc -l -p PRODUCT-ID 

8. オプション製品を使用する場合には「ノードライセンスの登録」に進んでください。 

9. オプション製品を使用しない場合には、サーバを OS のシャットダウンコマンドで再起動し

てください。 

再起動後、『CLUSTERPRO X SingleServerSafe設定ガイド』の第 3 章「システムを確

認する」に進み、手順に従ってください。 
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VM ノードライセンスの登録 

構築するクラスタシステムに仮想サーバが存在する場合、仮想サーバには CPU ライセンスで

はなく、VM ノードライセンスを使用することができます。 

CPU ライセンスと VM ノードライセンスとを混在させることはできません。 

登録形式には、ライセンスシートに記載された情報を記載する方法と、ライセンスファイルを指

定する方法の 2つがあります。 

 

製品版 

 ライセンス管理コマンドのパラメータにライセンスファイルを指定し、ライセンスを登録

する。(ライセンスファイル指定によるライセンス登録を行うには(製品版)を参照) 

 ライセンス管理コマンドを実行し、対話形式でライセンス製品に添付されたライセンス

情報を入力しライセンスを登録する。(コマンドラインから対話形式でライセンスを登録

するには(製品版)を参照) 
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ライセンスファイル指定によるライセンス登録を行うには(製品版) 

製品版のライセンスを入手している場合で、ライセンスファイル指定によるライセンス登録の手

順を示します。 

 

1. クラスタを構築しようとしているサーバの仮想サーバに root でログインし、以下のコマンド

を実行します。 

# clplcnsc -i filepath -p PRODUCT-ID 

-i オプションで指定する filepath には、ファイル名を含むライセンスファイルへのパスを指

定します。 

-pオプションで指定する PRODUCT-IDには、製品 IDを指定します。以下に製品 IDの一

覧を記載します。 

ライセンス製品名 製品 ID 

CLUSTERPRO X SingleServerSafe 3.3 for Linux VM XSSS33 

コマンド実行後、正常にコマンドが終了した場合は、コンソールに「Command 

succeeded. 」と表示されます。その他の終了メッセージが表示された場合は、

『CLUSTERPRO X SingleServerSafe 操作ガイド』の第  2 章「CLUSTERPRO X 

SingleServerSafe コマンドリファレンス」を参照してください。 

2. 以下のコマンドを実行し、ライセンスの登録状況を確認します。PRODUCT-ID には、本ス

テップの 1で指定した製品 IDを入力します。 

# clplcnsc -l -p PRODUCT-ID 

3. オプション製品を使用する場合には「ノードライセンスの登録」を参照してください。 

4. オプション製品を使用しない場合には、この後、ライセンス登録を有効にしクラスタを稼動

させるためサーバを OSのシャットダウンコマンドで再起動してください。 

再起動後、『CLUSTERPRO X SingleServerSafe設定ガイド』の第 3 章「システムを確

認する」に進み、手順に従ってください。 
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コマンドラインから対話形式でライセンスを登録するには(製品版) 

製品版のライセンスを保有している場合に、コマンドラインを使用して対話形でライセンスを登

録する際の手順を示します。 

本手順を実行する前に、以下を確認してください。 

 販売元から正式に入手したライセンスシートが手元にある。 

ライセンスシートは製品を購入すると販売元から送付されます。このライセンスシート

に記載されている値を入力します。 

 クラスタシステムを構築しようとしているサーバの中で、仮想サーバに rootでログイン

可能である。 

関連情報: 本手順では、clplcnsc コマンドを使用します。clplcnsc コマンドの使用方法の詳細

については、『CLUSTERPRO X SingleServerSafe 操作ガイド』の「第 2 章 

CLUSTERPRO X SingleServerSafe コマンドリファレンス」を参照してください。 

1. ライセンスシートを手元に用意します。 

本ステップでは、添付されているライセンスシートが以下の場合を例にとり説明を行いま

す。入力時には、お手元のライセンスシートに記載される値に置き換えてください。 

製品名 CLUSTERPRO X SingleServerSafe 3.3 for Linux VM 

ライセンス情報 

製品区分  製品版 

ライセンスキー  A1234567- B1234567- C1234567- D1234567 

シリアルナンバー  AAA0000000 

ライセンスサーバ数 1 

 

2. クラスタを構築しようとしているサーバのうち、仮想サーバに root でログインし、以下のコ

マンドを実行します。 

# clplcnsc -i -p PRODUCT-ID 

-pオプションで指定する PRODUCT-IDには、製品 IDを指定します。以下に製品 IDの一

覧を記載します。ご使用のエディションに対応する製品 ID を入力してください。 

ライセンス製品名 製品 ID 

CLUSTERPRO X SingleServerSafe 3.3 for Linux VM XSSS33 

 

3. 製品区分の入力を促す以下の文字列が表示されます。License Version (製品区分) は

1の Product (製品版) ですので、1 と入力します。 

Selection of License Version. 

  1  Product version 

  2  Trial version 

Select License Version. [1 or 2]... 1 
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4. ライセンス数の入力を促す以下の文字列が表示されます。ランセンス数は、既定値の 2

が表示されています。VM ライセンスでは 0 を入力してから、Enterを押下します。 

Enter the number of license 

 [0(Virtual OS) or 1 to 99 (default:2)]... 0 

5. シリアル No. の入力を促す以下の文字列が表示されます。ライセンス シートに記載され

ているシリアル No. を入力します。大文字と小文字は区別されますので気をつけてくださ

い。 

Enter serial number [Ex. XXX0000000]... AAA0000000 

6. ライセンスキーの入力を促す以下の文字列が表示されます。ライセンスシートに記載され

ているライセンスキーを入力します。大文字と小文字は区別されますので気をつけてくだ

さい。 

Enter license key 

 [XXXXXXXX- XXXXXXXX- XXXXXXXX- XXXXXXXX]... 

 A1234567-B1234567-C1234567-D1234567 

コマンド実行後、正常にコマンドが終了した場合は、コンソールに「Command 

succeeded. 」と表示されます。その他の終了メッセージが表示された場合は、

『CLUSTERPRO X SingleServerSafe 操作ガイド』の「第  2 章 CLUSTERPRO X 

SingleServerSafe コマンドリファレンス」を参照してください。 

7. 登録したライセンスを確認します。以下のコマンドを実行します。PRODUCT-ID には、本

ステップの 2で指定した製品 IDを入力します。 

# clplcnsc -l -p PRODUCT-ID 

8. オプション製品を使用する場合には「ノードライセンスの登録」を参照してください。 

9. オプション製品を使用しない場合には、サーバを OS のシャットダウンコマンドで再起動し

てください。 

再起動後、『CLUSTERPRO X SingleServerSafe設定ガイド』の第 3 章「システムを確

認する」に進み、手順に従ってください。 
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ノードライセンスの登録 

X 3.3 Agent 製品群、X 3.3 Alert Service (以下、各オプション製品) を構築するシステムを

実際に動作させるには、ノードライセンスを登録する必要があります。 

ノードライセンスの登録は、構築したサーバのうち、オプション製品を使用するサーバで行いま

す。登録形式には、ライセンスシートに記載された情報を記載する方法と、ライセンスファイル

を指定する方法の 2 つがあります。製品版、試用版それぞれの場合について説明します。 

製品版 

 ライセンス管理コマンドのパラメータにライセンスファイルを指定し、ライセンスを登録する。

(ライセンスファイル指定によるライセンス登録 (製品版、試用版共通)を参照) 

 ライセンス管理コマンドを実行し、対話形式でライセンス製品に添付されたライセンス情報

を入力しライセンスを登録する。(コマンドラインから対話形式でノードライセンスを登録す

るには(製品版)を参照) 

 

試用版 

 ライセンス管理コマンドのパラメータにライセンスファイルを指定し、ライセンスを登録する。

(ライセンスファイル指定によるライセンス登録 (製品版、試用版共通)を参照) 
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ライセンスファイル指定によるライセンス登録 (製品版、試用版共通) 

製品版、または試用版のライセンスを入手している場合で、ライセンスファイル指定によるライ

センス登録の手順を示します。 

本手順を実行する前に、以下を確認してください。 

 オプション製品を使用しようとしているサーバに root でログイン可能である。 

 

1. 構築しようとしているサーバのうち、オプション製品を使用しようとしているサーバに root 

でログインし、以下のコマンドを実行します。 

# clplcnsc -i filepath -p PRODUCT-ID 

-i オプションで指定する filepath には、ライセンスファイルへのファイルパスを指定しま

す。 

-p オプションで指定する PRODUCT-ID には、製品 ID を指定します。以下に製品 ID 

の一覧を記載します。以下に、ご使用のライセンス番号の一覧を示します。 

ライセンス製品名 製品 ID 

CLUSTERPRO X Database Agent 3.3 for Linux DBAG33 

CLUSTERPRO X Internet Server Agent 3.3 for Linux ISAG33 

CLUSTERPRO X File Server Agent 3.3 for Linux FSAG33 

CLUSTERPRO X Application Server Agent 3.3 for Linux ASAG33 

CLUSTERPRO X Alert Service 3.3 for Linux ALRT33 

CLUSTERPRO X Java Resource Agent 3.3 for Linux JRAG33 

CLUSTERPRO X System Resource Agent 3.3 for Linux SRAG33 

 

コマンド実行後、正常にコマンドが終了した場合は、コンソールに「Command 

succeeded. 」と表示されます。その他の終了メッセージが表示された場合は、

『CLUSTERPRO X SingleServerSafe 操作ガイド』の第 2 章「CLUSTERPRO  X 

SingleServerSafe コマンドリファレンス」を参照してください。 

2. 以下のコマンドを実行し、ライセンスの登録状況を確認します。PRODUCT-ID には、製

品 ID を入力します。PRODUCT-ID には、本ステップの 1 で指定した製品 ID を入力

します。 

# clplcnsc -l -p PRODUCT-ID 

3. この後、ライセンス登録を有効にしサーバを稼動させるには、サーバを OS のシャットダウ

ンコマンドで再起動してください。 

再起動後、『CLUSTERPRO X SingleServerSafe 設定ガイド』の第 2 章「構成情報を

作成する」の手順に従ってください。 
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コマンドラインから対話形式でノードライセンスを登録するには(製品版) 

製品版のライセンスを保有している場合に、コマンドラインを使用して対話形でライセンスを登

録する際の手順を示します。 

本手順を実行する前に、以下を確認してください。 

 販売元から正式に入手したライセンスシートが手元にある。ライセンスシートは製品を購

入すると販売元から送付されます。ノードライセンスのライセンスシートはオプション製品

を使用しようとしているサーバの台数分必要です。このライセンスシートに記載されている

値を入力します。 

 システムを構築しようとしているサーバの中で、オプション製品を使用しようとしている

サーバに root でログイン可能である。 

 

関連情報: 本手順では、clplcnsc コマンドを使用します。clplcnsc コマンドの使用方法の詳細

については、『CLUSTERPRO X SingleServerSafe 操作ガイド』の「第 2 章 

CLUSTERPRO X SingleServerSafe コマンド リファレンス」を参照してください。 

1. ライセンス シートを手元に用意します。 

本ステップでは、添付されているライセンスシートが以下 (Database Agent) の場合を例

にとり説明を行います。入力時には、お手元のライセンスシートに記載される値に置き換

えてください。 

製品名 CLUSTERPRO X Database Agent 3.3 for Linux 

ライセンス情報 

製品区分  製品版 

ライセンスキー  A1234567- B1234567- C1234567- D1234567 

シリアルナンバー  AAA0000000 

ノード数  1 

2. 構築しようとしているサーバのうち、オプション製品を使用しようとして設定しようとしてい

るサーバに root でログインし、以下のコマンドを実行します。 

# clplcnsc -i -p PRODUCT-ID 

-p オプションで指定する PRODUCT-ID には、製品 ID を指定します。以下に製品 ID 

の一覧を記載します。ご使用のオプション製品に対応する製品 ID を入力してください。 

ライセンス製品名 製品 ID 

CLUSTERPRO X Database Agent 3.3 for Linux DBAG33 

CLUSTERPRO X Internet Server Agent 3.3 for Linux ISAG33 

CLUSTERPRO X File Server Agent 3.3 for Linux FSAG33 

CLUSTERPRO X Application Server Agent 3.3 for Linux ASAG33 

CLUSTERPRO X Alert Service 3.3 for Linux ALRT33 

CLUSTERPRO X Java Resource Agent 3.3 for Linux JRAG33 

CLUSTERPRO X System Resoruce Agent 3.3 for Linux SRAG33 
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3. 製品区分の入力を促す以下の文字列が表示されます。License Version (製品区分) は 

1 の Product (製品版) ですので、1 と入力します。 

Selection of License Version. 

  1  Product Version 

  2  Trial Version 

Select License Version [1 or 2]... 1 

4. シリアル No. の入力を促す以下の文字列が表示されます。ライセンスシートに記載され

ているシリアル No. を入力します。大文字と小文字は区別されますので気をつけてくださ

い。 

Enter serial number [Ex. XXX0000000]... AAA0000000 

5. ライセンスキーの入力を促す以下の文字列が表示されます。ライセンスシートに記載され

ているライセンスキーを入力します。大文字と小文字は区別されますので気をつけてくだ

さい。 

Enter license key 

 [XXXXXXXX-XXXXXXXX-XXXXXXXX-XXXXXXXX]... 

 A1234567-B1234567-C1234567-D1234567 

コマンド実行後、正常にコマンドが終了した場合は、コンソールに「Command 

succeeded. 」と表示されます。その他の終了メッセージが表示された場合は、

『CLUSTERPRO X SingleServerSafe 操作ガイド』の「第  2 章 CLUSTERPRO X 

SingleServerSafe コマンドリファレンス」を参照してください。 

6. 登録したライセンスを確認します。以下のコマンドを実行します。PRODUCT-ID には、本

ステップの 2 で指定した製品 ID を入力します。 

# clplcnsc -l -p PRODUCT-ID 

7. この後、ライセンス登録を有効にしサーバを稼動させるには、サーバを OS のシャットダウ

ンコマンドで再起動してください。 

再起動後、『CLUSTERPRO X SingleServerSafe設定ガイド』の第 2 章「構成情報を作

成する」の手順に従ってください。 
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オフライン版CLUSTERPRO Builderのインストール 

オフライン版CLUSTERPRO BuilderはCLUSTERPRO X SingleServerSafeをインストール

したサーバにインストールする必要はありません。Web ブラウザで CLUSTERPRO X 

SingleServerSafe に接続することができないマシンで CLUSTERPRO X SingleServerSafe

の構成情報を作成・変更する場合にのみ、そのマシンにインストールしてください。 

 

オフライン版 CLUSTERPRO BuilderをWindowsマシンへインストー

ルするには 

以下の手順に従って、オフライン版 CLUSTERPRO Builder をインストールします。 

 

注： CLUSTERPRO Builderは Administrator権限を持つアカウントでインストールしてくださ

い。すでに CLUSTERPRO Builder がインストールされている場合は、アンインストールして

からインストールするか、別のインストール先を指定してインストールしてください。 

1. インストール CD-ROMを CD-ROM ドライブに入れます。 

2. インストールのメニュー画面が表示されます。 

 

注： メニュー画面が自動で起動しない場合は、CD-ROMのルートフォルダにある

menu.exe をダブルクリックします。 

3. メニュー画面が表示されたら CLUSTERPRO® SingleServerSafe for Linux を選択しま

す。 
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4. CLUSTERPRO® SingleServerSafe Builder を選択します。 

 

5. CLUSTERPRO® SingleServerSafe Builder を選択します。 

 

6. [Cluster Builder self-extracting dialog] ダイアログボックスが表示されるので、インス

トール先を選択し、[解凍] をクリックします。 

 

注： 指定したインストール先に、「¥CLUSTERPRO SSS ¥clpbuilder-ｌ」のフォルダが作

成され、Builder画面表示用のHTMLファイル「clptrek.htm」と各種設定情報ファイルがイ

ンストールされます。 

7. [ZIP 自己解凍] ダイアログボックスが表示されるので [OK] をクリックし、インストールが

完了します。 
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Builder を起動する 

CLUSTERPRO X SingleServerSafe を使用するサーバにネットワーク接続できるマシン(自

サーバを含む)上で起動する Builder を「オンライン版 Builder」、ネットワーク接続せずに起動

する Builder を「オフライン版 Builder」と呼びます。設定画面や設定内容は同一ですが、起動

方法や設定情報の反映の方法に違いがあります。 

以下に、それぞれの手順を説明します。 

 

オンライン版 Builderの起動 

以下の手順に従って、オンライン版 CLUSTERPRO Builder を起動します。 

1. WebManager を起動します。ブラウザを起動し、ブラウザのアドレスバーに、

CLUSTERPRO X SingleServerSafe をインストールしたサーバの IP アドレスとポート番

号を入力します。 

 http://192.168.0.3:29003/ 

 

 

 

 

 

注 1： CLUSTERPRO X SingleServerSafe をインストールして、サーバを再起動してい

ない状態では、WebManagerが起動できないので、必ず、サーバを再起動してください。 

注 2： WebManagerの起動には、JREが必要です。忘れずに JREをインストールしてく

ださい。 

 

2. [表示] メニューから [設定モード] をクリックして、設定モード（オンライン版 Builder）に切

り替えます。 

 

CLUSTERPRO X SingleServerSafeをインストールしたサーバのIPアドレスを指定します。 

自サーバの場合は、localhostでも問題ありません。 

インストール時に指定したWebManager のポート番号を

指定します(既定値29003)。 
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オフライン版 Builderの起動 

以下の手順に従って、オフライン版 CLUSTERPRO Builder を起動します。 

 

1. インストールフォルダにある Builder画面表示用の HTMLファイル「clptrek.htm」をダブル

クリックします。 

2. ブラウザが起動します。 

3. セキュリティのワーニングが表示された場合は、情報バーをクリックし、ブロックされている

コンテンツを許可してください。 

 

 

注： Builderの起動には、JREが必要です。忘れずに JREをインストールしてください。 
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第 3 章 CLUSTERPRO X SingleServerSafe

をバージョンアップ/アンインストール/再

インストール/アップグレードする 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

本章では、CLUSTERPRO X SingleServerSafe のバージョンアップ、アンインストール、再インストール、

CLUSTERPRO Xへのアップグレードの各手順について説明します。 

本章で説明する項目は以下のとおりです。 

 

• CLUSTERPRO X SingleServerSafeのアップデート ······················································· 72 

• CLUSTERPRO X SingleServerSafeのアンインストール ·················································· 74 

• CLUSTERPRO X SingleServerSafeの再インストール ···················································· 76 

• CLUSTERPRO X へのアップグレード ········································································· 77 

 

関連情報： X 3.0 / X 3.1 / X 3.2 から X 3.3 へのアップデート手順についての詳細は、マイナーバージョン

アップになりますので、『アップデート手順書』を参照してください。 
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CLUSTERPRO X SingleServerSafeのアップデー

ト 

旧バージョンの CLUSTERPRO X SingleServerSafe を新バージョンの CLUSTERPRO X 

SingleServerSafeにアップデートします。 

 

CLUSTERPRO Server RPMのアップデート 

まず、以下の注意事項をご確認ください。 

 CLUSTERPRO X SingleServerSafe 2.0 / 2.1 for Linux から CLUSTERPRO X 

SingleServerSafe 3.3 for Linux へのバージョンアップが可能です。それ以外のバージョ

ンからのバージョンアップはできません。 

 CLUSTERPRO X SingleServerSafe 2.0 / 2.1 for Linux から CLUSTERPRO X 

SingleServerSafe 3.3 for Linux へのバージョンアップには、CLUSTERPRO X 

SingleServerSafe 3.3 for Linux のライセンス(各種オプション製品をご使用の場合はそ

れらのライセンスを含む)が必要です。 

サーバ rpmのバージョン 2.0.0-1以降から 3.0.0-1以降へのアップデートには下記の手順を実

行してください。 

注： root権限を持つアカウントでバージョンアップしてください。 

1. chkconfig --del name を実行して以下の順序でサービスを無効にします。 nameには以

下のサービスを指定します。 

• clusterpro_alertsync 

• clusterpro_webmgr 

• clusterpro 

• clusterpro_trn 

• clusterpro_evt 

2. WebManagerまたは clpstdnコマンドを使用してサーバをシャットダウン、リブートしてくだ

さい。 

3. インストール CD-ROMの媒体を mount します。 

4. CLUSTERPRO のサービスが起動していないことを確認してから、rpm コマンドを実行し

てパッケージファイルをインストールします。 

アーキテクチャによりインストール用 RPMが異なります。 

 

CD-ROM 内の /Linux/3.3/jp/server に移動して、 

 

rpm -U clusterprosss-<バージョン>.<アーキテクチャ>.rpm 
 

を実行します。 

アーキテクチャには i686、x86_64 があります。インストール先の環境に応じて選択してく

ださい。アーキテクチャは、arch コマンドなどで確認できます。 
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注： CLUSTERPRO Serverは以下の場所にインストールされます。このディレクトリを変

更するとアンインストールできなくなりますので注意してください。 

インストール ディレクトリ： /opt/nec/clusterpro 

5. インストール終了後、インストールCD-ROM媒体を umountし、インストールCD-ROM媒

体を取り除きます。 

6. chkconfig --add name を実行して以下の順序でサービスを有効にします。 name には

以下のサービスを指定します。SuSE Linux では--force オプションをつけて実行してくだ

さい。 

• clusterpro_evt 

• clusterpro_trn 

• clusterpro_webmgr 

• clusterpro_alertsync 

7. サーバを再起動します。 

8. ライセンス登録を行います。ライセンス登録の詳細は本書の「ライセンスの登録」を参照し

てください。 

9. サーバにWebManager を接続します。 

10. 接続したWebManagerからオンライン Builder を起動します。 

オンライン Builderの起動方法は「オンライン版 Builderの起動」を参照してください。 

11. サーバが起動していることを確認して、オンライン Builder から構成情報のアップロードを

実行します。オンライン Builderの操作方法は『CLUSTERPRO X SingleServerSafe 設

定ガイド』を参照してください。 

12. chkconfig –add name を実行して以下順序でサービスを有効にします。nameには以下

のサービスを指定します。 

• clusterpro 

13. WebManagerから[マネージャ再起動]を実行します。 

14. WebManager を接続しているブラウザを再起動します。 

15. WebManagerから[クラスタ開始]を実行します。 
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CLUSTERPRO X SingleServerSafeのアンインス

トール 
 

CLUSTERPRO X SingleServerSafeのアンインストール 

注： CLUSTERPRO X SingleServerSafeのアンインストールは、必ず root 権限を持つユー

ザで実行してください。 

以下の手順に従って、CLUSTERPRO X SingleServerSafeをアンインストールします。 

1. SNMP 連携機能を利用している場合は、CLUSTERPRO Server アンインストール前に

連携を解除する必要があります。設定解除手順に関しては、「SNMP 連携機能の設定を

解除するには」を参照してください。 

2. chkconfig --del name を実行して、以下の順序でサービスを無効にします。 

Ubuntuの場合は update-rc.d -f name remove を実行します。 

• clusterpro_alertsync 

• clusterpro_webmgr 

• clusterpro 

• clusterpro_trn 

• clusterpro_evt 

3. WebManager または clpstdn コマンドでサーバシャットダウン、リブートを実行し再起動し

ます。 

4. rpm -e clusterprosss を実行します。 

Ubuntuの場合は、dpkg -r clusterprosss を実行します。 

注： 上記以外のオプションを指定しないでください。 

 

オフライン版 CLUSTERPRO Builder のアンインストール 

以下の手順に従って、CLUSTERPRO Builder をアンインストールします。 

1. Web ブラウザをすべて終了します (タスクトレイから JavaVM のアイコンが消えるのを

確認してください)。 

2. エクスプローラで、CLUSTERPRO Builder をインストールしたフォルダを削除します。 
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SNMP 連携機能の設定を解除するには 

CLUSTERPRO Server をアンインストールする際は、必ず SNMP 連携機能の設定解除も

行ってください。 

以下の手順に従い、設定解除してください。 

 

注 1： root ユーザで設定解除してください。 

注 2： アンインストール手順に現れる Net-SNMP 関連の記述はディストリビューション毎に異

なる可能性があります。 

 

1. snmpd デーモンを停止します。 

注： 通常、以下のコマンドを実行することで停止できます。 

/etc/init.d/snmpd stop 

2. snmpd デーモンの構成ファイルから SNMP 連携機能の登録を解除します。 

テキストエディタで構成ファイルを開いてください。 

以下に該当する行を削除してください。 

dlmod clusterManagementMIB /opt/nec/clusterpro/lib/libclpmgtmib.so 

dlmod clusterManagementMIB /opt/nec/clusterpro/lib/libclpmgtmib2.so 

 

注 1： 通常、snmpd デーモンの構成ファイルは以下に配置されています。 

/etc/snmp/snmpd.conf 

注 2： snmpd デーモンで許可している MIB ビュー(snmpd.conf の view定義) から、

CLUSTERPRO の OID を削除してください。 

CLUSTERPRO の OID は、「.1.3.6.1.4.1.119.2.3.207」です。 

3. 「SNMP 連携機能を設定するには」で作成したシンボリックリンクを削除します。 

「SNMP 連携機能を設定するには」でシンボリックリンクを作成した場合、削除してくださ

い。 

4. snmpd デーモンを起動します。 

注： 通常、以下のコマンドを実行することで起動できます。 

/etc/init.d/snmpd start 
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CLUSTERPRO X SingleServerSafe の再インス

トール 
 

CLUSTERPRO Serverの再インストール 

CLUSTERPRO Serverを再インストールする場合、Builder で作成した構成情報 FD (構成変

更を行った場合は最新の構成情報 FD) が必要です。 

Builder で作成した構成情報 FD (構成変更を行った場合は最新の構成情報 FD) がない場

合は、 clpcfctrl コマンドでバックアップを作成できます。詳細は『CLUSTERPRO X 

SingleServerSafe 操作ガイド』の「第 2 章 CLUSTERPRO X SingleServerSafe コマンドリ

ファレンス」の「構成情報をバックアップする」を参照してください。 

 

以下の手順に従って、CLUSTERPRO Serverを再インストールします。 

1. CLUSTERPRO Server をアンインストールします。 

アンインストール手順の詳細は、本章の「CLUSTERPRO X SingleServerSafeのアンイ

ンストール」を参照してください。 

2. CLUSTERPRO Server をインストールしてサーバを再生成します。 

インストール手順の詳細は、本書の「第 2 章 CLUSTERPRO X SingleServerSafe をイ

ンストールする」を参照してください。 
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CLUSTERPRO X へのアップグレード 

CLUSTERPRO X SingleServerSafe を CLUSTERPRO X へアップグレードする場合、

Builder で作成した構成情報(構成変更を行った場合は最新の構成情報) を移行することがで

きます。 

この場合、アップグレードを開始する前に、最新の構成情報を保存してください。構成情報は

作成時にBuilderで保存する他に、clpcfctrl コマンドでバックアップを作成することもできます。

詳細は『CLUSTERPRO X SingleServerSafe 操作ガイド』の「第 2 章 CLUSTERPRO X 

SingleServerSafe コマンドリファレンス」の「構成情報をバックアップする」を参照してください。 

 

以下の手順に従って、CLUSTERPRO X SingleServerSafe を CLUSTERPRO X にアップ

グレードします。 

1. 構成情報をバックアップします。 

2. アップグレードするサーバで CLUSTERPRO X SingleServerSafe をアンインストールし

ます。アンインストール手順の詳細は、本章の「CLUSTERPRO X SingleServerSafeの

アンインストール」を参照してください。 

3. アンインストールが完了したら OSをシャットダウンします。 

4. CLUSTERPRO X をインストールし、CLUSTERPRO X の環境を構築します。ここで、

バックアップした構成情報を利用することができます。CLUSTERPRO Xの構築手順につ

いては、CLUSTERPRO X のマニュアルを参照してください。 

注： CLUSTERPRO X にはライセンス登録時に、以下のライセンスを登録します。 

* CLUSTERPRO X SingleServerSafe (2CPU ライセンス) 

* CLUSTERPRO X SingleServerSafe アップグレードライセンス 

これらのライセンスは CLUSTERPRO X (2CPU ライセンス) として使用することが可能

です。 
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第 4 章 最新バージョン情報 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

本章では、CLUSTERPRO X SingleServerSafe の最新情報について説明します。新しいリリースで強化さ

れた点、改善された点などをご紹介します。 

本章で説明する項目は以下の通りです。 

 

• 最新バージョン ······································································································ 80 

• CLUSTERPRO X SingleServerSafe とマニュアルの対応一覧 ··········································· 81 

• 機能強化情報 ······································································································· 82 

• 修正情報 ············································································································· 89 
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最新バージョン 

2017年 4月時点での CLUSTERPRO X SingleServerSafe 3.3 for Linuxの最新内部バー

ジョンは 3.3.4-1です。 

最新情報は CLUSTERPROのホームページで公開されている最新ドキュメントを参照してくだ

さい。 

CLUSTERPRO X SingleServerSafeの内部バージョンは、WebManagerで確認してください。 

WebManager のツリービューからサーバのアイコンを選択すると、内部バージョンがリスト

ビューに表示されます。 
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CLUSTERPRO X SingleServerSafe とマニュアル

の対応一覧 

本書では下記のバージョンの CLUSTERPRO X SingleServerSafe を前提に説明してありま

す。CLUSTERPRO X SingleServerSafe のバージョンとマニュアルの版数に注意してくださ

い。 

CLUSTERPRO X 
SingleServerSafe 

の内部バージョン 
マニュアル 版数 備考 

3.3.4-1  インストールガイド 第6版  

設定ガイド 第5版  

操作ガイド 第5版  

統合WebManager管理者ガイド 第13版  

WebManager Mobile管理者ガイド 第3版  
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機能強化情報 

各バージョンにおいて以下の機能強化を実施しています。 

 

項
番 

内部バージョン 機能強化項目 

1 3.0.0-1 WebManagerとbuilderが同一ブラウザ画面から操作可能になりました。 

2 3.0.0-1 構成ウィザードを刷新しました。 

3 3.0.0-1 構成ウィザードで一部設定項目の自動取得が可能になりました。 

4 3.0.0-1 統合WebManagerをブラウザ上から操作可能に変更しました。 

5 3.0.0-1 設定情報のアップロード時、設定内容をチェックする機能を実装しました。 

6 3.0.0-1 CLUSTERPROの外部で発生した障害をCLUSTERPROで管理可能になりました。 

7 3.0.0-1 
監視対象アプリケーションのタイムアウト発生時、ダンプ情報を取得することが可能になりまし

た。 

8 3.0.0-1 オラクル監視で異常を検出した際、オラクルの詳細情報を取得することが可能になりました。 

9 3.0.0-1 vSphere/XenServer/kvmのゲストOSをリソースとして扱えるようにしました。 

10 3.0.0-1 
仮想化基盤のゲストOSをCLUSTERPRO以外の操作によって移動された場合でも自動で追

随する機能が実装されました。 

11 3.0.0-1 対応OSを拡充しました。 

12 3.0.0-1 対応アプリケーションを拡充しました。 

13 3.0.2-1 新しくリリースされたkernelに対応しました。 

14 3.0.3-1 新しくリリースされたkernelに対応しました。 

15 3.0.4-1 新しくリリースされたkernelに対応しました。 

16 3.1.0-1 グループ/リソースの最大数が倍増しました。 

17 3.1.0-1 フェイルオーバグループの起動/停止待ち合わせが行えるようになりました。 

18 3.1.0-1 
WebManagerとclpmonctrlコマンドで、意図的に疑似障害を発生させるための障害検証機能

を実装しました。 

19 3.1.0-1 Android端末から接続可能なWebManagerを実装しました。 

20 3.1.0-1 CLUSTERPROのMIBを定義しました。 

21 3.1.0-1 SNMP トラップ送信機能を追加しました。 

22 3.1.0-1 SNMP による情報取得要求に対応しました。 

23 3.1.0-1 
モニタリソースの回復時の動作として、任意のスクリプトを実行する機能を実装しました。ま

た、再活性処理の前にもスクリプトを実行できるようにしました。 

24 3.1.0-1 
モニタリソースで異常を検出した場合に、回復動作を行わない回復動作抑制機能を実装しま

した。 
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25 3.1.0-1 DB監視Agentの監視機能を強化しました。 

26 3.1.0-1 スクリプトに使用できる環境変数を追加しました。 

27 3.1.0-1 スクリプトテンプレートを用いて、容易にスクリプトの設定を行えるようになりました。 

28 3.1.0-1 設定モード画面が800*600の画面サイズでも不足なく表示されるようにしました。 

29 3.1.0-1 ブラウザのポップアップブロックが設定されていてもログのダウンロードが可能になりました。 

30 3.1.0-1 ライセンスが未登録の機能は設定時に表示されないようになりました。 

31 3.1.0-1 自動的に登録されるモニタリソースの種類を拡充しました。 

32 3.1.0-1 clprexecコマンドのコマンドタイムアウトのデフォルトを30秒から180秒に変更しました。 

33 3.1.0-1 プロセス名モニタリソース (psw) を追加しました。 

34 3.1.0-1 JVMモニタリソース (jraw) を追加しました。 

35 3.1.0-1 システムモニタリソース (sraw) を追加しました。 

36 3.1.0-1 
非正規手順でのOSシャットダウンの場合、次回CLUSTERPROサービスの起動を抑止する

機能を追加しました。 

37 3.1.0-1 シャットダウンストール機能の発動条件を設定可能になりました。 

38 3.1.0-1 
EXECリソース、カスタムモニタリソース(genw)のスクリプト実行ログに、ローテートするログ

（内部ログ）が選択可能になりました。 

39 3.1.0-1 ライセンスコマンドにて登録済みライセンス一覧が表示可能になりました。 

40 3.1.0-1 ライセンスコマンドにて試用版ライセンスのみ削除する機能を実装しました。 

41 3.1.0-1 新しくリリースされたkernelに対応しました。(RHEL5.7,AXS3SP4) 

42 3.1.0-1 
vSphere5 との連携に置いて、ゲストOS上のクラスタから別ゲストOSの起動/停止を制御で

きるようになりました。 

43 3.1.0-1 
447日/497日間連続運用を継続した場合、不正なOS起動時刻が返却された場合のタイムア

ウト判定処理を改善しました。 

44 3.1.0-1 
マシンリセットが発生するようなHW異常発生時、回復動作を実行するまでマシンリセットを抑

制できるようになりました。(Express5800/A1080専用) 

45 3.1.1-1 新しくリリースされたkernelに対応しました。(XenServer6) 

46 3.1.1-1 
グループ停止待ち合わせの条件を設定できるようになりました。（クラスタ停止時、サーバ停

止時) 

47 3.1.1-1 
クラスタ生成ウィザードの最後に表示される回復動作抑制機能ポップアップの表現を改善しま

した。 

48 3.1.1-1 System Resource Agentのディスク容量監視登録数を10台から64台に拡張しました。 

49 3.1.3-1 新しくリリースされたkernelに対応しました。(RHEL6.2、AXS4.1) 

50 3.1.3-1 WebManagerに時刻情報表示機能を追加しました。 

51 3.1.3-1 構成情報反映後、クラスタ起動、リジュームを自動実行する機能を追加しました。 
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内部バージョン 機能強化項目 

52 3.1.3-1 
WebManagerの設定モードで設定情報の編集を行った場合、ブラウザの終了やリロード等を

ガードする機能を追加しました。 

53 3.1.3-1 WebManagerで物理マシン、仮想マシンを区別して設定、表示できるようになりました。 

54 3.1.3-1 ディスクモニタリソースに、ディスクフル検出時に異常としない設定を追加しました。 

55 3.1.3-1 プロセス名モニタリソースに、プロセス数監視機能を追加しました。 

56 3.1.3-1 
OracleモニタリソースにおいてOracle起動中（ORA-1033）のエラーを異常として検出しないよ

うに改善しました。 

57 3.1.3-1 
Database Agent, Java Resource Agent, System Resouce Agentのタイムアウト判定の条

件を強化しました。 

58 3.1.3-1 緊急シャットダウンの場合でも、可能な範囲でリソース非活性処理を行うように改善しました。 

59 3.1.3-1 内部ログの通信方法としてメッセージキューを追加しました。 

60 3.1.3-1 JVMモニタリソースがOpenJDKに対応しました。 

61 3.1.4-1 新しくリリースされたkernelに対応しました。 

62 3.1.4-1 WebManager が Java SE Runtime Environment 7 の環境に対応しました。 

63 3.1.4-1 WebLogicモニタリソースによるWebLogic監視処理の負荷を低減しました。 

64 3.1.5-1 新しくリリースされたkernelに対応しました。 

65 3.1.5-1 WebManagerからライセンス情報一覧の参照が可能になりました。 

66 3.1.5-1 
活性時監視のモニタリソースとグループリソース間の起動/停止連携処理を見直し、高速化し

ました。 

67 3.1.5-1 NFSモニタリソースが NFS v3, v4 に対応しました。 

68 3.1.5-1 sambaモニタリソースが samba 3.5 に対応しました。 

69 3.1.5-1 Websphereモニタリソースが WebSphere 8.0 に対応しました。 

70 3.1.5-1 JVMモニタリソースのロードバランサ連携機能が BIG-IP LTM に対応しました。 

71 3.1.5-1 
JVMモニタリソースが WebOTX 8.5(x86_64のみ), WebOTX ESB 8.5, WebSAM SVF for 
PDF 9.1, WebSAM Report Director Enterprise 9.1, WebSAM Universal Connect/X 9.1 

に対応しました。 

72 3.1.5-1 WebOTXモニタリソースが WebOTX 8.5(x86_64のみ) に対応しました。 

73 3.1.5-1 
システムリソース使用状況の時系列データから将来値予測を行い、キャパシティプランニング

等に活用可能なコマンド(clpprer)を追加しました。 

74 3.1.5-1 
システムリソース不足を起因とした障害の原因特定を容易にする、システムリソース情報の定

期採取機能を追加しました。 

75 3.1.5-1 
EXECリソースから起動されるアプリケーションのスタックサイズをOSの設定値とあわせるよ

うにしました。 

76 3.1.7-1 新しくリリースされたkernelに対応しました。 

77 3.1.7-1 PostgreSQL監視がPostgreSQL9.2 に対応しました。 

78 3.1.8-1 新しくリリースされたkernelに対応しました。 
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内部バージョン 機能強化項目 

79 3.1.8-1 
ログ収集のタイプを追加しました（既定値ではJava Resource Agent, System Resource 

Agentのログを採取しないようになりました）。 

80 3.1.8-1 グループリソースの活性/非活性ストール発生時動作の種類を選択可能としました。 

81 3.1.8-1 sambaモニタリソースが samba 4.0 に対応しました。 

82 3.1.8-1 Websphereモニタリソースが WebSphere 8.5 に対応しました。 

83 3.1.10-1 新しくリリースされたkernelに対応しました。 

84 3.1.10-1 execリソースのスクリプトテンプレートの雛形を変更しました。 

85 3.1.10-1 
オフライン版Builder が Java Runtime Environment Version 7 Update 25 に対応しまし

た。 

86 3.1.10-1 WebOTX モニタリソースが WebOTX9.1 に対応しました。 

87 3.1.10-1 JVM モニタリソースが WebOTX9.1 に対応しました。 

88 3.2.0-1 新しくリリースされた kernel に対応しました。 

89 3.1.4-1 clplcnsc コマンドに製品IDの一覧を表示するための --ID オプションを追加しまし

た。 

90 3.2.1-1 WeblogicモニタリソースがWebLogicの監視で利用する webLogic.WLST コマンド

へ渡すオプションを指定できるようになりました。 

91 3.2.1-1 Sambaモニタリソースが Samba 4.1 に対応しました。 

92 3.2.1-1 WebOTXモニタリソースが WebOTX V9.2 に対応しました。 

93 3.2.1-1 JVMモニタリソースが WebOTX V9.2 に対応しました。 

94 3.2.1-1 JVMモニタリソースが JBoss Enterprise Application Platform 6.0, 6.1, 6.2 に対

応しました。 

95 3.2.1-1 JVMモニタリソースが異常検出時に障害原因別にコマンドを実行できるようになりま

した。 

96 3.2.1-1 JVMモニタリソースがJava VM起動時のオプションを設定できるようになりました。 

97 3.2.1-1 オフライン版Builder が Java Runtime Environment Version 7 Update 40 と  

Java Runtime Environment Version 7 Update 51 に対応しました。 

98 3.2.1-1 WebManagerとオンライン版Builder が Java Runtime Environment Version 7 

Update 51 に対応しました。 

99 3.2.1-1 clpgrpコマンドに内部通信タイムアウトを指定するための--apitoオプションを追加し

ました。 

100 3.2.1-1 clprscコマンドに内部通信タイムアウトを指定するための--apitoオプションを追加し

ました。 

101 3.2.1-1 clpclコマンドに内部通信タイムアウトを指定するための--apitoオプションを追加しま

した。 
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102 3.2.1-1 Database Agent製品において、[監視(固有)] タブで設定可能なライブラリパスの選

択肢を追加しました。 

103 3.2.1-1 clpstatコマンドに二重起動をチェックする機能を追加しました。 

104 3.2.3-1 4Kネイティブのディスクに対応しました。 

105 3.2.3-1 高負荷時のログ出力処理の遅延を軽減しました。 

106 3.3.0-1 新しくリリースされた kernel に対応しました。 

107 3.3.0-1 Red Hat Enterprise Linux 7、Ubuntu 14.04 LTSに対応しました。 

108 3.3.0-1 JVM監視リソースがJava 8に対応しました。 

109 3.3.0-1 JVM監視リソースが、監視対象のJava VMのGC方式にG1 GCが指定されている

環境に対応しました。 

110 3.3.0-1 モニタリソースの監視タイムアウト発生時にリトライしない機能を追加しました。 

111 3.3.0-1 モニタリソースの監視タイムアウト発生時に回復動作を実行しない機能を追加しまし

た。 

112 3.3.0-1 グループ無停止でリソースを追加する場合の性能を改善しました。 

113 3.3.0-1 オンライン版Builder起動時に自動でライセンス情報を取得するようにしました。 

114 3.3.0-1 PostgreSQL監視にてデータベースの初期化処理中/終了処理中は監視異常としな

いようにしました。 

115 3.3.1-1 新しくリリースされた kernel に対応しました。 

116 3.3.1-1 Red Hat Enterprise Linux 7.1に対応しました。 

117 3.3.1-1 PostgreSQLモニタがPostgreSQL 9.4/PowerGres on Linux 9.4に対応しました。 

118 3.3.1-1 Tuxedo モニタリソースがOracle Tuxedo 12c (12.1.3)に対応しました。 

119 3.3.1-1 JVMモニタリソースが以下に対応しました。 

・OpenJDK 8 

・JBoss Enterprise Application Platform 6.3 

・Apache Tomcat 8.0 

・WebSAM SVF for PDF 9.2 

・WebSAM Report Director Enterprise 9.2 

・WebSAM Universal Connect/X 9.2 

120 3.3.1-1 Oracleモニタ、MySQLモニタ、PostgreSQLモニタ、Sybaseモニタ、DB2モニタの監

視レベルの既定値をレベル3（毎回create/dropも行う）からレベル2（update/select

での監視）に変更しました。 

121 3.3.1-1 プロセス名モニタリソースの監視処理の負荷を軽減しました。 
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122 3.3.2-1 新しくリリースされた kernel に対応しました。 

123 3.3.2-1 Red Hat Enterprise Linux 6.7に対応しました。 

124 3.3.2-1 Asianux 4 Update5およびAsianux 7 に対応しました。 

125 3.3.2-1 MySQLモニタリソースがMySQL 5.7に対応しました。 

126 3.3.2-1 sambaモニタリソースが以下に対応しました。 

・Samba 3.6 

・Samba 4.2 

127 3.3.2-1 WebOTXモニタリソースがWebOTX V9.3に対応しました。 

128 3.3.2-1 JVMモニタリソースが以下に対応しました。 

・WebOTX V9.3 

・JBoss Enterprise Application Platform 6.4 

129 3.3.2-1 SNMPによる情報取得機能がRed Hat Enterprise Linux 7に対応しました。 

130 3.3.2-1 CLUSTERPRO のプロセスの健全性を確認する機能を追加しました。 

131 3.3.2-1 WebManager に不正なリクエストが要求された場合の脆弱性への対応を行いまし

た。 

132 3.3.2-1 クラスタ停止時、クラスタサスペンド時におけるモニタリソースの停止処理を改善しま

した。 

133 3.3.2-1 clpstatコマンドで表示できるクラスタ設定情報を拡張しました。 

134 3.3.3-1 新しくリリースされた kernel に対応しました。 

135 3.3.3-1 Red Hat Enterprise Linux 6.8 および Red Hat Enterprise Linux 7.2 に対応しま

した。 

136 3.3.3-1 Asianux 7 Update1 に対応しました。 

137 3.3.3-1 SUSE Linux Enterprise Server 11 SP4 に対応しました。 

138 3.3.3-1 PostgreSQLモニタリソースが PostgreSQL 9.5 に対応しました。 

139 3.3.3-1 MySQLモニタリソースが MariaDB 5.5 / MariaDB 10.0 / MariaDB 10.1 に対応し

ました。 

140 3.3.3-1 WeblogicモニタリソースがOracle WebLogic Server 12c R2 (12.2.1)に対応しまし

た。 

141 3.3.3-1 JVMモニタリソースがOracle WebLogic Server 12c R2 (12.2.1)に対応しました。 

142 3.3.3-1 ディスクモニタリソースの監視方式の既定値を READ から READ(O_DIRECT) 

に変更しました。 
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143 3.3.3-1 Weblogic モ ニ タ リ ソ ー ス の 追 加 コ マ ン ド オ プ シ ョ ン の 既 定 値 を

"-Dwlst.offline.log=disable"から 

"-Dwlst.offline.log=disable -Duser.language=en_US"に変更しました。 

144 3.3.3-1 Weblogicモニタリソース、WebOTXモニタリソースのポート番号に設定できる範囲を 

1～65535 に拡張しました。 

145 3.3.4-1 新しくリリースされた kernel に対応しました。 

146 3.3.4-1 Red Hat Enterprise Linux 7.3 に対応しました。 

147 3.3.4-1 Asianux 4 Update6 に対応しました。 

148 3.3.4-1 SUSE Linux Enterprise Server 12 SP1 に対応しました。 

149 3.3.4-1 PostgreSQLモニタリソースが PostgreSQL 9.6 に対応しました。 

150 3.3.4-1 DB2モニタリソースが DB2 v11.1 に対応しました。 

151 3.3.4-1 WebOTXモニタリソースがWebOTX V9.4に対応しました。 

152 3.3.4-1 WebSphereモニタリソースが以下に対応しました。 

・WebSphere Application Server 8.5.5 

・WebSphere Application Server 9.0 

153 3.3.4-1 JVMモニタリソースが以下に対応しました。 

・Apache Tomcat 8.5 

・JBoss Enterprise Application Platform 7.0 

・WebOTX V9.4 

154 3.3.4-1 ユーザ空間モニタリソースの監視開始待ち時間の設定が可能になりました。 
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修正情報 

各バージョンにおいて以下の修正を実施しています。 

 

項
番 

修正バージョン 

/ 発生バージョン 
修正項目 

致
命
度 

発生条件 

発生頻度 
原因 

1 
3.0.1-1 

/ 3.0.0-1 
VMライセンスが利用できなかった

問題を修正しました。 
大 

VMライセンス登録時に

発生する。 

ライセンス管理テーブルに

不足があったため。 

2 
3.0.2-1 

/ 3.0.0-1~3.0.1-1 

グループリソース、モニタリソース

の異常時最終動作が、Builderで

は「クラスタサービス～」、

WebManagerでは「クラスタデーモ

ン～」と表示される。 

小 

常時発生する。 機能間で統一されていな

い用語があったため。 

3 
3.0.2-1 

/ 3.0.0-1~3.0.1-1 

Builderで仮想マシングループのプ

ロパティから排他属性が設定でき

てしまう。 
小 

仮想マシングループに対

して常時発生する。 

ウィザードでは設定できな

いように制限したが、プロ

パティでは制限処理が漏

れていたため。 

4 
3.0.2-1 

/ 3.0.0-1~3.0.1-1 

XenServerが利用不可な環境で

XenServerのVMモニタの設定を

行うと、VMモニタが異常終了(core 

dump)することがある。 

小 

XenServerの使用できな

い環境で、VMリソースと

してXenServerを設定し

た場合に発生する。 

VMモニタの初期化処理で

NULLポインタアクセスが

発生するため。 

5 
3.0.2-1 

/ 3.0.0-1~3.0.1-1 

clprexecコマンドを使用した場合、

syslog、アラートに「Unknown 

request」が出力されることがある。 小 

clprexecコマンドで「スク

リプト実行」または「グ

ループフェイルオーバ」を

実行した場合に発生す

る。 

syslog、アラートへの出力

文字列を作成する処理で

「スクリプト実行」、「グルー

プフェイルオーバ」の考慮

が漏れていたため。 

6 
3.0.2-1 

/ 3.0.0-1~3.0.1-1 

モニタリソースのプロパティ画面で

設定を変更しても「適用」ボタンが

押せなくなることがある。 

小 

停止しているサーバが存

在する場合に発生する。 

判定処理で考慮が漏れて

いたため。 

7 
3.0.2-1 

/ 3.0.0-1~3.0.1-1 

Builderのインタコネクト設定画面

で、インタコネクトを複数選択した

状態で削除を行うと一部しか削除

されない。 

小 

Builderにて複数のインタ

コネクトを選択し、削除ボ

タンを押した場合に発生

する。 

複数のインタコネクトが選

択されることの考慮が漏

れていたため。 

8 
3.0.2-1 

/ 3.0.0-1~3.0.1-1 

WebManagerサービス停止時に

異常終了することがある。 
小 

WebManagerサービスを

停止する場合にまれに

発生する。 

リアルタイム更新用スレッ

ドが使用するMutexリソー

スを解放するタイミングに

誤りがあったため。 

9 
3.0.2-1 

/ 3.0.0-1~3.0.1-1 

サーバ名を変更して再起動する場

合にアラート同期サービスが異常

終了することがある。 

小 

サーバ名を変更して再起

動する場合に発生する。 

サーバ一覧取得処理に問

題があったため。 
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10 
3.0.2-1 

/ 3.0.0-1~3.0.1-1 

クラスタ生成ウィザードでクラスタ

名を変更しても既定値に戻ること

がある。 小 

クラスタ生成ウィザードで

クラスタ名を変更して次

へ進んだ後で、クラスタ

名変更画面に戻ると発生

する。 

クラスタ生成ウィザードで

クラスタ名を変更して次へ

進んだ後で、クラスタ名変

更画面に戻ると発生する。 

11 
3.0.2-1 

/ 3.0.0-1~3.0.1-1 

キーワードを256文字以上設定す

ると、mrwモニタを設定していて

も、外部監視連携が動作しないこ

とがある。 

小 

キーワードに256バイト

以上の文字列を設定した

場合に発生する。 

キーワードを保存するため

のバッファサイズが不足し

ていたため。 

12 
3.0.2-1 

/ 3.0.0-1~3.0.1-1 

シャットダウンストール監視を無効

にすると、user空間監視モニタが

起動できない。 
小 

シャットダウンストール監

視を無効にした状態で

user空間モニタを設定す

ると発生する。 

user空間監視モニタの初

期化処理でシャットダウン

ストール監視の確認処理

を行っていたため。 

13 
3.0.2-1 

/ 3.0.0-1~3.0.1-1 

シャットダウンストール監視のタイ

ムアウト時間が変更できない。 
小 

シャットダウンストール監

視のタイムアウト時間を

既定値から変更しても内

容が反映されない。 

常にハートビートのタイム

アウト時間が使用されるよ

うになっていたため。 

14 
3.0.2-1 

/ 3.0.0-1~3.0.1-1 

仮想マシン用ライセンスが正常に

カウントされない。 大 

仮想マシン用ライセンス

のみ適用されている環境

で発生する。 

仮想マシン用ライセンスを

認識するためのID情報に

不足があったため。 

15 
3.0.3-1 

/ 3.0.0-1~3.0.2-1 

設定モードでVMモニタリソースの

「外部マイグレーション発生時の待

ち時間」に数値以外(文字や記号)

が設定できてしまう。 

小 

常時発生する。 Builderによる入力ガード

に考慮漏れがあったた

め。 

16 
3.0.3-1 

/ 3.0.0-1~3.0.2-1 

EXECリソースのタイムアウトとし

て0を指定すると、EXECリソース

の活性が失敗し、緊急シャットダウ

ンしてしまう。 

小 

EXECリソースのタイム

アウトとして0を設定する

と必ず発生する。 

Builderによる入力ガード

に考慮漏れがあったた

め。 

17 
3.0.3-1 

/ 3.0.0-1~3.0.2-1 

中国語版OS上で、Builderでクラ

スタ生成ウィザードを開始するとア

プリケーションエラーが発生する。 

小 

中国語クライアントの場

合に発生する。 

確保外のバッファにアクセ

スをしてしまうケースが

あったため。 

18 
3.0.3-1 

/ 3.0.0-1~3.0.2-1 

特定の環境にて、Builderのクラス

タ生成ウィザードでサーバ追加ボ

タンを押すとアプリケーションエ

ラーが発生する。 

小 

クライアントOSが

RHEL5.5、JREがJRE6 

update23、ブラウザが

Firefox 3.0.18、3.0.10の

場合に発生する。 

JRE側の不具合のため。 

19 
3.0.3-1 

/ 3.0.0-1~3.0.2-1 

ユーザ空間モニタリソースの遅延

警告のアラート(syslog)に表示さ

れる時刻の単位が誤っており、

tickcountで表示されるべき数値が

秒で表示される。 

小 

常時発生する。 出力時の変換方法を誤っ

ていたため。 
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20 
3.0.3-1 

/ 3.0.0-1~3.0.2-1 

アラートメッセージの内容は

512Byteを超えた場合に、アラート

デーモンが異常終了する。 

小 

アラートメッセージの内容

が512Byteを超えた場合

に発生する。 

アラートメッセージ用の

バッファサイズに不足が

あったため。 

21 
3.0.3-1 
/3.0.2-1 

WebManagerで［ファイル］メ

ニューから［終了］を選択したとき

に正常に終了できない。 
小 

WebManagerで[ファイ

ル]メニューの[終了]を選

択した場合に発生する。 

WebManagerを終了する

際、設定モード(Builder) 

の終了処理に不備があっ

たため。 

22 
3.1.0-1 

/ 3.0.0-1~3.0.4-1 

クラスタがサスペンドしている状態

で、モニタリソースの一時停止が

必要な構成変更を行った場合に

アップロードできない。 

小 

クラスタサスペンド状態

で、モニタリソースの一時

停止が必要な変更を行っ

た場合に発生する。 

アップロード時のチェック

処理でモニタリソースのス

テータスが一時停止かどう

かでのみ判断していたた

め。 

23 
3.1.0-1 

/ 3.0.0-1~3.0.4-1 

常駐型モニタリソースで、監視開

始待ちを行う際、監視開始待ち時

間ではなく、タイムアウト時間が参

照されている。 小 

監視開始待ち時間設定

時に常に発生する。 

また、常駐型モニタの場

合は必ず初回監視時に

タイムアウトを待ってしま

う。 

常駐モニタ用の監視開始

待ち時間の処理が無効に

なっていたため。 

24 
3.1.0-1 

/ 3.0.0-1~3.0.4-1 

ログ収集、設定情報配信等で、エ

ラーが発生したにも関わらず正常

終了したように見えることがある。 

小 

データ受信に失敗した場

合に発生する。 

成功したかどうかの判定

処理に不備があったた

め。 

25 
3.1.0-1 

/ 3.0.0-1~3.0.4-1 

統合WebManager用IPアドレスが

設定されていない場合、統合マ

ネージャの各クラスタへの接続失

敗時のエラーメッセージが不正と

なる。 

小 

統合WebManager用IP

アドレスが設定されてい

ない場合に発生する。 

旧設定項目の名称が最新

化されていなかったため。 

26 
3.1.0-1 

/ 3.0.0-1~3.0.4-1 

最大再起動回数制限が設定され

ている場合、稀にクラスタサービス

停止処理でcore dumpが発生する

ことがある。 

小 

最大さ起動回数制限を

設定している場合に発生

する。 

終了処理でログ出力ライ

ブラリの終了処理を実行し

た後でログを出力した場

合に不正メモリアクセスが

発生するため。 

27 
3.1.0-1 

/ 3.0.0-1~3.0.4-1 

グループ操作、リソース操作を

行った場合、微小なメモリリークが

発生する。 

小 

グループ操作時、リソー

ス操作時に発生する。 

スレッド終了後にスレッド

情報の破棄を行えていな

い箇所があるため 

28 
3.1.0-1 

/ 3.0.0-1~3.0.4-1 

最終動作前スクリプトの実行処理

でタイムアウトが発生し、強制終了

させた場合にゾンビプロセスが残

ることがある。 

小 

スクリプトの実行処理で

タイムアウトが発生し、強

制終了させた場合に発

生することがある。 

SIGKILLによってプロセス

が終了する前にwaitpid()

を実行することがあるた

め。 
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29 
3.1.0-1 

/ 3.0.0-1~3.0.4-1 

モニタ異常時のアクションが最終

動作まで実行された状態で、

clpmonctrlコマンドを使用して回復

動作回数をクリアしても反映されな

い。 

小 

clpmonctrlコマンドでクリ

アした場合には常時発生

する。 

共有メモリ上の値をクリア

しても、リソースモニタプロ

セスのメモリに保存してい

る値をクリアしていないた

め。 

30 
3.1.0-1 

/ 3.0.0-1~3.0.4-1 

Builderのグループプロパティの起

動サーバタブの利用可能サーバ

一覧でサーバ名が長い場合に完

全に表示することが出来ない。 

小 

サーバ名が長い場合に

発生する。 

横スクロールバーが表示

されないため。 

31 
3.1.0-1 

/ 3.0.0-1~3.0.4-1 

監視処理を継続している状態で、

モニタリソースの停止を行った場

合、Application Server Agent の

停止時に自分以外のプロセスを強

制終了させてしまうことがある。 

大 

監視処理を継続している

状態でモニタリソースの

停止を行った場合に発生

することがある。 

自身の子プロセスを終了

させる処理に不備があっ

たため。 

32 
3.1.0-1 

/ 3.0.0-1~3.0.4-1 

モニタ一時停止実行後にモニタの

ステータスが"サスペンド"以外にな

ることがある。 

小 

モニタ一時停止実行時に

発生することがある。 

ステータスをサスペンドに

設定した後で上書きされる

ことがあったため。 

33 
3.1.0-1 

/ 3.0.0-1~3.0.4-1 

常駐モニタリソースの一時停止を

実行した場合、モニタプロセスがゾ

ンビプロセスとして残ることがあ

る。 

小 

常駐モニタリソースの一

時停止を実行した場合に

発生することがある。 

子プロセスの待ち合わせ

をする際に、タイミングに

よっては、waitpid()が実際

されないことがあったた

め。 

34 
3.1.0-1 

/ 3.0.0-1~3.0.4-1 

多種のリソース/モニタを利用し、ロ

グを出力するCLUSTERPROのモ

ジュールタイプが128種を超えた場

合、内部ログが出力されないこと

がある。 

小 

多種のリソース/モニタを

利用し、ログを出力する

CLUSTERPROのモ

ジュールタイプが128種

を超えた場合に発生す

る。 

初期化を実行したタイプを

管理する領域が128タイプ

用しかないため。 

35 
3.1.0-1 

/ 3.0.0-1~3.0.4-1 

グループ遷移中のためクラスタサ

スペンドが失敗した場合にメモリ

リークが発生する。 

小 

サスペンド要求が失敗し

た場合に発生する。 

クラスタサスペンド失敗時

に内部情報を破棄してい

なかったため。 

36 
3.1.0-1 

/ 3.0.0-1~3.0.4-1 

グループ遷移中のためクラスタ停

止が失敗した場合にメモリリークが

発生する。 

小 

クラスタ停止要求が失敗

した場合に発生する。 

クラスタ停止失敗時に内

部情報を破棄していな

かったため。 

37 
3.1.0-1 

/ 3.0.0-1~3.0.4-1 

genwの設定として、同期型、かつ"

ダンプ採取機能"が有効の場合、

genwのモニタタイムアウトが発生

すると、子プロセスが残ったままに

なる。 

小 

genwの設定として、同期

型かつ”ダンプ採取機能”

が有効の場合に発生す

る。 

genwが子プロセスを終了

させる前に終了してしまう

ケースがあるため。 
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38 
3.1.0-1 

/ 3.0.0-1~3.0.4-1 

ホスト名がFQDNの場合、

clprexecコマンドからの要求が失

敗することがある。 小 

ホスト名がFQDNの場合

に発生する。 

OSから取得したホスト名

がFQDNの場合、そのま

ま使用すると構成情報ファ

イルからサーバが見つけ

られないため。 

39 
3.1.0-1 

/ 3.0.0-1~3.0.4-1 

WebManager に表示するオブ

ジェクトの数が多い場合に、

WebManager サービスが異常終

了することがある。 

小 

サーバ数、グループ数、

モニタリソース数が多い

場合に発生する。 

情報表示用のメモリ確保

処理に問題があったた

め。 

40 
3.1.1-1 

/ 3.0.0-1~3.1.0-1 

XenServerが使えない環境で、

XenServerの仮想マシンリソース

が初期化に失敗した場合、異常終

了することがある。 

小 

XenServerの使用できな

い環境でXenServer用の

VMリソースを設定した場

合に発生する。 

XenServer が使えない環

境での考慮漏れがあった

ため。 

41 
3.1.1-1 

/ 3.0.0-1~3.1.0-1 

XenServerが使えない環境で、

XenServerの仮想マシンモニタリ

ソースが初期化に失敗した場合、

異常終了することがある。 

小 

XenServerの使用できな

い環境でXenServer用の

VMモニタリソースを設定

した場合に発生する。 

XenServer が使えない環

境での考慮漏れがあった

ため。 

42 
3.1.1-1 

/ 3.0.0-1~3.1.0-1 

ログ収集実行後、ログ収集機能の

一部のOS資源が残ったままとなる

ことがある。 小 

ログ収集コマンドでログ

収集中に”ctrl+C”でコマ

ンドを中止すると発生す

ることがある。 

スレッドの初期化完了後

に、親スレッド側で初期化

完了を待ち合わせる処理

が実行された場合に、無

限待ちになっていたため。 

43 
3.1.1-1 

/ 3.0.0-1~3.1.0-1 

ログ収集実行後、本来削除する対

象のファイルが残ってしまうことが

ある。 

小 

SuSE Linuxの場合に発

生する。 

SuSE Linuxの場合のtar 

コマンドのオプションの考

慮漏れがあったため。 

44 
3.1.1-1 

/ 3.0.0-1~3.1.0-1 

VMライセンス使用時、クラスタ起

動時に不要なアラートが出力され

る。 

小 

VMライセンスの場合に

発生する。 

VMライセンス使用時、本

来出力不要なメッセージを

出力していたため。 

45 
3.1.1-1 

/ 3.0.0-1~3.1.0-1 

リソースの既定の依存関係の

チェックを外し、一切の依存関係を

設定せずに構成情報のアップロー

ドを行った場合、グループ停止が

必要にも関わらず、クラスタサスペ

ンドのみが要求されてしまう。 

小 

リソースの既定の依存関

係のチェックをはずし、一

切の依存関係を設定せ

ずに構成情報のアップ

ロードを行った場合に発

生する。 

反映方法を定義している

ファイルに不備があったた

め。 

46 
3.1.1-1 

/ 3.0.0-1~3.1.0-1 

サーバ数が多い場合など、統合

WebManager に表示するための

情報が多い場合に、

WebManager が異常終了するこ

とがある。 

小 

サーバ数が多い場合な

ど、統合WebManagerに

表示する情報が多い場

合に発生する。 

テンポラリのバッファが 

4096byte で固定のため、

4096byte を超える情報

がある場合に不正メモリア

クセスが発生していたた

め。 

47 
3.1.1-1 

/ 3.1.0-1 

rcのメッセージID=26に誤りがあ

る。 小 

グループ停止待ち合わ

せ設定時に発生する。 

has started になっている

が has been completed 

が正しい。 
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48 
3.1.1-1 

/ 3.1.0-1 

グループリソース追加時の反映方

法は「グループ停止＋サスペンド」

が正しいが、「クラスタ停止」が実

行される。 

小 

グループリソース追加時

のアップロードで発生す

る。 

反映方法を定義している

ファイルに不備があったた

め。 

49 
3.1.1-1 

/ 3.1.0-1 

WebManagerでOracleモニタリ

ソースを選択した場合に、情報を

表示することが出来ない。 

小 

Oracleモニタリソースを

設定した場合に発生す

る。 

Oracleモニタリソースの内

部情報ファイルに間違い

があったため。 

50 
3.1.1-1 

/ 3.0.0-1~3.1.0-1 

WebManagerの更新頻度が高い

場合や、clpstatの実行頻度が高い

場合、clprcプロセスの使用する

ファイルディスクリプタがリークする

ことがある。 

小 

APISVへの同時接続数

が128を超えると発生す

る。(相手サーバがストー

ルしている場合等でない

と発生しない) 

ファイルディスクリプタの

close処理が行われない

場合があったため。 

51 
3.1.1-1 

/ 3.1.0-1 

rm の ID=170,171 のアラートに

モニタリソース名が正しく出力され

ない。 

小 

モニタリソースの回復ス

クリプトが実行された場

合に発生する。 

ID=170,171 を出力する

際の処理が誤っていたた

め。 

52 
3.1.1-1 

/ 3.0.0-1~3.1.0-1 

複数のリソースが活性処理中に異

常を検出した場合、アルファベット

順で最初に見つかった異常リソー

スの最終動作が実行されるため、

[何もしない] が設定されているリ

ソースが先に見つかると、シャット

ダウンなどの動作が実施されなく

なる。 

小 

グループ起動で複数のリ

ソースが活性異常になっ

た場合に発生する。 

最初に異常が見つかった

異常リソースの最終動作

のみしか実行していなかっ

たため。 

53 
3.1.1-1 

/ 3.1.0-1 

WebManager Mobileで操作ボタ

ンを連続して押すと、確認ダイアロ

グが複数回表示されることがあ

る。 

小 

操作ボタンを連続して押

した場合に発生する。 

操作ボタン押下時の排他

処理が不十分だったた

め。 

54 
3.1.1-1 

/ 3.1.0-1 

WebManagerの設定モードにおい

てデフォルトのスクリプトのulimit 

が削除されている。 

小 

スクリプトを新規に作成

する場合に発生する。 

設定モードのデフォルトス

クリプトが間違っていたた

め。 

55 
3.1.1-1 

/ 3.0.0-1~3.1.0-1 

仮想マシンリソース削除時、連携

する仮想マシンモニタリソースが自

動削除されないことがある。 
小 

仮想マシンモニタリソー

スの回復対象を

LocalServerに設定した

場合に発生する。 

モニタリソースの自動削除

処理において削除条件判

定処理に不備があったた

め。 

56 
3.1.1-1 

/ 3.0.0-1~3.1.0-1 

サーバ管理基盤との連携が有効

な場合に、基盤側モジュールの起

動前に外部連携モニタリソースの

監視が開始されると、ステータスが 

OFFLINE のままになることがあ

る。 

小 

サーバ管理基盤との連

携が有効な場合に、基盤

側モジュールの起動が遅

延すると発生することが

ある。 

外部連携モニタリソースの

ステータス更新処理に不

備があったため。 

57 
3.1.1-1 

/ 3.0.3-1~3.1.0-1 

NFS モニタリソースが nfsd の単

独消滅を検知できない。 小 

nfs関連サービス全体で

はなく、nfsdが単独で終

了した場合に発生する。 

アンマウント処理が正常に

行われた場合は正常と判

断していたため。 
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58 
3.1.1-1 

/ 3.0.3-1~3.1.0-1 

JVMモニタリソースにおいて、複数

の監視先を登録した場合、JVM 

モニタリソースの監視開始時、監

視が失敗し、警告状態になること

がある。 

中 

複数の監視先を登録した

場合、監視開始時にまれ

に発生する。 

Java API がスレッドセー

フではないため。 

59 
3.1.1-1 

/ 3.1.0-1 

システム上に1024バイト以上のプ

ロセス名を持つプロセスが存在し

た場合、プロセス名モニタリソース

が異常終了することがある。 

小 

システム上に1024バイト

以上のプロセス名を持つ

プロセスが存在した場合

に発生する。 

1024 バイト以上のプロセ

ス名を持つプロセスが存

在する環境での考慮漏れ

があったため。 

60 
3.1.1-1 

/ 3.1.0-1 

監視レベルがレベル2であり、且

つ、監視用テーブル作成時にレ

コードの作製が行われていなかっ

た場合に、PostgreSQL モニタリ

ソースが異常終了することがあ

る。 

小 

監視レベルがレベル2で

あり、かつ監視用テーブ

ル作成時にレコードの作

成が行われていなかった

場合に発生する。 

レベル2の監視において 

select によるDB からの

読み込み確認時にレコー

ドがない場合の対処が不

足していたため。 

61 
3.1.1-1 

/ 3.1.0-1 

Database Agent がタイムアウト

を検出した際、監視のリトライを監

視インターバルを待たず、即時

行ってしまう。 

小 

Database Agentが異常

を検出し、かつ監視リトラ

イを設定されている場合

に発生する。 

監視タイムアウト後のリト

ライ処理に考慮漏れが

あったため。 

62 
3.1.0-1 

/ 3.0.0-1~3.0.4-1 

特定のモニタリソースの初回起動

時、起動に失敗し、監視異常にな

ることがある。 
中 

特定のマシン環境にて、

メッセージ受信モニタリ

ソースに発生することが

ある。 

未初期化の変数が存在し

たため。 

63 
3.1.3-1 

/ 3.1.0-1~3.1.1-1 

WebManagerからリジュームを実

行した場合に、「リジュームに失敗

したサーバがあります」と表示され

るべき状況で「リジュームに失敗し

ました」と表示される。 

小 

停止サーバが存在する

状態で強制サスペンドを

実行し、その状態でリ

ジュームを実行した場合

に発生する。 

メッセージの文言に誤りが

あったため。 

64 
3.1.3-1 

/ 3.0.0-1~3.1.1-1 

CLUSTERPRO Web Alert サー

ビスが異常終了し、このサービス

の再起動が発生することがある。 

小 

CLUSTERPRO Web 

Alert サービスを意図的

にkillした場合、次回起動

時に稀に発生する。また

通常運用時にも稀に発

生することがある。 

/proc/pid/cmdlineを読み

込む際のバッファ領域が

不足していたため。また、

スレッドセーフでは無い、

strerr()が複数スレッドから

利用される場合があった

ため。 

65 
3.1.3-1 

/ 3.0.0-1~3.1.1-1 

SuSE11にて、ログ通信方法を

UDPに設定すると、内部ログが出

力されなくなる。 

小 

SuSE11にてログの通信

方法をUDPに設定した

場合に発生する。 

ソケットの作成方法に問題

があったため。 

66 
3.1.3-1 

/ 3.1.1-1 

特定のモニタリソースが含まれる

環境で、「モニタ一時停止/開始の

一括操作」ができないことがある。 
小 

ユーザ空間モニタリソー

ス、メッセージ受信モニタ

リソース、仮想マシンモニ

タリソースが存在する場

合に発生することがあ

る。 

モニタリソース名保存領域

の初期化漏れのため。 
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67 
3.1.3-1 

/ 3.0.0-1~3.1.1-1 

clprexec コマンドによるスクリプト

実行が失敗することがある。 
小 

clprexec で実行するス

クリプトをマニュアル記載

のパスに格納した場合に

発生する。 

clptrnreqコマンド用のスク

リプト格納パスを利用して

いたため。 

68 
3.1.3-1 

/ 3.0.0-1~3.1.1-1 

グループリソースの活性異常、非

活性異常時の最後のリトライ処理

に5秒の余分な時間がかかる。 小 

グループリソースの活性

リトライ、非活性リトライ

が設定されている状態

で、活性異常、非活性異

常時に発生する。 

リソースの活性異常、非活

性異常時のリトライ処理で

最後のリトライのときに無

駄なスリープ（5秒）がある

ため。 

69 
3.1.3-1 

/ 3.0.0-1~3.1.1-1 

クラスタ停止処理中、外部連携モ

ニタの異常を検出することがある。 

小 

クラスタ停止処理中に外

部連携モニタの監視が実

行された場合に発生する

ことがある。 

クラスタ停止処理中では、

監視プロセスを生成せず

に成功として扱うが、その

状況でも監視プロセスの

存在確認を実施していた

ため。 

70 
3.1.3-1 

/ 3.0.2-1~3.1.1-1 

ログ収集時、ローテートされた

syslogのファイルが収集されない

ことがある。 小 

RHEL6以降でログ収集

を実行した場合に発生す

る。 

ローテートされた 

messages ファイルの命

名規則が変更されていた

のに追随できていなかっ

たため。 

71 
3.1.3-1 

/ 3.0.0-1~3.1.1-1 

クラスタ停止処理が完了しないこと

がある。 
小 

外部連携モニタリソース

が設定されている場合、

稀に発生することがあ

る。 

スレッド終了要求を確認す

る処理で、終了処理が抜

けている箇所があったた

め。 

72 
3.1.3-1 

/ 3.1.0-1~3.1.1-1 

SNMPトラップ送信先設定で、送

信先を33個以上設定できてしま

う。 小 

SNMPトラップ送信先設

定で、送信先を32個追加

した状態から再度送信先

設定画面を開いた場合

に発生する。 

SNMPトラップ送信先設定

の画面表示時の「追加」ボ

タン制御処理に不備が

あったため。 

73 
3.1.3-1 

/ 3.0.0-1~3.1.1-1 

ディスクモニタリソースで 監視方

法"READ"を利用している場合、

「I/Oサイズ」が既定値に戻ることが

ある。 

小 

「監視方法」として

"READ"を設定した状態

から、"TUR"に変更し、

再び"READ"に戻した場

合に発生する。 

「監視方法」を変更した時

に、「I/Oサイズ」を記憶す

る処理が漏れていたた

め。 

74 
3.1.3-1 

/ 3.0.0-1~3.1.1-1 

構成情報のアップロード時、モニタ

リソースが異常を誤検出すること

がある。 
中 

構成情報のアップロード

時、ごく稀に発生すること

がある。 

構成情報ファイルを置換し

ているタイミングでモニタリ

ソースが構成情報を参照

しようとすると、構成情報

ファイルの読み込みに失

敗するため。 

75 
3.1.3-1 

/ 3.0.0-1~3.1.1-1 

FTPモニタリソースが監視タイムア

ウトを誤検出することがある。 
中 

FTPサーバが途中応答

と最終応答を同時に返却

してきた場合に発生す

る。 

途中応答と最終応答を同

時に返却してきた場合の

処理に誤りがあったため。 
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76 
3.1.3-1 

/ 3.0.0-1~3.1.1-1 

PostgreSQLモニタリソースにおい

て、監視処理のタイムアウトが発

生したときに、PostgreSQLとの

セッションが残留して次の監視処

理が失敗することがある。 

小 

監視処理でタイムアウト

が発生したときで、イン

ターバルに設定されてい

る間隔が短い場合に発

生する。 

タイムアウト発生時の

PostgreSQLとの監視処

理の取り消し処理に不足

があったため。 

77 
3.1.3-1 

/ 3.0.0-1~3.1.1-1 

clpstatコマンドの結果表示に10秒

以上かかることがある。 

小 

clpstatコマンド実行時

に、ごく稀に発生すること

がある。 

タイミングによってスレッド

の初期化完了を待ち合わ

せできず、タイムアウト待

ちとなることがあったた

め。 

78 
3.1.4-1 

/ 3.1.3-1 

時刻情報に更新があるにも関わら

ず、WebManagerで時刻情報アイ

コンが点滅しないことがある。 
小 

WebManagerを接続後、

サーバの停止・開始を実

行した場合に発生するこ

とがある。 

サーバ開始時に初回接続

と判定していたため。 

79 
3.1.4-1 

/ 3.0.0-1~3.1.3-1 

アラート同期サービスの再起動が

発生することがある。 
小 

通常運用時、ごく稀に発

生する。 

スレッドセーフでは無いシ

ステムコールが複数スレッ

ドから利用される場合が

あったため。 

80 
3.1.4-1 

/ 3.0.0-1~3.1.3-1 

WebManager、clpstatコマンド、

SNMPマネージャ連携等の情報表

示が失敗する場合がある。 
小 

インタコネクト抜線や高

負荷等で内部通信にタイ

ムアウトが発生し、その

後、インタコネクトの切り

替わりが発生する前に復

帰した場合に発生する。 

サーバ間の情報取得要求

の順序がずれてしまうこと

があるため。 

81 
3.1.4-1 

/ 3.0.0-1~3.1.3-1 

clplogcfコマンドの実行結果が表

示されないことがある。 

小 

clplogcfコマンド実行時、

イベントサービスが表示

情報を保存するための一

時ファイルを更新してい

る場合に発生する。 

イベントサービスが表示用

ファイルを更新する際、一

旦ファイルを空にしてから

情報を書き込んでいるた

め。 

82 
3.1.4-1 

/ 3.1.0-1~3.1.3-1 

clpstatコマンドによるディスクモニ

タリソースのプロパティ表示時、"

ディスクフル検出時動作"が表示さ

れない。 

小 

下記のコマンドを実行し

た場合に発生する。 

clpstat --mon "ディスク

モニタ名" –detail 

パラメータ表示設定に誤り

があったため。 

83 
3.1.4-1 

/ 3.0.0-1~3.1.3-1 

モニタリソース停止時、他のプロセ

スを強制終了させてしまうことがあ

る。 
大 

モニタリソース停止時、

CLUSTERPROが管理

しているモニタリソースの

pidを他のプロセスが使

用していた場合に発生す

る可能性がある。 

SIGKILLを発行する前に

プロセスの生存確認とプロ

セス名の確認をしていな

かったため。 

84 
3.1.4-1 

/ 3.0.0-1~3.1.3-1 

構成情報の反映に失敗することが

ある。 小 

OSの言語設定が日・英・

中以外の場合に発生す

ることがある。 

システム情報取得時、環

境変数LANGの設定が漏

れていたため。 
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85 
3.1.4-1 

/ 3.0.0-1~3.1.3-1 

ユーザ空間モニタリソースが遅延

警告を誤検出することがある。 

小 

32bit OSの環境で、ユー

ザ空間モニタリソースを

設定した状態で、OSを

198日以上、連続稼動さ

せた場合に発生する可

能性がある。 

クロックチック数を符号付

きで差分計算していたた

め。 

86 
3.1.4-1 

/ 3.1.3-1 

一部モニタリソースが監視異常を

誤検出することがある。 

中 

32bit OSの環境で、下記

モニタリソースを設定した

状態で、OSを198日以

上、連続稼動させた場合

に発生する可能性があ

る。 

[発生する可能性のある

モニタリソース] 

- db2w 
- ddnsw 
- genw 
- jraw 
- mysqlw 
- oraclew 
- psqlw 
- psw 
- sraw 
- sybasew 
- vipw 

クロックチック数を符号付

きで差分計算していたた

め。 

87 
3.1.4-1 

/ 3.1.0-1~3.1.3-1 

プロセス名モニタリソースが不正

終了することがある。 

小 

プロセス名モニタリソース

が設定されている環境

で、クラスタサスペンド・

停止を行った際に発生す

ることがある。 

内部動作においてサスペ

ンド要求・停止要求を受け

たときの考慮が不足して

いたため。 

88 
3.1.4-1 

/ 3.0.0-1~3.1.3-1 

HTTPモニタリソースによる監視が

失敗することがある。 

中 

httpsでの監視を行ってお

り、SSLでの受信時に

renegotiateが要求され

る環境の場合に発生す

る。 

HTTPモニタリソースが、

renegotiate要求に対する

処理に不備があったた

め。 

89 
3.1.4-1 

/ 3.1.1-1~3.1.3-1 

ログ収集時、一部coreファイルが

収集されないことがある。 

小 

ログ収集実行時、複数の

coreファイルが存在する

場合に発生することがあ

る。 

ログファイル圧縮時、最初

に見つかったcoreファイル

を圧縮した後、他のcore

ファイルを削除するように

なっていたため。 

90 
3.1.5-1/ 

3.0.0-1~3.1.4-1 

clpmonctrlコマンドで表示される回

復動作実行回数の表示順が誤っ

ている。 
小 

clpmonctrlコマンドを -v 

オプションで 実行した場

合に発生する。 

最大再活性回数と最大

フェイルオーバ回数の表

示順が逆になっていたた

め。 
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91 
3.1.5-1/ 

3.1.0-1~3.1.4-1 

WebManager の設定モードにて

リソース追加ウィザードで[ライセン

ス情報取得]ボタンを押すと、コメン

ト欄が空欄になる。 

小 

[ライセンス情報取得]ボ

タンを押した時に常時発

生する。 

[ライセンス情報取得]実行

後の入力欄初期化処理に

不備があったため。 

92 
3.1.5-1/ 

3.1.0-1~3.1.4-1 

WebManager の設定モードにて

モニタ追加ウィザードで[ライセンス

情報取得]ボタンを押すと、名前欄

に初期値がセットされない。 

小 

[ライセンス情報取得]ボ

タンを押した時に常時発

生する。 

[ライセンス情報取得]実行

後の入力欄初期化処理に

不備があったため。 

93 
3.1.5-1/ 

3.0.0-1~3.1.4-1 

WebManager の設定モードで上

限数を超えるモニタリソースが作

成されてしまうことがある。 小 

モニタリソース数が上限

に達している時に、モニ

タリソースの自動追加を

伴うリソース追加を行うと

発生する。 

モニタリソースの自動追加

処理において、最大数

チェックが漏れていたた

め。 

94 
3.1.5-1/ 

3.0.0-1~3.1.4-1 

グループリソース管理プロセスに

アプリケーションエラーが発生し、

緊急シャットダウンすることがあ

る。 

中 

OSで使用可能な最大

ファイルディスクリプタ数

を超えた状態で内部通信

接続した場合。 

OSで使用可能な最大ファ

イルディスクリプタ数を超

えた場合に、使用中のソ

ケットに対して誤操作を

行ってしまうため。 

95 
3.1.5-1/ 

3.1.0-1~3.1.4-1 

execリソースの活性処理に失敗す

ることがある。 

中 

ログローテートするように

設定されたexecリソース

が複数同時に実行され

た場合、且つ、これらが

当該サーバでの初回起

動である場合に発生する

ことがある。 

一時ファイル用のディレク

トリ作成処理が同時に実

行された場合に、後から実

行したディレクトリ作成処

理が失敗するため。 

96 
3.1.5-1/ 

3.0.0-1~3.1.4-1 

一部のモニタリソースにおいて異

常のアラートがインターバルごとに

記録され続けることがある。 

小 

以下のモニタリソースが

初期化異常(ライブラリパ

ス不正等)になった場合

に発生する。 

[発生する可能性のある

モニタリソース] 

- db2w 
- ddnsw 
- genw 
- jraw 
- mysqlw 
- oraclew 
- psqlw 
- psw 
- sraw 
- sybasew 
- vipw 

初期化異常時に毎回ア

ラートを記録するように

なっていたため。 
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97 
3.1.5-1/ 

3.0.0-1~3.1.4-1 

FTPモニタリソースが監視異常を

誤検出することがある。 

小 

FTPサーバに登録する

バナーメッセージや接続

時のメッセージが長い文

字列または複数行の場

合に発生する。 

FTPサーバからのレスポ

ンスを全て受信する前に 

FTP監視が次のコマンドを

実行していたため。 

98 
3.1.5-1/ 

3.1.0-1~3.1.4-1 

クラスタ停止時、System 

Resource Agent のバックグラウ

ンドプロセスに関する、無用なメッ

セージが出力されることがある。 

小 

System Resource 

Agent を利用している環

境でクラスタ停止時に発

生する。 

マルチスレッド処理におけ

るリソース開放時の考慮

が不足していたため。 

99 
3.1.5-1/ 

3.0.0-1~3.1.4-1 

メール通報機能において、メール

の送信に失敗することがある。 

小 

通報先SMTPサーバの

グリーティングメッセージ

にドメイン名が含まれて

いない場合に発生する。 

SMTP サーバが返すグ

リーティングメッセージのド

メイン名をHELO、EHLO

コマンドのドメインとして使

用していたため。 

100 
3.1.7-1/ 

3.0.0-1~3.1.6-1 

clpcfctrlコマンドでの構成情報アッ

プロード時、OSメモリ不足では無

いにも関わらず、OSメモリ不足の

エラーになることがある。 

小 

サーバ上に存在しないIP

を指定したインタコネクト

設定がある構成情報を

アップロードした場合に

発生する。 

cfctrlコマンドの異常系処

理に不備があったため。 

101 
3.1.7-1/ 

3.0.0-1~3.1.6-1 

EXECリソースで使用する環境変

数CLP_DISKに仮想マシンリソー

スの活性処理結果が反映されてし

まう。 

小 

仮想マシンリソースを利

用している場合に発生す

る。 

仮想マシンリソースの内部

的な種別がディスクと同義

の扱いになってしまってい

たため。 

102 
3.1.7-1/ 

3.1.5-1~3.1.6-1 

モニタ異常による回復動作が行え

なくなることがある。 

小 

モニタ異常による最終動

作としてグループ停止が

実行されたグループおよ

びリソースに対して、同

一サーバで別モニタリ

ソースによる回復動作実

行時に発生する。 

最終動作(グループ停止)

を実行後に回復対象の排

他フラグの初期化処理が

漏れていたため。 

103 
3.1.7-1/ 

3.0.0-1~3.1.6-1 

clplogccコマンド実行時に、ログ

ファイルを-oオプションで指定され

たディレクトリに保存できないこと

がある。 小 

clplogcc -l実行時に、-o

オプションで

CLUSTERPROインス

トールパスとは別のファ

イルシステムのディレクト

リを指定した場合に発生

する。 

別ファイルシステムへの保

存時の考慮が漏れていた

ため。 

104 
3.1.7-1/ 

3.0.0-1~3.1.6-1 

WebManager の設定モードで外

部連携モニタの回復動作にフェイ

ルオーバに関する設定ができてし

まう。 

小 

外部連係モニタ使用時に

発生する。 

SSSの回復動作の設定に

おいて、フェイルオーバの

考慮が漏れていたため。 
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105 
3.1.7-1/ 

3.0.0-1~3.1.6-1 

WebManager の設定モードで意

図しないタイミングで最終動作の

内容が変更されてしまうことがあ

る。 

小 

モニタリソースのプロパ

ティの回復動作タブで回

復対象を変更した場合に

発生することがある。 

回復対象選択時の考慮が

不足していたため。 

106 
3.1.7-1/ 

3.0.0-1~3.1.6-1 

同じモニタリソースが重複して起動

されてしまい、無用な回復動作が

行われてしまうことがある。 
大 

クラスタ起動時に、常時

監視のモニタリソースと

活性時監視のモニタリ

ソースの起動処理が同

時に行われた場合に、ご

く稀に発生する。 

複数スレッドによる、モニタ

リソースの起動判定処理

に不備があったため。 

107 
3.1.7-1/ 
3.1.5-1 

WebManagerに以下のアラートが

出力されることがある。 

 

TYPE:rm、ID:9 

Detected an error in monitoring 

<モニタリソース名>. (<エラーナン

バー> : <エラーメッセージ>) 

 

TYPE:rm、ID:25 

Recovery will not be executed 

since the recovery target <グ

ループ名またはグループリソース

名> is not active. 

中 

クラスタ停止する際に、

フェイルオーバグループ

の停止処理で時間が掛

かった場合に発生する。 

クラスタ停止時にグループ

リソースと活性時監視のモ

ニタリソースの停止が非同

期で行われていたため。 

108 
3.1.7-1/ 

3.0.0-1~3.1.6-1 

WebManagerに以下のアラートが

出力されないことがある。 

 

TYPE:rm、ID:100 

Restart count exceeded the 

maximum of <回数>. Final 

action of monitoring  <モニタリ

ソース名> will not be executed. 

小 

アラートが出力された

後、モニタリソースが一

旦正常に戻り、24時間以

内に再び異常を検出し最

終動作を無視した場合に

発生する。 

モニタリソースが一度正常

に戻った場合、改めて出

力した方がよいが、固定

的に24時間は再出力され

ないようになっていたた

め。 

109 
3.1.7-1/ 

3.0.3-1~3.1.6-1 

WebManagerの設定モードでJVM

モニタリソース作成時に[Nursery 

Space]と[Old Space]が監視対象

にならないことがある。 
小 

JVMモニタリソースを新

規に作成時に、「JVM種

別」に「Oracle JRockit」

を選択し、調整プロパティ

を開かずに作成した場合

に発生する。 

調整プロパティの設定値

の初期値について、「JVM

種別」の考慮が漏れてい

たため。 
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110 
3.1.7-1/ 

3.0.0-1~3.1.6-1 

WebManagerの設定モードで[設

定の反映]を実行すると 

WebManager サーバプロセスで

メモリリークが発生する。一回の実

行につき [80 + 256 *利用してい

るモニタタイプ数 + 256 * モニタリ

ソース数] のリークが発生する。 

小 

[設定の反映]の実行時に

発生する。 

構成情報反映時のノード

情報を取得する処理と不

必要なスクリプトフォルダ

を削除する処理において、

cfmgrライブラリでメモリの

解放漏れがあったため。 

111 
3.1.7-1/ 

3.0.0-1~3.1.6-1 

WebManagerの設定モードで

[サーバのプロパティ]-[BMCタブ]で

IPアドレス等を変更した場合に、サ

スペンド/リジュームを実行しても変

更が反映されないことがある。 

中 

筐体ID連係機能を使用

している場合に発生する 

筐体ID連係機能に関して

はIPアドレスの変更がサ

スペンド/リジュームで反映

できるように実装されてい

なかったため。 

112 
3.1.7-1/ 

3.1.3-1~3.1.6-1 

モニタ異常検出による回復動作の

実行が遅れることがある。 

小 

以下全ての条件に合致

する場合に発生する。 

- 時刻情報表示機能が

有効である 

- 現在CLUSTERPRO

が利用しているインタコ

ネクトが断線した 

- インタコネクト断線に伴

い、モニタ異常を検出し

た 

現在利用しているインタコ

ネクトを使用して時刻情報

の更新を同期し、それを待

ち合わせていたため。 

113 
3.1.7-1/ 

3.0.0-1~3.1.6-1 

仮想マシンモニタリソースが異常を

誤検出することがある。 

小 

仮想マシンモニタリソー

スの監視インターバルが

15秒以上に設定されて

いる場合に発生すること

がある。 

他ノードの仮想マシン状態

を確認する間隔が、15秒

固定になっていたため。 

114 
3.1.8-1/ 

3.0.0-1~3.1.7-1 

WebManagerサービスプロセスが

異常終了することがある。 小 

不正なパケットを受信し

た場合に発生することが

ある。 

"Content-length"が存在し

ないPOSTリクエストを想

定できていなかったため。 

115 
3.1.8-1/ 
3.1.7-1 

アラートメッセージ、syslogが一部

しか出力されなくなることがある。 
小 

アラート送出先をカスタマ

イズするためのアラート

通報設定を有効にした場

合に発生する。 

アラート通報設定で設定さ

れていないメッセージ情報

の取得処理に問題があっ

たため。 

116 
3.1.8-1/ 

3.0.0-1~3.1.7-1 

プロセスモニタリソースで、監視タ

イムアウトを誤検出することがあ

る。 中 

監視インターバルが監視

タイムアウト以上の値に

設定されている場合に発

生することがある。 

タイムアウトを判定する処

理が、誤って前回監視時

の時間を今回の監視にか

かった時間と誤認してしま

うことがあるため。 
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117 
3.1.8-1/ 

3.0.0-1~3.1.7-1 

活性時監視のモニタリソースがグ

ループ停止に伴って停止する時、

停止状態ではなく、一時停止状態

になってしまうことがある。 

小 

グループ停止処理中に 

clpmonctrl コマンドによ

る監視の一時停止を実

行した場合に発生するこ

とがある。 

clpmonctrlコマンドの処理

とグループリソース管理プ

ロセスの処理に排他が不

足していたため。 

118 
3.1.8-1/ 
3.1.7-1 

仮想マシンリソースの非活性処理

に失敗することがある。 
小 

仮想マシンリソース

(XenServer)で、UUIDを

設定している場合に発生

する。 

UUID指定時に仮想マシン

の起動確認処理が適切で

はなかったため。 

119 
3.1.10-1/ 

3.0.0-1~3.1.8-1 

clprscコマンドで不正なエラーメッ

セージが表示されることがある。 

「Internal error. Check if memory 

or OS resources are sufficient」 

小 

clprscコマンドでリソース

停止を実行した場合に、

そのリソースの停止に失

敗すると発生する。 

clprscコマンドでリソースを

停止できなかった場合に

表示するメッセージに誤り

があったため。 

120 
3.1.10-1/ 

3.0.0-1~3.1.8-1 

clpcfctrlコマンドが異常終了 (core 

dump) することがある。 小 

clpcfctrlコマンドの内部

処理でタイムアウトが発

生した場合に発生する。 

clpcfctrl コマンドの処理

内で、不正なメモリアクセ

スを行っていたため。 

121 
3.1.10-1/ 

3.1.0-1~3.1.8-1 

execリソースの調整プロパティで

[ログ出力先]にファイル名を設定し

ても、ログが出力されないことがあ

る。 
小 

[ログローテート]が有効

で、ログファイル名が32

バイトを超えた場合に発

生する。 

ログファイル名に31バイト

の制限を持っているため、

そのサイズを超えるファイ

ル名の場合にはログ出力

しないようになっていたた

め。 

122 
3.1.10-1/ 

3.1.0-1~3.1.8-1 

WebManagerに接続しているブラ

ウザを終了する際に、セキュリティ

の警告ダイアログが表示されるこ

とがある。 
小 

Java Runtime 
Environment Version 7 

Update 21 以降の環境

で、WebManagerに接続

しているブラウザを終了

する際に必ず発生する。 

Java Runtime 
Environment Version 7 

Update 21以降で、署名

のチェック処理が変更され

ていたため。 

123 

3.2.0-1/ 

3.1.5-1~3.1.10-1 

WebLogic監視モニタを利用し

ている環境で、インターバル毎

に wlst_xxxx.log、

wlst_xxxx.out という 0byteの

ファイルが、

[Middleware_Home]/logs 配

下に出力される。 

小 

WebLogic Server 

10.3.4 以 降 で

WebLogic 監視リソー

スの監視処理が行わ

れた場合に必ず発生

する。 

WebLogic モニタリソー

スは、インターバル毎に 

WLST を実行し、

WebLogic Server の

死活監視を実行してい

る。WebLogic Server 

10.3.4 以降の仕様変

更によりWLST 実行毎

にログファイルを出力す

るようになったため。 
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124 

3.2.0-1/ 

3.1.3-1~3.1.10-1 

PostgreSQLモニタリソースに

おいて、監視タイムアウトが発

生した場合に、監視リトライ回

数の設定に関係なく、監視異

常となり回復動作が実行され

る。 

小 

PostgreSQLモニタリ

ソースを使用してお

り、監視タイムアウト時

に発生することがあ

る。 

監視タイムアウトが発

生した後に行われる監

視リトライ前の処理で内

部情報の更新が漏れて

おり、リソースモニタプ

ロセスが監視リソース

の状態を異常と判断し

たため。 

125 3.2.0-1/ 

3.0.0-1~3.1.10-1 

iptables サービスの起動設定

が無効に設定されているにも

関わらず、ログ収集後に 

iptables サービスが起動され

てしまう。 

小 

iptables サービスの

起動設定が無効に設

定されている環境で、

ログ収集を実行した場

合に必ず発生する。 

ログ収集時に iptables  

サービスの起動状態を

参照せず iptables コ

マンドを実行していたた

め。 

126 3.2.1-1/ 

3.2.0-1 

モニタリソースが異常を検出し

た場合、不適切なタイミングで

無用な回復動作を試み、回復

動作失敗のエラーが出力され

る。 

中 

以下のように設定され

ているモニタリソース

がグループの起動・停

止処理中に、異常を検

出した場合に発生す

る。 

・監視タイミング：活性

時 

・対象リソース：起動・

停止中のグループに

属するグループリソー

ス 

・ 回 復 対 象 ： All 
Groups 

回復動作が不可能なタ

イミングで回復動作を

実行していたため。 

127 3.2.0-1/ 

3.1.5-1~3.2.0-1 

クラスタサービス停止時にモニ

タリソースが異常を検出して回

復動作を行うことがある。 

中 

活性時監視のモニタリ

ソースが停止する前

に、対象リソースが先

に停止し、モニタリソー

スが異常を検出した場

合に発生することがあ

る。 

クラスタサービスの停止

を実行する際に、活性

時監視のモニタリソー

ス、グループリソースの

停止処理を並行して実

行していたため。 
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128 3.2.1-1/ 

3.1.3-1~3.2.0-1 

一部の Database Agent にお

いて、監視タイムアウトが発生

した場合に、監視リトライ回数

の設定に関係なく、監視異常と

なり回復動作が実行される。 

小 

下 記 の Database 

Agentを使用しており、

監視タイムアウト時に

発生することがある。 

・Oracleモニタリソース 

・DB2モニタリソース 

・MySQLモニタリソー

ス 

・Sybaseモニタリソー

ス 

監視タイムアウトが発

生した後に行われる監

視リトライ前の処理で内

部情報の更新が漏れて

おり、リソースモニタプ

ロセスが監視リソース

の状態を異常と判断し

たため。 

129 3.2.1-1/ 

3.0.0-1~3.2.0-1 

WebManagerのポート番号に

80を設定すると、クライアント

から接続できない。 

小 

WebManagerのポー

ト番号を80に設定した

場合に発生する。 

HTTPのデフォルトポー

トの考慮漏れ。 

130 3.2.1-1/ 

3.0.0-1~3.2.0-1 

Linux上でWebManager を動

作させた時に、WebManger と

統合WebManagerの画面の

表示が不正になることがある。 
小 

Linux 上 で 

WebManager, 統 合

WebManagerを動作

させた場合は、常に発

生する。 
  

Linux の Java におい

て、コンポーネントのサ

イズを自動調整する

pack メソッドの動きが

Windows と異なるた

め。 

131 3.2.1-1/ 

3.1.0-1~3.2.0-1 

exec リソースが起動したスク

リプトのタイムアウト検出にタイ

ムアウト設定値以上の時間を

要する。 

中 

[開始スクリプト]/[終了

スクリプト ] を「同期」

に設定している場合に

発生する。 

タイムアウト判定処理

が適切でなかったた

め。 

132 3.2.1-1/ 

3.1.5-1~3.2.0-1 

NFSモニタリソースにて

NFSv4を監視していた場合、

UDPを無効にすると監視異常

となり回復動作が実行される。 小 

NFSモニタリソースに

て「NFSバージョン」に

v4を選択している環境

で、NFS の待ち受け

プロトコルで UDP を

無効にすると必ず発生

する。 

NFS の待ち受けプロト

コルで v4の際にも 

UDP で受信していた。 

133 3.2.1-1/ 

3.1.3-1~3.2.0-1 

Novell SUSE LINUX 

Enterprise Server 10 におい

て、JVMモニタリソースが起動

に失敗し異常となる。 

大 

JVMモニタリソースを

登録しており、SUSE 
Linux Enterprise 

Server 10利用時に発

生する。 

誤ったライブラリをリン

クしていたため。 
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134 3.2.3-1/ 

3.1.0-1~3.2.1-1 

JVMモニタリソースの開始に失

敗する。 

中 

JVMモニタリソース起

動時、直前に起動して

いたJVMモニタリソー

スのPIDと同一のPID

を持つプロセスが存在

する場合。 

JVMモニタリソースの

二重起動防止処理に誤

りがあったため。 

135 3.2.3-1/ 

3.1.1-1~3.2.1-1 

Database Agent製品のプロセ

スが異常終了 (core dump) 

することがある。 

小 

下 記 の Database 

Agent製品を利用して

おり、クラスタサスペン

ド、クラスタ停止時に

発生することがある。 

・Oracleモニタリソース 

・DB2モニタリソース 

・MySQLモニタリソー

ス 

・Sybaseモニタリソー

ス 

・PostgreSQLモニタリ

ソース 

プロセス終了時のス

レッド同期処理に不備

があったため。 

136 3.3.0-1/ 

3.0.0-1~3.2.3-1 

不適切なタイミングでクラスタ

サスペンドが実行されることが

ある。 中 

モニタの回復動作によ

るリソースの再活性中

にクラスタサスペンドを

実行した場合に発生

する。 

モニタの回復動作によ

るリソースの再活性時

にクラスタサスペンドの

要求を受け付けられる

状態だったため。 

137 3.3.0-1/ 

3.0.0-1~3.2.3-1 

POP3モニタリソースが POP3

サーバへの接続に失敗してい

るにも関わらず、異常を検出し

ないことがある。 

小 

下記を全て満たす場

合に必ず発生する。 

・x86_64環境 

・[認証方式]に[APOP]

を選択 

APOP認証処理に不備

があったため。 

138 3.3.0-1/ 

3.0.3-1~3.2.3-1 

モニタリソースが異常を検出し

ているにも関わらず、最大再起

動回数がリセットされる。 小 

モニタの回復動作によ

る再起動発生後、モニ

タが異常状態のまま

[最大再起動回数をリ

セットする時間]経過後

に必ず発生する。 

サーバ再起動後、モニ

タの異常が継続してい

た場合に再起動回数を

リセットしていたため。 
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139 3.3.0-1/ 

3.0.0-1~3.2.3-1 

ディスクモニタリソースの[監視

(固有)]タブの [監視方法]に

「TUR」「TUR(generic)」

「TUR(legacy)」 を設定した場

合、無効な設定項目である[I/O 

サイズ]が 0 バイトから

2000000 バイトになることがあ

る。 

小 

監視方法に「 TUR 」

「 TUR(generic) 」

「TUR(legacy)」  を選

択した場合に発生する 

無効な設定項目にも有

効値の補正処理を実行

していたため。 

140 3.3.0-1/ 

3.0.0-1~3.2.3-1 

クラスタ開始に失敗する、また

はクラスタリジューム時にサー

バシャットダウンが発生するこ

とがある。 

中 

CPUクロック制御機能

を使用している場合に

発生することがある。 

クラスタサービス開始時

の初期化処理に不備が

あったため。 

141 3.3.0-1/ 

3.0.0-1~3.2.3-1 

リソースが活性/非活性異常状

態にも関わらず、最大再起動

回数がリセットされる。 
小 

クラスタリジューム時

に活性/非活性異常状

態のリソースが存在す

る場合に発生する。 

最大再起動回数リセッ

トを実行するための条

件判断に誤りがあった

ため。 

142 3.3.0-1/ 

3.0.0-1~3.2.3-1 

リソースの非活性異常が発生

することがある。 

中 

以下の条件をすべて

満たす場合に必ず発

生する。 

・ フ ェ イルオーバグ

ループのプロパティの

[起動サーバ]タブにて

「全てのサーバでフェ

イルオーバ可能」から

「起動可能なサーバ」

を選択 

・ フ ェ イルオーバグ

ループが起動している

サーバが「起動可能な

サーバ」に含まれてい

ない 

・フェイルオーバや、

フェイルオーバグルー

プの移動/クラスタ停止

/リソース停止などリ

ソースの非活性処理

が実行 

起動可能なサーバを変

更する場合の判定条件

に不備があったため。 

143 3.3.0-1/ 

3.0.0-1~3.2.3-1 

構成情報の反映時にアップ

ロードのみで反映可能である

にも関わらず、サスペンド/リ

ジュームが要求されることがあ

る。 

小 

ディスクリソースの調

整プロパティ画面にて

値を変更せず [OK]を

押下した場合に発生

する。 

構成情報の変更箇所の

確認処理に誤りがあっ

たため。 
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144 3.3.0-1/ 

3.0.0-1~3.2.3-1 

構成情報の反映時にアップ

ロードのみで反映可能である

にも関わらず、サスペンド/リ

ジュームが要求されることがあ

る。 

小 

ボ リ ュ ー ム マ ネ ー

ジャーリソースの調整

プロパティ画面にて値

を変更せず [OK]を押

下した場合に発生す

る。 

構成情報の変更箇所の

確認処理に誤りがあっ

たため。 

145 3.3.0-1/ 

3.0.0-1~3.2.3-1 

clpaltd プロセスが異常終了す

ることがある。 小 

clpaltd プロセス起動

直後のアラートログ同

期処理の通信タイムア

ウト時に発生する。 

通信タイムアウト時の

異常系処理に不備が

あったため。 

146 3.3.0-1/ 

3.0.0-1~3.2.3-1 

統合WebManagerに接続して

いるブラウザにてコンテンツの

再読み込みを行った場合、

サーバステータスが正しく表示

されないことがある。 

小 

統合WebManagerに

接続しているブラウザ

にてコンテンツの再読

み込みを行った場合に

発生する。 

ステータスを管理する

オブジェクトの初期化処

理に問題があったた

め。 

147 3.3.0-1/ 

3.0.0-1~3.2.3-1 

クラスタ停止時に、clpwebmc

プロセスが異常終了することが

ある。 

小 

クラスタ停止時に、ごく

稀に発生する。 
クラスタ停止時の異常

系処理に考慮漏れが

あったため。 

148 3.3.0-1/ 

3.0.0-1~3.2.3-1 

トランザクションサーバが異常

終了することがある。 小 

ライセンス取得処理中

に極稀に発生すること

がある。 

ライセンス情報取得処

理に不備があったた

め。 

149 3.3.1-1/ 

3.2.0-1~3.3.0-1 

クラスタサービスのプロセス異

常時動作に「OSシャットダウ

ン」、「OS再起動」以外が設定

されているにも関わらず、OS

シャットダウンが行われる。 
小 

クラスタサービスのプ

ロセス異常時動作に

「OSシャットダウン」、

「OS再起動」以外が設

定されている構成で、

クラスタ停止またはク

ラスタサスペンド実行

時にクラスタサービス

のプロセスが異常終

了した場合に発生す

る。 

クラスタサービスのプロ

セス異常検出時の処理

に不備があったため。 

150 3.3.1-1/ 

3.0.0-1~3.3.0-1 

クラスタ停止や、クラスタサス

ペンドに成功しているにも関わ

らず、クラスタ停止失敗、クラス

タサスペンド失敗のダイアログ

が表示される。 
小 

WebManagerからクラ

スタ停止、クラスタサス

ペンドを実施した際

に、クラスタ停止処

理、クラスタサスペンド

処理に 90秒以上か

かった場合に発生す

る。 

クラスタ停止、クラスタ

サスペンドの待ち合わ

せ処理に不備があった

ため。 
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151 3.3.1-1/ 

3.0.0-1~3.3.0-1 

以下のモニタリソースに対し、

clptoratio コマンドによるタイム

アウト倍率の延長ができない。 

・ボリュームマネージャモニタリ

ソース 

・プロセス名モニタリソース 

小 

clptoratio コマンドに

よってタイムアウト倍

率を延長した場合に発

生する。 

タイムアウトの判定を行

う際にタイムアウト倍率

を考慮していなかった

ため。 

152 3.3.1-1/ 

3.0.0-1~3.3.0-1 

softdogを使用したユーザ空間

モニタの監視が正常に行えな

い。 
中 

IBM POWERで Red 
Hat Enterprise Linux 

6を使用している環境

において、ユーザ空間

モニタの監視方法を

softdogとした場合に

発生する。 

IBM POWER環境にお

けるドライバのロード処

理に不備があったた

め。 

153 3.3.1-1/ 

3.1.0-1~3.3.0-1 

プロセス名モニタ、システムモ

ニタが異常を誤検出することが

ある。 中 

447日 /497日間連続

運用を継続して、不正

なOS起動時刻が返却

された場合に稀に発

生することがある。 

不正な OS起動時刻が

返却された場合のタイ

ムアウトの判定処理に

不備があったため。 

154 3.3.1-1/ 

3.3.0-1 

JVMモニタリソースにおいて、

監視対象 Java VM(例：

WebLogic Server)の GC方式

に G1 GC を指定した場合、

[Full GC実行時間を監視す

る]、[Full GC発生回数を監視

する]の監視異常を検出しな

い。 

小 

監視対象Java VMが

Java 8を使用しかつ

GC方式にG1 GCを指

定した場合に発生す

る。 

GCのチェック処理に不

備があったため。 

155 3.3.1-1/ 

3.1.0-1~3.2.3-1 

 

Database Agent 製品の core

が出力されることがある。 

小 

下 記 の Database 

Agent製品を利用して

おり、モニタリソース停

止時に発生することが

ある。 

・Oracleモニタリソース 

・DB2モニタリソース 

・MySQLモニタリソー

ス 

・Sybaseモニタリソー

ス 

・PostgreSQLモニタリ

ソース 

モニタリソースの停止処

理に不備があったた

め。 



第 4 章 最新バージョン情報 

CLUSTERPRO X SingleServerSafe 3.3 for Linux インストールガイド 

110 

項
番 

修正バージョン 

/ 発生バージョン 
修正項目 

致
命
度 

発生条件 

発生頻度 
原因 

156 3.2.0-1/ 

3.0.0-1~3.1.10-1 

活性時監視のモニタの起動・

停止が行われない。 

中 

クラスタサービスが継

続して起動している状

態で、活性時監視のモ

ニタの起動・停止が3

万回以上実行された

場合に発生する。 

活性時監視のモニタの

起動・停止処理に不備

があったため。 

157 3.3.1-1/ 

3.1.0-1~3.3.0-1 

JVMモニタリソースにおいて、

JVM統計ログが出力されない

ことがある。 

小 

JVMモニタリソースが

複数ある場合、稀に発

生する。 

JVM統計ログの排他処

理に不備があったた

め。 

158 3.3.2-1/ 

3.3.1-1 

クラスタ起動に失敗する。 

中 

RHEL 7.0の  Errata 

kernel を適用した環

境において発生するこ

とがある。 

カーネルバージョンの

判定処理に不備があっ

たため。 

159 3.3.2-1/ 

1.0.0-1~3.3.1-1 

WebManagerや clpcl コマンド

によるクラスタ起動に失敗す

る。 中 

クラスタ起動に先立っ

て行われるディスクの

閉塞処理に30秒以上

の時間が掛かった場

合に発生する。 

内部で使用しているクラ

スタ起動の待ち合わせ

時間が十分でなかった

ため。 

160 3.3.2-1/ 

3.1.2-1~3.3.1-1 

[クラスタプロパティ] - [ポート番

号(ログ)タブ] - [ログの通信方

法] の設定が WebManager 

や clpstat コマンドに表示され

ない。 

小 

[ログの通信方法 ] に

メッセージキューを設

定している場合に発生

する。 

[ログの通信方法] の表

示処理に不備があった

ため。 

161 3.3.2-1/ 

3.0.0-1~3.3.1-1 

WebManagerクライアントが応

答を戻さなくなる。 

小 

参照用パスワードを設

定し、参照モードで

WebManagerに接続

した状態で [ヘルプ] - 

[バージョン情報] を選

択した場合に発生す

る。 

[バージョン情報] の表

示処理に不備があった

ため。 

162 3.3.2-1/ 

3.0.0-1~3.3.1-1 

外部連携モニタで監視開始待

ち時間を設定しても有効に動

作しない。 

小 

必ず発生する。 
外部連携モニタの監視

開始処理に不備があっ

たため。 

163 3.3.2-1/ 

1.0.0-1~3.3.1-1 

IPモニタリソースにおいて複数

の IPv6アドレスを指定した場

合、一部がエラーになっても監

視異常となる。 

全てがエラーの場合のみ監視

異常となるのが正しい。 

中 

[IPアドレス ]に複数の

IPv6アドレスを指定

し、一部がエラーに

なった場合に発生す

る。 

IPv6アドレスにおける

異常検出時の処理に不

備があったため。 
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164 3.3.2-1/ 

3.1.0-1~3.3.1-1 

プロセス名モニタリソースの起

動時および監視リトライ時に、

監視条件に合致するプロセス

を検出できず、異常を誤検出

する場合がある。 
中 

プロセス名モニタリ

ソースの起動時および

監視リトライ時におい

て、プロセス情報取得

のタイミングでプロセ

ス数が変化した場合

に発生することがあ

る。 

監視対象プロセスの取

得処理に不備があった

ため。 

165 3.3.2-1/ 

3.2.3-1~3.3.1-1 

ディスクモニタリソース(監視方

式：READ(O_DIRECT))にて

4Kネイティブのディスク上の

ファイルを監視した場合に異常

を誤検出する。 

中 

ディスクモニタリソース

( 監 視 方 式 ：
READ(O_DIRECT))

にて 4Kネイティブの

ディスク上のファイル

を監視した場合に必ず

発生する。 

監視対象に 4Kネイティ

ブのディスク上のファイ

ルが指定された場合の

read処理に不備があっ

たため。 

166 3.3.3-1/ 

1.0.0-1~3.3.2-1 

グループの起動、停止に時間

が掛かることがある。 小 

モニタリソースが大量

に存在する場合に発

生することがある。 

クラスタ構成情報の取

得時に非効率な処理が

あったため。 

167 3.3.3-1/ 

3.1.5-1~3.3.2-1 

モニタリソースの異常検出時の

OS停止を伴う最終動作を抑制

する設定にも関わらず、最終動

作が実行される。 

中 

モニタリソースの最終

動作に以下のいずれ

かを設定している場合

に発生する。 

・sysrq パニック 

・keepalive リセット 

・keepalive パニック 

・BMC リセット 

・BMC パワーオフ 

・BMC パワーサイク

ル 

・BMC NMI 

・I/O Fencing 

モニタリソースの最終動

作の抑制処理に不備が

あったため。 

168 3.3.3-1/ 

3.1.1-1~3.3.2-1 

OSシャットダウン時にクラスタ

サービスの停止処理が実行さ

れない。 

中 

以 下 の 設 定 で 、

WebManagerサービ

ス、またはアラート

サービスが無効の場

合に発生することがあ

る。 

・[クラスタプロパティ] - 

[WebManagerタブ ] - 

[WebManagerサービ

スを有効にする] 

・[クラスタプロパティ] - 

[アラートログタブ] - [ア

ラートサービスを有効

にする] 

クラスタ関連のサービス

の制御処理に不備が

あったため。 
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169 3.3.3-1/ 

3.1.0-1~3.3.2-1 

モニタリソースの異常検出時の

回復動作が実行されない状態

となることがある。 中 

モニタリソースの異常

検出で回復動作を実

行中にモニタリソース

の停止操作を行うと発

生することがある。 

モニタリソースの停止処

理に不備があったた

め。 

170 3.3.3-1/ 

3.1.0-1~3.3.2-1 

プロセス名モニタリソースが監

視タイムアウトを誤検出するこ

とがある。 

中 

システム高負荷時の

初回監視時にのみ発

生することがある。 

初回監視時の内部処理

に不備があったため。 

171 3.3.4-1/ 

1.0.0-1~3.3.3-1 

クラスタ起動に時間が掛かる。 

小 

必ず発生する。 
クラスタ起動時に非効

率な待ち合わせ処理を

行っていたため。 

172 3.3.4-1/ 

1.0.0-1~3.3.3-1 

グループリソースの停止処理

が実行されないまま、グループ

リソースが停止状態となる。 中 

グループリソースが起

動した状態で、グルー

プリソース名の大文

字、小文字を変更した

場合に発生する。 

グループリソース名を

変更する際の反映処理

に不備があったため。 

173 3.3.4-1/ 

1.0.0-1~3.3.3-1 

clprcプロセスが異常終了 

(core dump) することがあり、

プロセス異常時動作が実行さ

れる。 

中 

リソース名が24文字

以上の場合に発生す

ることがある。 

リソース名の最大長に

ついての考慮漏れが

あったため。 

174 3.3.4-1/ 

1.0.0-1~3.3.3-1 

クラスタ起動に失敗する。 

中 

サーバ名の大文字、

小文字を間違えてクラ

スタ構成情報のアップ

ロードを行った場合に

発生する。 

クラスタ構成情報をアッ

プロードする際のサー

バ名の確認処理に不備

があったため。 

175 3.3.4-1/ 

1.0.0-1~3.3.3-1 

clptrnsvプロセスが異常終了 

(core dump) することがある。 

中 

以下のすべての条件

を満たす場合に発生

することがある。 

・ SUSE Linux 
Enterprise Server 11 
SP4 

・Intel TSXが有効化さ

れたハードウェア 

プロセス内部での排他

制御に不備があったた

め。 

176 3.3.4-1/ 

3.3.0-1~3.3.3-1 

clpstat コマンドでグループのス

テータスが適切に表示できな

い。 
小 

グループ停止中に 

--local オプションを使

用して実行した場合に

発生する。 

--local オプションを使

用した場合のグループ

ステータスの取得処理

に不備があったため。 

177 3.3.4-1/ 

3.3.3-1 

ディスクモニタリソースの新規

追加時に、監視方法が

"READ(O_DIRECT)"(既定値)

の場合の I/Oサイズに誤った値

が表示される。 

小 

必ず発生する。 
ディスクモニタリソース

のプロパティ画面の初

期化処理に不備があっ

たため。 
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項
番 

修正バージョン 

/ 発生バージョン 
修正項目 

致
命
度 

発生条件 

発生頻度 
原因 

178 3.3.4-1/ 

1.0.0-1~3.3.3-1 

Sybaseモニタリソースのプロ

パティの監視(固有)タブで、監

視レベルを変更した際に適用

ボタンが有効にならない。 

小 

必ず発生する。 
Sybaseモニタリソース

のプロパティ画面の初

期化処理に不備があっ

たため。 

179 3.3.4-1/ 

1.0.0-1~3.3.3-1 

PID モニタリソースが異常検

出しない場合がある。 

小 

以下のすべての条件

を満たす場合に発生

することがある。 

・PIDモニタリソースで

EXECリソースを監視 

・EXECリソースの開

始スクリプトが非同期 

・EXECリソースのログ

ローテートが有効 

・EXECリソースの開

始スクリプトが起動直

後に消滅する 

PID モニタリソースの

監視処理に不備があっ

たため。 
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第 5 章 補足事項 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

本章では、CLUSTERPRO X SingleServerSafeのインストール作業において、参考となる情報について説

明します。 

本章で説明する項目は以下の通りです。 

 

• CLUSTERPRO X SingleServerSafeのサービス一覧 ··················································· 116 

• 試用版ライセンスから正式ライセンスへの移行 ····························································· 117 
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CLUSTERPRO X SingleServerSafeのサービス一

覧 

CLUSTERPRO X SingleServerSafeは以下のシステムサービスで構成されます。 

 

 

 

 
 

システム サービス名 説明 

clusterpro CLUSTERPRO デーモン 

CLUSTERPRO 本体のサービスです 

clusterpro_evt CLUSTERPRO イベント 

CLUSTERPRO が出力するログおよび syslog 

を制御するサービスです 

clusterpro_trn CLUSTERPRO データ転送 

ライセンス同期や構成情報の転送を制御する

サービスです 

clusterpro_alertsync CLUSTERPRO アラート同期 

アラートを同期するためのサービスです 

clusterpro_webmgr CLUSTERPRO WebManager  

WebManager のサービスです 
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試用版ライセンスから正式ライセンスへの移行 

試用版ライセンスで動作しているサーバに正式ライセンスを登録する際は、試用版ライセンス

を削除せず、そのまま、正式ライセンスを追加します。ライセンス一覧表示を行うと、正式ライ

センスと試用版ライセンスの両方が表示されますが、問題ありません。 

ライセンスの追加についての詳細は、本書の「第 2 章 CLUSTERPRO X SingleServerSafe を

インストールする」を参照して下さい。 
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第 6 章 注意制限事項 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

本章では、注意事項や既知の問題とその回避策について説明します。 

本章で説明する項目は以下の通りです。 

 

• OS インストール前、OS インストール時 ······································································ 120 

• OS インストール後、CLUSTERPRO X SingleServerSafe インストール前···························· 121 

• CLUSTERPRO X SingleServerSafeアップデート時 ····················································· 126 
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OSインストール前、OSインストール時 

OS をインストールするときに決定するパラメータ、リソースの確保、ネーミングルールなどで留

意して頂きたいことです。 

 

/opt/nec/clusterproのファイルシステムについて 

システムの対障害性の向上のために、ジャーナル機能を持つファイルシステムを使用すること

を推奨します。Linux (カーネルバージョン 2.6 以降) がサポートしているジャーナリング ファ

イル システムには、ext3、ext4、JFS、ReiserFS 、XFS などがあります。ジャーナリングシス

テムに対応していないファイルシステムを使用した場合、サーバや OS の停止(正常なシャット

ダウンが行えなかった場合)から再起動した場合、インタラクティブなコマンドの実行(root ファイ

ルシステムの fsck の実行)が必要になります。 

 

依存するライブラリ  

libxml2 

OS インストール時に、libxml2をインストールしてください。 

 

依存するドライバ  

softdog 

ユーザ空間モニタリソースの監視方法が softdogの場合、このドライバが必要です。 

ローダブルモジュール構成にしてください。スタティックドライバでは動作しません。 

 

SELinuxの設定  

SELinuxの設定は permissive または disabled にしてください。 

enforcing に設定すると CLUSTERPRO X SingleServerSafeで必要な通信が行えない場合

があります。 

 

CLUSTERPRO X Alert Serviceについて 

CLUSTERPRO X Alert Service のライセンスで、メール通報の機能は使用できますが、パト

ランプ通報の機能は使用できません。 
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OS イ ン ス ト ー ル 後 、 CLUSTERPRO X 

SingleServerSafeインストール前 
OS のインストールが完了した後、OS やディスクの設定を行うときに留意頂して頂きたいこと

です。 

 
 

インストールパス配下のディレクトリ、ファイルについて 

インストールパス配下にあるディレクトリやファイルは、CLUSTERPRO X SingleServerSafe

以外から操作（編集/作成/追加/削除など）しないでください。 

CLUSTERPRO X SingleServerSafe 以外からディレクトリやファイルを操作した場合の影響

についてはサポート対象外とします。 

 

通信ポート番号  

 CLUSTERPRO X SingleServerSafe では、デフォルトで以下のポート番号を使用します。

このポート番号については、Builder での変更が可能です。 

下記ポート番号には、CLUSTERPRO X SingleServerSafe 以外のプログラムからアクセスし

ないようにしてください。 

サーバにファイアフォールの設定を行う場合には、下記のポート番号にアクセスできるようにし

てください。 

 

［サーバ］    

   備考 

サーバ 自動割り当て 1 － サーバ 29001/TCP 内部通信 

サーバ 自動割り当て － サーバ 29002/TCP データ転送 

サーバ 自動割り当て － サーバ 29002/UDP ハートビート 

サーバ 自動割り当て － サーバ 29003/UDP アラート同期 

サーバ 自動割り当て － サーバ XXXX 2/UDP 内部ログ用通信 

 

［サーバ・WebManager間］  

   備考 

Web 
Manager  

自動割り当て － サーバ 29003/TCP http通信 

 

［統合WebManager を接続しているサーバ・管理対象のサーバ間］ 

   備考 

統合 WebManage

rを接続したサーバ 

自動割り当て － サーバ 29003/TCP http通信 

統合 WebManag

er の管理対象と

なるサーバ 

29003 → クライア

ント 

29010/UDP UDP通信 
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［その他］ 

接続元  接続先 備考 

サーバ snmp trap → 監視先 162/UDP 
BMC 連携用に設定された外部連

携モニタの監視先 

サーバ icmp → 監視先 icmp IPモニタ 

サーバ 自動割り当て → 監視先 

Builder で設定

した管理ポート

番号 3 

JVMモニタ 

サーバ 自動割り当て → 監視先 

Builder で設定

した接続ポート

番号 3 

JVMモニタ 

サーバ 自動割り当て → 監視先 

Builder で設定

したロードバラ

ンサ連携 管理

ポート番号 3 

JVMモニタ 

サーバ 自動割り当て → 監視先 

Builder で設定

した通信ポート

番号 3 

JVMモニタ 

 

1. 自動割り当てでは、その時点で使用されていないポート番号が割り当てられます。 

2. クラスタプロパティ、ポート番号(ログ)タブでログの通信方法に[UDP]を選択し、ポート番号

で設定したポート番号を使用します。デフォルトのログの通信方法 [UNIX ドメイン]では通

信ポートは使用しません。 

3. JVMモニタリソースでは以下の 4つのポート番号を使用します。 

・ 管理ポート番号は JVMモニタリソースが動作する Java VMと通信するためのポート

番号です。Builder の[クラスタプロパティ]-[JVM 監視]タブ-[接続設定] ダイアログで

設定します。詳細については『設定ガイド』の「第 7 章 その他の設定の詳細」を参照

してください。 

・ 接続ポート番号は監視先(WebLogic Server, WebOTX)の Java VM と接続するた

めのポート番号です。Builderの該当する JVMモニタリソース名の[プロパティ]-[監視

(固有)]タブで設定します。詳細については『設定ガイド』の「第 5章 モニタリソースの

詳細」を参照してください。 

・ ロードバランサ連携管理ポート番号はロードバランサ連携を行う場合に使用するた

めのポート番号です。ロードバランサ連携を使用しない場合は、設定不要です。

Builderの[クラスタプロパティ]-[JVM監視]タブ-[ロードバランサ連携設定] ダイアログ

で設定します。詳細については『設定ガイド』の「第 7 章 その他の設定の詳細」を参

照してください。 

・ 通信ポート番号は BIG-IP LTM によるロードバランサ連携を行う場合に使用するた

めのポート番号です。ロードバランサ連携を使用しない場合は、設定不要です。

Builderの[クラスタプロパティ]-[JVM監視]タブ-[ロードバランサ連携設定] ダイアログ

で設定します。詳細については『設定ガイド』の「第 7 章 その他の設定の詳細」を参

照してください。 

 

 

通信ポート番号の自動割り当て範囲の変更 

 OS が管理している通信ポート番号の自動割り当ての範囲と CLUSTERPRO X 

SingleServerSafe が使用する通信ポート番号と重複する場合があります。 
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 通信ポート番号の自動割り当ての範囲と CLUSTERPRO X SingleServerSafe が使用

する通信ポート番号が重複する場合には、重複しないように OS の設定を変更してくだ

さい。 

 

OS の設定状態の確認例/表示例 

通信ポート番号の自動割り当ての範囲はディストリビューションに依存します。 

    # cat /proc/sys/net/ipv4/ip_local_port_range 

1024   65000 

これは、アプリケーションが OS へ通信ポート番号の自動割り当てを要求した場合、

1024 ～ 65000 の範囲でアサインされる状態です。 

 

    # cat /proc/sys/net/ipv4/ip_local_port_range 

32768   61000 

これは、アプリケーションが OS へ通信ポート番号の自動割り当てを要求した場合、

32768 ～ 61000 の範囲でアサインされる状態です。 

 

OS の設定の変更例 

/etc/sysctl.conf に以下の行を追加します。(30000 ～ 65000 に変更する場合) 

net.ipv4.ip_local_port_range = 30000  65000 

 

ネットワークの確認  

 ifconfigコマンドやpingコマンドを使用してネットワークの状態を確認してください。 

・ public-LAN (他のマシンと通信を行う系) 

・ ホスト名 
 

ipmiutil, OpenIPMIについて 

 以下の機能でipmiutilまたはOpenIPMIを使用します。 

・ グループリソースの活性異常時/非活性異常時の最終アクション 

・ モニタリソースの異常時アクション 

・ ユーザ空間モニタリソース 

・ シャットダウン監視 
 

 監視方法がipmiの場合、ipmiutil、OpenIPMIを使用します。 

 CLUSTERPRO X SingleServerSafe にipmiutilは添付しておりません。ユーザ様ご自身

で別途ipmiutilまたはOpenIPMI の rpm / debパッケージ ファイルをインストールしてく

ださい。 

 ipmiutill、OpenIPMIに関し以下の事項は弊社は対応いたしません。ユーザ様の判断、責

任にてご使用ください。 

・ ipmiutill、OpenIPMI自体に関するお問い合わせ 

・ ipmiutill、OpenIPMIの動作保証 

・ ipmiutill、OpenIPMIの不具合対応、不具合が原因の障害 

・ サーバのipmiutill、OpenIPMIの対応状況のお問い合わせ 
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 ご使用予定のサーバ(ハードウェア)のipmiutill、OpenIPMI対応可否についてはユーザ様

にて事前に確認ください。 

 ハードウェアとしてIPMI規格に準拠している場合でも実際にはipmiutill、OpenIPMIが動

作しない場合がありますので、ご注意ください。 

 サーバベンダが提供するサーバ監視ソフトウェアを使用する場合にはユーザ空間モニタ

リソースとシャットダウン監視の監視方法にIPMIを選択しないでください。 

これらのサーバ監視ソフトウェアと ipmiutilは共にサーバ上のBMC(Baseboard 

Management Controller)を使用するため競合が発生して正しく監視が行うことができなく

なります。 

 

ユーザ空間モニタリソース,シャットダウン監視 (監視方法 softdog) に

ついて 

 監視方法に softdog を設定する場合、softdogドライバを使用します。 

CLUSTERPRO以外でsoftdogドライバを使用する機能を動作しない設定にしてください。 

例えば、以下のような機能が該当することが確認されています。 

• OS 標準添付の heartbeat 

• i8xx_tco ドライバ 

• iTCO_WDT ドライバ 

• systemd の watchdog機能, シャットダウン監視機能 

 監視方法に softdogを設定する場合、OS標準添付の heartbeatを動作しない設定にし

てください。 

 SUSE LINUX 10/11では監視方法に softdog を設定する場合、i8xx_tco ドライバと同時

に使用することができません。i8xx_tco ドライバを使用しない場合は、i8xx_tco をロードし

ない設定にしてください。 

 

ログ収集について 

 SUSE LINUX 10/11ではCLUSTERPRO X SingleServerSafeのログ収集機能でOSの

syslogを採取する場合、ローテートされたsyslog(message)ファイルのサフィックスが異な

るためsyslogの世代の指定機能が動作しません。 

ログ収集機能のsyslogの世代の指定を行うためにはsyslogのローテートの設定を下記の

ように変更して運用する必要があります。 

 /etc/logrotate.d/syslogファイルのcompressとdateextをコメントアウトする 
 

nsupdate,nslookup について 

 以下の機能で nsupdate と nslookup を使用します。 

• モニタリソースのダイナミック DNS モニタリソース (ddnsw) 

 CLUSTERPRO X SingleServerSafe に nsupdate と nslookup は添付しておりませ

ん。ユーザ様ご自身で別途 nsupdate と nslookup の rpm ファイルをインストールして

ください。 

 nsupdate、nslookup に関する以下の事項について、弊社は対応いたしません。ユーザ

様の判断、責任にてご使用ください。 

• nsupdate、nslookup 自体に関するお問い合わせ 
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• nsupdate、nslookup の動作保証 

• nsupdate、nslookup の不具合対応、不具合が原因の障害 

• 各サーバの nsupdate、nslookup の対応状況のお問い合わせ 

 

FTPモニタリソースについて 

 FTPサーバに登録するバナーメッセージや接続時のメッセージが長い文字列または複数

行の場合、監視異常となる場合があります。FTPモニタリソースで監視する場合は、バ

ナーメッセージや接続時のメッセージを登録しないようにしてください。 

 

Red Hat Enterprise Linux 7 利用時の注意事項 

 CLUSTERPRO X SingleServerSafe以外からシャットダウンを実行した場合はシャットダ

ウン監視機能は動作しません。 

 メール通報機能では OS 提供の [mail] コマンドを利用しています。最小構成では 

[mail] コマンドがインストールされないため、以下のいずれかを実施してください。 

• クラスタプロパティの[アラートサービス]タブで[メール送信方法]に[SMTP] を選択。 

• mailx をインストール。 

 

Ubuntu 利用時の注意事項 

 CLUSTERPRO X SingleServerSafe 関連コマンドを実行する時は root ユーザで実行

してください。 

 Application Server Agent はWebsphereモニタのみ動作可能です。これは他のアプリ

ケーションサーバが ubuntu をサポートしていないためです。 

 メール通報機能では OS 提供の [mail] コマンドを利用しています。最小構成では 

[mail] コマンドがインストールされないため、以下のいずれかを実施してください。 

• クラスタプロパティの[アラートサービス]タブで[メール送信方法]に[SMTP] を選択。 

• mailutils をインストール。 

 SNMP による情報取得機能は動作しません。 

 

Samba モニタリソースについて 

 Samba モニタリソースは、監視のためにSMBプロトコルバージョン1.0を使用しています。

そのため、Sambaサーバ側で受け入れるSMBプロトコルのバージョンをSMB2.0以降に

限定(例：smb.conf の server min protocol = SMB2)すると監視異常となります。

Samba モニタリソースを利用する場合は、SMBプロトコルバージョン 1.0 を許可してくだ

さい。 

 Samba モニタリソースは、SMB署名には未対応です。Sambaサーバ側で SMB署名を

有効(例：smb.conf の client signing = mandatory)にすると、監視異常となります。SMB

署名は無効にしてください。 
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CLUSTERPRO X SingleServerSafeアップデート

時 
クラスタとして運用を開始した後にCLUSTERPRO X SingleServerSafeをアップデートする際

に留意して頂きたい事項です。 

アップデートに伴う既定値の変更について 

アップデートにより既定値が変更されるパラメータがあります。 

 下記 [対象バージョン] より前のバージョンから、[対象バージョン] またはそれ以降のバー

ジョンへアップデートする場合、各パラメータの既定値が変更されます。 

 アップデート後も [変更前の既定値] の設定を継続したい場合は、アップデート後に改めて

その値に再設定してください。 

 [変更前の既定値] 以外の値を設定していた場合、アップデート後もそれ以前の設定値が

継承されます。再設定の必要はありません。 

パラメータ 対象バージョン 変更前の

既定値 

変更後の

既定値 

[ディスクモニタリソース] - [リトライ回数] X3.1.3-1 0回 1回 

[DB2モニタリソース ] – [監視レベル ] 

[MySQLモニタリソース ] – [監視レベル ]  

[Oracleモニタリソース ] – [監視レベル ]  

[PostgreSQLモニタリソース] – [監視レベ

ル]  [Sybaseモニタリソース] – [監視レベ

ル] 

X3.3.1-1 レベル3 レ ベ ル 2 
(*1) 

[Weblogicモニタリソース] - [追加コマンドオ

プション] 

X3.3.3-1 -Dwlst.offl
ine.log=di
sable 

-Dwlst.offli
ne.log=dis
able 
-Duser.lan
guage=en
_US 

[ディスクモニタリソース] - [監視方法] X3.3.3-1 READ READ(O_
DIRECT) 

(*1)初回の監視時に監視テーブルが存在しない警告がWebManagerに表示されることが 

ありますが、監視動作に影響はありません。
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CLUSTERPRO Serverのインストール時 

 エラーメッセージ 原因 対処 

1 failed to open 
//var/lib/rpm/packages.rpm error: 
cannot open 
//var/lib/rpm/packages.rpm 

root権限を持つユーザでは

ありません。 

root権限を持つユーザで実行

してください。 

2 error: package clusterprosss-* is 
already installed 

すでにCLUSTERPROがイ

ンストールされています。 

一度アンインストールしてから

再度インストールしてくださ

い。 

 

CLUSTERPRO Serverのアンインストール時 

 エラーメッセージ 原因 対処法 

1 failed to open 
//var/lib/rpm/packages.rpm 

error: cannot open 
//var/lib/rpm/packages.rpm 

root権限を持つユーザでは

ありません。 

root権限を持つユーザで実行

してください。 

2 error: CLUSTERPRO is running CLUSTERPROが起動して

います。 

chkconfigで サービスを無効

にしてサーバを再起動し、再

度アンインストールを実行して

ください。 
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ライセンス関連のトラブル シューティング 

動作及びメッセージ 原因 対処 

コマンド実行後、以下のメッセージがコン

ソールに出力された。 

「Log in as root.」 

一般ユーザでコマンドを

実行しています。 

root でログインするか、su - 

で root に変更後、再度実

行してください。 

ライセンス登録でコマンド実行後、以下

のメッセージがコンソールに出力された。 

「Command succeeded. But the 
license was not applied to all the 
servers in the cluster because there 
are one or more servers that are not 

started up.」 

CLUSTERPROのデータ

転送サービスの未起動又

は、構成情報の未配信の

可能性があります。 

サーバでのトランザクション 

サーバ起動、構成情報の配

信がされているか、再度確

認してください。もし、どちら

かが未完了であれば、完了

後、再度ライセンスの登録

を行ってください。 

Builder で作成した構成情報をサーバに

配信後、シャットダウン リブートを行う

と、WebManager のアラート ビューに

以下のメッセージが表示され、サーバが

停止した。 

「The license is not registered. (%1)」 

%1：製品 ID 

ライセンスを登録せずに

シャットダウン リブートを

実行したためです。 

サーバからライセンス登録

を実行してください。 

Builder で作成した構成情報をサーバに

配信後、シャットダウン リブートを行う

と、WebManager のアラート ビューに

以下のメッセージが表示されていたが、

サーバは、正常に動作している。 

「The license is insufficient. The 

number of insufficient is %1. (%2)」 

%1：ライセンス不足数 

%2：製品 ID 

ライセンスが不足してい

ます。 

販売元からライセンスを入

手し、ライセンスを登録して

ください。 

試用版ライセンスでサーバ運用中に以

下のメッセージが出力され、サーバが停

止した。 

「The license of trial expired by %1. 

(%2)」 

%1：試用終了日 

%2：製品 ID 

ライセンスの有効期間を

超えています。 

販売元へ試用版ライセンス

の延長を申請するか、製品

版ライセンスを入手し、ライ

センスを登録してください。 
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付録 B 索引 
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BMC関連機能, 16 

Ｃ 

CLUSTERPRO Server, 72, 74, 76 

CLUSTERPRO X Alert Service, 120 

CLUSTERPRO X SingleServerSafe, 14 

CPUライセンス, 55 
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FTPモニタリソース, 125 
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ipmiutil, 123 
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kernel, 20 

Ｎ 

nslookup, 124 

nsupdate, 124 

Ｏ 

OpenIPMI, 123 

Ｒ 

Red Hat Enterprise Linux 7 利用時の注意事項, 

125 

Ｓ 

Sambaモニタリソース, 125 

SELinux, 120 

SNMP連携機能, 44, 53, 75 

Ｕ 

Ubuntu利用時の注意事項, 125 

Ｖ 

VMノードライセンス, 59 

あ 

アップグレード, 77 

アップデート, 72 

アンインストール, 74 

い 

依存するドライバ, 120 

依存するライブラリ, 120 

インストール, 51 

お 

オフライン版Builder, 67, 70, 74 

オンライン版Builder, 69 

か 

環境変数, 121 

き 

機能強化, 82 

さ 

サーバ環境, 47 

サービス一覧, 116 

再インストール, 76 

し 

修正情報, 89 

す 

スペック, 16 

そ 

ソフトウェア, 15, 17 

つ 

通信ポート番号, 121 

通信ポート番号の自動割り当て, 122 

て 

ディストリビューション, 20 



付録 B 索引 

CLUSTERPRO X SingleServerSafe 3.3 for Linux インストールガイド 

130 

と 

動作確認済アプリケーション, 36 

動作環境, 16 

トラブルシューティング, 127 

ね 

ネットワーク, 123 

ネットワーク設定, 47 

の 

ノードライセンス, 63 

は 

ハードウェア, 16 

ふ 

ファイアウォール設定, 47 

ファイルシステム, 120 

ま 

マニュアルの版数, 81 

ゆ 

ユーザ空間モニタリソース, 124 

ら 

ライセンス, 55, 117 

ライセンスシート, 57, 61, 65 

ライセンスファイル, 56, 60, 64 

る 

ルートファイルシステム, 47 

ろ 

ログ収集, 124 

 


	はじめに
	対象読者と目的
	本書の構成
	本書で記述される用語
	CLUSTERPRO X SingleServerSafe マニュアル体系
	本書の表記規則
	最新情報の入手先

	第 1 章 CLUSTERPRO X SingleServerSafeについて
	CLUSTERPRO X SingleServerSafeとは?
	CLUSTERPRO X SingleServerSafeのソフトウェア構成

	CLUSTERPRO X SingleServerSafeの動作環境を確認する
	ハードウェア
	スペック
	BMC 関連機能に対応したサーバ
	ソフトウェア
	動作可能なディストリビューションとkernel
	監視オプションの動作確認済アプリケーション情報
	SNMP 連携機能の動作環境
	JVMモニタの動作環境

	インストール前のサーバ環境の確認・準備
	1. ネットワーク設定を確認する (必須)
	2. ルートファイルシステムを確認する (必須)
	3. ファイアウォールの設定を確認する (必須)


	第 2 章 CLUSTERPRO X SingleServerSafeをインストールする
	CLUSTERPRO X SingleServerSafe のインストールからサーバ生成までの流れ
	CLUSTERPRO Serverのインストール
	CLUSTERPRO X SingleServerSafeを新規にインストールするには
	SNMP 連携機能を設定するには

	ライセンスの登録
	CPU ライセンスの登録
	ライセンスファイル指定によるライセンス登録を行うには(製品版、試用版共通)
	コマンドラインから対話形式でライセンスを登録するには(製品版)
	VMノードライセンスの登録
	ライセンスファイル指定によるライセンス登録を行うには(製品版)
	コマンドラインから対話形式でライセンスを登録するには(製品版)
	ノードライセンスの登録
	ライセンスファイル指定によるライセンス登録 (製品版、試用版共通)
	コマンドラインから対話形式でノードライセンスを登録するには(製品版)

	オフライン版CLUSTERPRO Builderのインストール
	オフライン版CLUSTERPRO BuilderをWindowsマシンへインストールするには

	Builder を起動する
	オンライン版Builderの起動
	オフライン版Builderの起動


	第 3 章 CLUSTERPRO X SingleServerSafeをバージョンアップ/アンインストール/再インストール/アップグレードする
	CLUSTERPRO X SingleServerSafeのアップデート
	CLUSTERPRO Server RPMのアップデート

	CLUSTERPRO X SingleServerSafeのアンインストール
	CLUSTERPRO X SingleServerSafeのアンインストール
	オフライン版 CLUSTERPRO Builder のアンインストール
	SNMP 連携機能の設定を解除するには

	CLUSTERPRO X SingleServerSafeの再インストール
	CLUSTERPRO Serverの再インストール

	CLUSTERPRO X へのアップグレード

	第 4 章 最新バージョン情報
	最新バージョン
	CLUSTERPRO X SingleServerSafeとマニュアルの対応一覧
	機能強化情報
	修正情報

	第 5 章 補足事項
	CLUSTERPRO X SingleServerSafeのサービス一覧
	試用版ライセンスから正式ライセンスへの移行

	第 6 章 注意制限事項
	OSインストール前、OSインストール時
	/opt/nec/clusterproのファイルシステムについて
	依存するライブラリ
	依存するドライバ
	SELinuxの設定
	CLUSTERPRO X Alert Serviceについて

	OSインストール後、CLUSTERPRO X SingleServerSafeインストール前
	インストールパス配下のディレクトリ、ファイルについて
	通信ポート番号
	通信ポート番号の自動割り当て範囲の変更
	ネットワークの確認
	ipmiutil, OpenIPMIについて
	ユーザ空間モニタリソース,シャットダウン監視 (監視方法softdog) について
	ログ収集について
	nsupdate,nslookup について
	FTPモニタリソースについて
	Red Hat Enterprise Linux 7 利用時の注意事項
	Ubuntu 利用時の注意事項
	Samba モニタリソースについて

	CLUSTERPRO X SingleServerSafeアップデート時
	アップデートに伴う既定値の変更について


	付録 A トラブルシューティング
	CLUSTERPRO Serverのインストール時
	CLUSTERPRO Serverのアンインストール時
	ライセンス関連のトラブル シューティング

	付録 B 索引

